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教科名 国語 科目名 現代文Ｂ 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース文系） 履修形態 必    修 

 

科目の目標 

 

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、

感じ方、考え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態

度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 文章を読んで，構成，展開，要旨などを的確にとらえ，その論理性を評価する。 

② 文章を読んで，書き手の意図や，人物，情景，心情の描写などについて自分の考えを 

 深めたり発展させたりする。 

③ 文章を読んで批評することを通して，人間，社会，自然などについて自分の考えを深

 めたり発展させたりする。 

④ 目的や課題に応じて，収集した様々な情報を分析，整理して資料を作成し，自分の考 

 えを効果的に表現する。 

⑤ 語句の意味，用法を的確に理解し，語彙を豊かにするとともに，文体や修辞などの表 

 現上の特色をとらえ，自分の表現や推敲に役立てる。 

⑥ 漢字や語句の反復学習（小テストも含む）に取り組む。 

⑦ 校内読書感想文・体験記コンクールをひとつの契機とし，教科書以外の書物に接 

 する機会を提供するとともに，文章を書くことによって自分の考えを的確に表現す 

る姿勢を養う。 

⑧ 個々の進度に合わせて，演習問題に取り組む。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

＊観点は以下の５点 

①関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解（テスト） 

＊評価方法（以下を考慮し総合的に行う） 

①小テスト・定期考査の成績 

②出席，授業態度 

③課題提出 

④ノート作成 

 

 

学習方法 

 

 

① 家庭学習では，教科書をしっかり読み，難解な語句については辞書で意味・用法 

 を確認し，ノートにまとめる。 

② 授業ではキーワードに着目し，本文の流れが分かるようにノートをまとめる。 

③ 単元の終わりには学習課題ノートを使って理解を深める。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

『精選現代文Ｂ』『精選現代文Ｂ学習課題ノート』 三省堂 

『新版チャレンジ常用漢字』 第一学習社 

『クリアカラー国語便覧』 数研出版 

 国語辞典 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

12 

１ 

２ 

 

評論 

「わかりやすい 

はわかりにく 

い？」 

「『ブーボー』と

『マンマ』の記号

論」 

小説 

「靴の話」 

「鞄」 

 

 

評論 

「身体〈の〉疎外」 

「判断停止の快

感」 

「病と科学」 

 

評論 

「『私』消え、止

まらぬ連鎖」 

「南の貧困／北

の貧困」 

「虚ろなまなざ

し」 

 

小説 

「舞姫」 

「飛行機で眠る

のは難しい」 

 

評論 

「忘れられる権

利」 

「日本文化の雑

種性」 

「無常というこ

と」 

 

 

演習問題 

・論旨を正確に追いなが

ら筆者の言う語句の意

味について読み取る。 

・筆者が述べる「符号」

と「記号」の違いをふま

え人間の創造の営みに

ついて考える。 

 

・出来事や描写を通して

「私」の心理状態や、考

え方の変化を読み味わ

う。 

 

・筆者の論理展開を読み

取り、理解を深め、自分

の考えを整理する。 

 

 

 

・現代社会において一個

人としての「私」に問わ

れていることを考える。 

・論理展開をふまえ「豊

かさ」について考察し自

分の考えを整理する。 

・問題意識を読み取る。 

 

・出来事の変遷と人物の

心情の変化を読み取る。 

・「私」に起こった変化

とその理由を考える。 

 

・現状の問題点をふまえ

今後のルールのあり方

について考える。 

・筆者の考えについて理

解を深める。 

・筆者が述べることを読

み取る。 

 

・入試やセンター試験に

向けて問題演習に取り

組む。 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

９ 

９ 

９ 

 

・引用事例を通じて筆者の考えを理解している。 

・語句や表現に注意して文脈を捉え、筆者の考えなど

を、間違いなく過不足なく読み取っている。 

 

 

 

 

 

・文章に描かれている情景を、文や文章、語句などか

ら離れないようにして読み、人物の行動や状況を捉え

る手掛かりとしようとしている。 

 

 

・語句や表現に注意して文脈を捉え、筆者の考えなど

を、間違いなく、過不足なく読み取っている。 

・現代社会の問題点について、考えを深めたり発展さ

えたりしながら文章を読んでいる。 

・文章の組み立てに注意し筆者の思考を読み取る。 

 

・想像力を働かせ、論点の関係を捉えることで要旨を

把握しながら文章を読んでいる。 

・視野を広げ思考を進めながら、用語や文体や修辞な

どに注目しながら文章を読んでいる。 

・筆者の問題意識を把握し、自分の考えを深め、発展

させようとしている。 

 

 

・情景や描写を味わいながら、人物の様子について考

察しながら読んでいる。 

・人物の行動や思考・心情を捉えながら読んでいる。 

 

 

・題材や材料、文の組み立てに注意しながら、読み取

っている。 

・結論の導き方に注意し、個々の段落の働きを確かめ

ながら文章を読んでいる。 

・個々の段落の働きや段落相互の関係を読み取り、熟

語の修飾や被修飾の関係などについて理解を深めて

いる。 

 

・入試やセンター試験の形式に慣れ，時間内に正確に

解答する。 
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教科名 国語 科目名 現代文Ｂ 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース理系） 履修形態 必    修 

 

科目の目標 

 

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、

感じ方、考え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態

度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 文章を読んで，構成，展開，要旨などを的確にとらえ，その論理性を評価する。 

② 文章を読んで，書き手の意図や，人物，情景，心情の描写などについて自分の考えを 

 深めたり発展させたりする。 

③ 文章を読んで批評することを通して，人間，社会，自然などについて自分の考えを深

 めたり発展させたりする。 

④ 目的や課題に応じて，収集した様々な情報を分析，整理して資料を作成し，自分の考 

 えを効果的に表現する。 

⑤ 語句の意味，用法を的確に理解し，語彙を豊かにするとともに，文体や修辞などの表 

 現上の特色をとらえ，自分の表現や推敲に役立てる。 

⑥ 漢字や語句の反復学習（小テストも含む）に取り組む。 

⑦ 校内読書感想文・体験記コンクールをひとつの契機とし，教科書以外の書物に接 

 する機会を提供するとともに，文章を書くことによって自分の考えを的確に表現す 

る姿勢を養う。 

⑧ 個々の進度に合わせて，演習問題に取り組む。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

＊観点は以下の５点 

①関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解（テスト） 

＊評価方法（以下を考慮し総合的に行う） 

①小テスト・定期考査の成績 

②出席，授業態度 

③課題提出 

④ノート作成 

 

 

学習方法 

 

 

① 家庭学習では，教科書をしっかり読み，難解な語句については辞書で意味・用法 

 を確認し，ノートにまとめる。 

② 授業ではキーワードに着目し，本文の流れが分かるようにノートをまとめる。 

③ 単元の終わりには学習課題ノートを使って理解を深める。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

『精選現代文Ｂ』『精選現代文Ｂ学習課題ノート』 三省堂 

『新版チャレンジ常用漢字』 第一学習社 

『クリアカラー国語便覧』 数研出版 

 国語辞典 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

12 

１ 

２ 

 

評論 

「わかりやすい 

はわかりにく 

い？」 

「『ブーボー』と

『マンマ』の記号

論」 

小説 

「靴の話」 

「鞄」 

 

 

評論 

「身体〈の〉疎外」 

「判断停止の快

感」 

「病と科学」 

 

評論 

「『私』消え、止

まらぬ連鎖」 

「南の貧困／北

の貧困」 

「虚ろなまなざ

し」 

 

小説 

「舞姫」 

「飛行機で眠る

のは難しい」 

 

評論 

「忘れられる権

利」 

「日本文化の雑

種性」 

「無常というこ

と」 

 

 

演習問題 

・論旨を正確に追いなが

ら筆者の言う語句の意

味について読み取る。 

・筆者が述べる「符号」

と「記号」の違いをふま

え人間の創造の営みに

ついて考える。 

 

・出来事や描写を通して

「私」の心理状態や、考

え方の変化を読み味わ

う。 

 

・筆者の論理展開を読み

取り、理解を深め、自分

の考えを整理する。 

 

 

 

・現代社会において一個

人としての「私」に問わ

れていることを考える。 

・論理展開をふまえ「豊

かさ」について考察し自

分の考えを整理する。 

・問題意識を読み取る。 

 

・出来事の変遷と人物の

心情の変化を読み取る。 

・「私」に起こった変化

とその理由を考える。 

 

・現状の問題点をふまえ

今後のルールのあり方

について考える。 

・筆者の考えについて理

解を深める。 

・筆者が述べることを読

み取る。 

 

・入試やセンター試験に

向けて問題演習に取り

組む。 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

６ 

６ 

６ 

 

・引用事例を通じて筆者の考えを理解している。 

・語句や表現に注意して文脈を捉え、筆者の考えなど

を、間違いなく過不足なく読み取っている。 

 

 

 

 

 

・文章に描かれている情景を、文や文章、語句などか

ら離れないようにして読み、人物の行動や状況を捉え

る手掛かりとしようとしている。 

 

 

・語句や表現に注意して文脈を捉え、筆者の考えなど

を、間違いなく、過不足なく読み取っている。 

・現代社会の問題点について、考えを深めたり発展さ

えたりしながら文章を読んでいる。 

・文章の組み立てに注意し筆者の思考を読み取る。 

 

・想像力を働かせ、論点の関係を捉えることで要旨を

把握しながら文章を読んでいる。 

・視野を広げ思考を進めながら、用語や文体や修辞な

どに注目しながら文章を読んでいる。 

・筆者の問題意識を把握し、自分の考えを深め、発展

させようとしている。 

 

 

・情景や描写を味わいながら、人物の様子について考

察しながら読んでいる。 

・人物の行動や思考・心情を捉えながら読んでいる。 

 

 

・題材や材料、文の組み立てに注意しながら、読み取

っている。 

・結論の導き方に注意し、個々の段落の働きを確かめ

ながら文章を読んでいる。 

・個々の段落の働きや段落相互の関係を読み取り、熟

語の修飾や被修飾の関係などについて理解を深めて

いる。 

 

・入試やセンター試験の形式に慣れ，時間内に正確に

解答する。 
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教科名 国 語 科目名 現代文Ｂ 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（普通科進学コ－ス） 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに，ものの見方，感じ方，考え

方を深め，進んで表現し読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

① 論理的な文章について，論理の展開や要旨を的確にとらえる。 

② 文学的な文章について，登場人物の心情，情景描写，物語の展開などを的確

にとらえ，表現を味わう。 

③ 学習を通して，人間，社会，自然などについて自己の考えを深め，表現する。 

④ 語句の意味，用法を的確に理解し，語彙を豊かにするとともに，文体や修辞

法など表現の技法について理解する。 

⑤ 様々な情報を収集，活用し，表現に役立てる。 

⑥ 就職試験・入学試験に対応した問題演習を行う。 

⑦ 漢字や語句の反復学習（小テストも含む）に取り組む。 

⑧ 校内読書感想文・体験記コンクールをひとつの契機とし，教科書以外の書物

に接する機会を提供するとともに，文章を書くことによって自分の考えを

的確に表現する姿勢を養う。 

 

 

 

 

 

評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

※観点は以下の５点 

①関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解（テスト） 

 

※評価方法（以下を考慮し総合的に行う） 

①小テスト・定期考査の成績 

②出席状況，授業態度 

③課題提出 

④ノート作成 

 

 

 

学習方法 

 

 

① 家庭学習では教科書をしっかり読み，難解な語句については辞書で意味・用

法を確認し，ノートにまとめる。 

② 授業ではキーワードに着目し，本文の流れが分かるようにノートをまとめる。 

③ 単元の終わりには学習課題ノートを使って理解を深める。 

教科書・教材等 

『標準現代文Ｂ』『標準現代文Ｂ学習課題集』 第一学習社 

『新版チャレンジ常用漢字』第一学習社 『クリアカラー国語便覧』数研出版 

国語辞典 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 
時

間 
学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

ワスレナグサ 

 

 

食と想像力 

 

 

話を聞かせて 

 

 

ひよこの眼 

 

記憶のゆがみ 

 

 

物語を発現す

る力 

 

食事 

こころ 

（萩原朔太郎） 

日本海  

鏡としての他

者 

 

僕らの時代の

メディアリテ

ラシー 

 

卒業 

 

 

バグダッドの

靴磨き 

折々のうた 

 

 

 

新しい博物学

を 

山椒魚 

 

 

山月記      

・随想の読解のしかたを習得

し、文章の構成の特徴につい

て理解する。 

・日本とタイ、猫と人間とい

う対比から筆者の考えを読

み取る。 

・現代の短編小説を読解し、

作品の構成の特徴、心情の変

化を理解する。 

・語り手の視点の意識、登場

人物の心理変化を読み取る。 

・論理的な文章を読解し、本

文で紹介される実験の手順

や結果を正確に理解する。 

・「五コマ漫画」や「八つのシ

ーン」を見て「物語」をつく

り、発表する。 

・現代詩の鑑賞のしかたを習

得し、各連の内容をつかみ、

連ごとの展開を理解する。 

 

・論理的な文章を読解し、「自

己とは他者である」とはどう

いう意味かを把握する。 

・メディアの「切り上げ」「切

り下げ」について理解し、メ

ディアとの関わり方につい

て考える。 

・まとまった分量のある小説

を読解し、場面ごとの登場人

物の心情の変化を読み取る。 

・少年の一人語り形式の効果

について考える。 

・評論の形をとった文章の読

解を通して、近代短歌・近代

俳句の鑑賞のしかたを習得

する。 

・随想的な要素を持つ評論の

読み方を習得する。 

・すぐれた短編小説の持つ緊

密な構成を理解し、鑑賞法を

習得する。 

・漢文脈を駆使した独特の表

現を理解する。 

9 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

9 

 

 

9 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

・文章の構成について理解している。 

・自然と人間とのかかわりについて書かれた他

の文章を読み、より深い作品理解に努めている。 

・具体例が本文の展開にどのようにかかわって

いるか理解している 

 

・小説の主題を自己に引きつけて考察し、働くこ

とや、人を思いやることなどについて考える。 

 

・回想形式で始まる構成の特徴を理解している。 

・語り手の視点、登場人物の心理変化をつかむ。 

・記憶のしくみを理解し、記憶がゆがむことでど

のような影響があるか、自身の生活に引きつけて

考える。 

・慣用表現の用法について正しく理解している。 

・筆者が考える「物語を発現する力」の意味につ

いて理解している。 

・詩の視点の特徴や発想のおもしろさについて

理解している。 

・作者の他の作品を読み、より深い作品理解に努

めている。 

・論の展開のしかたを理解し、論旨を的確に把握

している。 

 

・筆者の主張に迫り、思索を深めている。 

・評論に特徴的な語句の意味の理解を深める。 

 

 

・場面ごとの登場人物の心情を的確に読み取っ

ている。 

・比喩的な表現の意味を正しく理解している。 

・戦争に巻き込まれた子供の心情に迫り、自己の

問題として考えている。 

・作品と鑑賞文との対応関係を理解している。 

・短歌・俳句独特の表現方法や効果を理解してい

る。 

 

・筆者の主張に迫り、現代の科学の抱える問題に

ついて、思索を深めている。 

・場面ごとの山椒魚の心情の変化を理解し、作中

の物事がどのようなことを象徴しているかを理

解している。 

・主人公の変身にこめられた意味を考え、この小

説の主題をつかんでいる。 
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教科名 国 語 科目名 現代文Ｂ 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（生活教養科） 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

 近代以降のさまざまな文章を読む能力を高めるとともに，ものの見方，感じ

方，考え方を深め,進んで表現し読書することによって人生を豊かにする態度を

育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 論理的な文章について，論理の展開や要旨を的確にとらえる。 

② 文学的な文章について，登場人物の心情，情景描写，物語の展開などを的確

にとらえ，表現を味わう。 

③ 学習を通して，人間，社会，自然などについて自己の考えを深め，表現する。 

④ 語句の意味，用法を的確に理解し，語彙を豊かにするとともに，文体や修辞

法など表現の技法について理解する。 

⑤ 様々な情報を収集，活用し，表現に役立てる。 

⑥ 就職試験・入学試験に対応した問題演習を行う。 

⑦ 漢字や語句の反復学習（小テストも含む）に取り組む。 

⑧ 校内読書感想文・体験記コンクールをひとつの契機とし，教科書以外の書物

に接す 

る機会を提供するとともに，文章を書くことによって自分の考えを的確に表

現する姿 

勢を養う。 

 

 

 

 

 

評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

※観点は以下の５点 

①関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解（テスト） 

 

※評価方法（以下を考慮し総合的に行う） 

①小テスト・定期考査の成績 

②出席状況，授業態度 

③課題提出 

④ノート作成 

 

 

 

学習方法 

 

 

① 家庭学習では，教科書をしっかり読み，難解な語句については辞書で意味・

用法 

を確認し，ノートにまとめる。 

② 授業ではキーワードに着目し，本文の流れが分かるようにノートをまとめる。 

③ 単元の終わりには学習課題ノートを使って理解を深める。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

『標準現代文Ｂ』『標準現代文学習課題集』 第一学習社 

『新版チャレンジ常用漢字』第一学習社 

国語辞典 

 



 

8 

 

年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 
時

間 
学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

ワスレナグサ 

 

 

食と想像力 

 

 

話を聞かせて 

 

 

ひよこの眼 

 

記憶のゆがみ 

 

 

物語を発現す

る力 

 

食事 

こころ 

（萩原朔太郎） 

日本海  

鏡としての他

者 

 

僕らの時代の

メディアリテ

ラシー 

 

卒業 

 

 

バグダッドの

靴磨き 

折々のうた 

 

 

 

新しい博物学

を 

山椒魚 

 

 

山月記      

・随想の読解のしかたを習得

し、文章の構成の特徴につい

て理解する。 

・日本とタイ、猫と人間とい

う対比から筆者の考えを読

み取る。 

・現代の短編小説を読解し、

作品の構成の特徴、心情の変

化を理解する。 

・語り手の視点の意識、登場

人物の心理変化を読み取る。 

・論理的な文章を読解し、本

文で紹介される実験の手順

や結果を正確に理解する。 

・「五コマ漫画」や「八つのシ

ーン」を見て「物語」をつく

り、発表する。 

・現代詩の鑑賞のしかたを習

得し、各連の内容をつかみ、

連ごとの展開を理解する。 

 

・論理的な文章を読解し、「自

己とは他者である」とはどう

いう意味かを把握する。 

・メディアの「切り上げ」「切

り下げ」について理解し、メ

ディアとの関わり方につい

て考える。 

・まとまった分量のある小説

を読解し、場面ごとの登場人

物の心情の変化を読み取る。 

・少年の一人語り形式の効果

について考える。 

・評論の形をとった文章の読

解を通して、近代短歌・近代

俳句の鑑賞のしかたを習得

する。 

・随想的な要素を持つ評論の

読み方を習得する。 

・すぐれた短編小説の持つ緊

密な構成を理解し、鑑賞法を

習得する。 

・漢文脈を駆使した独特の表

現を理解する。 

9 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

9 

 

 

9 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

・文章の構成について理解している。 

・自然と人間とのかかわりについて書かれた他

の文章を読み、より深い作品理解に努めている。 

・具体例が本文の展開にどのようにかかわって

いるか理解している 

 

・小説の主題を自己に引きつけて考察し、働くこ

とや、人を思いやることなどについて考える。 

 

・回想形式で始まる構成の特徴を理解している。 

・語り手の視点、登場人物の心理変化をつかむ。 

・記憶のしくみを理解し、記憶がゆがむことでど

のような影響があるか、自身の生活に引きつけて

考える。 

・慣用表現の用法について正しく理解している。 

・筆者が考える「物語を発現する力」の意味につ

いて理解している。 

・詩の視点の特徴や発想のおもしろさについて

理解している。 

・作者の他の作品を読み、より深い作品理解に努

めている。 

・論の展開のしかたを理解し、論旨を的確に把握

している。 

 

・筆者の主張に迫り、思索を深めている。 

・評論に特徴的な語句の意味の理解を深める。 

 

 

・場面ごとの登場人物の心情を的確に読み取っ

ている。 

・比喩的な表現の意味を正しく理解している。 

・戦争に巻き込まれた子供の心情に迫り、自己の

問題として考えている。 

・作品と鑑賞文との対応関係を理解している。 

・短歌・俳句独特の表現方法や効果を理解してい

る。 

 

・筆者の主張に迫り、現代の科学の抱える問題に

ついて、思索を深めている。 

・場面ごとの山椒魚の心情の変化を理解し、作中

の物事がどのようなことを象徴しているかを理

解している。 

・主人公の変身にこめられた意味を考え、この小

説の主題をつかんでいる。 
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教科名 国 語 科目名 古  典B 単位数   ３単位 

対象学年   第３学年（特別進学コース 文系） 履修形態 必    修 

 

科目の目標 

 

 古典としての古文・漢文を読解し鑑賞する能力を養うとともに，ものの見方，感じ方，

考え方を広くし，人生を豊かにする態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 古文や漢文に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解する。 

② 文章の構成や展開に即して，主題や要旨を的確に捉える。 

③ 作品に表れた人間，社会，自然などに対する思想や感情を理解し，ものの見方，感じ

方，考え方などを豊かにする。 

④ 文章の表現上の特色を理解し，優れた表現を味わう。 

⑤ 音読・朗読・暗唱などを通して古典の文章に親しみ，作品の読解，鑑賞を深める。 

⑥ 古典を読んで，日本文化の特筆や日本文化と中国文化の関係について考える。 

⑦ 大学入試に向けて問題演習を行う。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

＊観点は以下の５点 

 ①関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解（テスト） 

 

＊評価方法（以下を考慮し総合的に行う。） 

 ①小テスト・定期考査 

 ②出席状況・授業態度 

 ③課題提出 

 ④ノ－ト作成 

 

 

学習方法 

 

 

①予習は原文をノートに写し，現代語訳する。（難解語句は辞書で調べる。） 

②授業では，自分の現代語訳との対比をして，重要箇所をしっかり理解する。さらに説明

の要点をノ－トにまとめる。 

③復習は文法事項を確認し，暗記する。プリント等副教材を用いて内容を整理する。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

『改訂版古典B 古文編』・『改訂版古典B 漢文編』（数研出版） 

『古典文法ベーシックノート』 文英堂 

『古文単語マスター３３３』数研出版 

『クリアカラー国語便覧』数研出版 

古語辞典・漢和辞典 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

随筆：枕草子「二

月のつごもり」他 

日記文学：蜻蛉日

記、紫式部日記 

 

逸話：「知音」他 

小説：「売鬼」他 

 

物語：源氏物語 

「須磨」他 

住吉物語 

 

漢詩：「子夜呉歌」 

詩話：「売油翁」他 

 

歴史物語：大鏡 

栄花物語 

増鏡 

 

史伝：史記「荊軻」

他 

 

評論：無明草子 

近代秀歌、無名抄 

正撤物語、去来抄 

風姿花伝 

 

文章：捕蛇者説 

漢詩：長恨歌 

 

近世随筆：玉勝間 

花月草紙 

 

センター演習 

 

 

 

近世小説 

日本永代蔵 

雨月物語 

 

日本漢文 

「梅花」他 

 

・筆者の美意識やもの

の見方を読み、当時の

宮廷生活も理解する。 

・話の内容を的確に読

み、登場人物の心情・人

間像を読み比べる。 

・本文を読み、人間、社

会、自然などに対する

思想や感情を正確に読

み取る。 

・作者の生活や心情を

読み取るとともに、当

時の社会制度を理解す

る。 

・作者のものの感じ方

や洞察力を読み取り、

その心情を理解する。 

・話の展開を整理し、日

本の近代文学と読み比

べる。 

・歴史物語の特徴と文

学史的意義の理解。 

・筆者の論旨を的確に

理解する。 

・語句や表現に注意し

て文脈を捉え、的確に

理解する。 

・古典を読んで、内容を

構成や展開に即して的

確にとらえる。 

・本居宣長、賀茂真淵の

思想について調べ、発

表する。 

・センター過去問の演

習を行う。 

・古典を読んで、人間、

社会、自然などに対す

る思想や感情を正確に

とらえ、ものの見方、感

じ方、考え方を豊かに

する。 

・古典に用いられてい

る語句の意味、用法及

び文の構造を理解す

る。 

９ 

 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

９ 

 

 

９ 

・内容を踏まえて筆者の考え方や当時の宮廷生活を理

解しようとしている。 

・筆者の美意識や機知を読み取っている。 

・それぞれの場面に描かれた人間像を読み比べようと

している。 

・登場人物の言動や心理を的確に読み取っている。 

・本文の内容を理解するとともに、作者の思想の基調

を理解する。 

・対句的表現や比喩などの修辞技巧を理解し、的確な

描写とその表現効果について考えている。 

・古体詩の構成上、音声上の規則を理解して、読み味

わっている。 

・漢詩に描かれた人物や情景・心情などを表現に即し

て味わおうとしている。 

・歴史物語を読み、登場人物がどのように描かれてい

るか史実と照らし合わせながら考察している。 

・文章中の和歌と漢詩に込められた道真の心情を理解

している。 

・敬語の用法を理解して現代語訳している。 

・基本的な句法･語法を理解している。 

・著名な逸話について興味を持ち、内容を深く知ろう

としている。 

・評論を読み、そこに現れた作者の考え方について、

文章中の表現を根拠にして、文章にまとめることがで

きている。 

・作品の読解を通して、人間の生き方について考えよ

うとしている。 

・文章を四つの場面に分け、それぞれの内容をまとめ

ている。 

・文章に現れた作者の執筆意図を理解している。 

・古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構

造を理解している。 

・作者の肯定及び否定していることを、整理する。 

・制限時間内に解答を仕上げる。 

・演習を繰り返し重ねることで、センター入試の傾向

をつかむ。 

・近世文学を読み、そこに現れた人物の考え方につい

て、文章中の表現を根拠に話し合う。 

・語句や表現に注意して、文脈を捉え、作者の意図を

正確に読み取っている。 

・作者が肯定しているものの見方と、否定しているも

のの見方をまとめている。 

・軍記物語や講談を通じて親しまれてきた「川中島」

のエピソードについて、史実との関係を調べ、まとめ

られている。 



 

11 

教科名 国 語 科目名 古  典B 単位数   ３単位 

対象学年   第３学年（特別進学コース 理系） 履修形態 必    修 

 

科目の目標 

 

 古典としての古文・漢文を読解し鑑賞する能力を養うとともに，ものの見方，感じ方，

考え方を広くし，人生を豊かにする態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 古文や漢文に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解する。 

② 文章の構成や展開に即して，主題や要旨を的確に捉える。 

③ 作品に表れた人間，社会，自然などに対する思想や感情を理解し，ものの見方，感じ

方，考え方などを豊かにする。 

④ 文章の表現上の特色を理解し，優れた表現を味わう。 

⑤ 音読・朗読・暗唱などを通して古典の文章に親しみ，作品の読解，鑑賞を深める。 

⑥ 古典を読んで，日本文化の特筆や日本文化と中国文化の関係について考える。 

⑦ 大学入試に向けて問題演習を行う。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

＊観点は以下の５点 

 ①関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解（テスト） 

 

＊評価方法（以下を考慮し総合的に行う。） 

 ①小テスト・定期考査 

 ②出席状況・授業態度 

 ③課題提出 

 ④ノ－ト作成 

 

 

学習方法 

 

 

①予習は原文をノートに写し，現代語訳する。（難解語句は辞書で調べる。） 

②授業では，自分の現代語訳との対比をして，重要箇所をしっかり理解する。さらに説明

の要点をノ－トにまとめる。 

③復習は文法事項を確認し，暗記する。プリント等副教材を用いて内容を整理する。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

『改訂版古典B 古文編』・『改訂版古典B 漢文編』（数研出版） 

『古典文法ベーシックノート』 文英堂 

『古文単語マスター３３３』数研出版 

『クリアカラー国語便覧』数研出版 

古語辞典・漢和辞典 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

随筆：枕草子「二

月のつごもり」他 

日記文学：蜻蛉日

記、紫式部日記 

 

逸話：「知音」他 

小説：「売鬼」他 

 

物語：源氏物語 

「須磨」他 

住吉物語 

 

漢詩：「子夜呉歌」 

詩話：「売油翁」他 

 

歴史物語：大鏡 

栄花物語 

増鏡 

 

史伝：史記「荊軻」

他 

 

評論：無明草子 

近代秀歌、無名抄 

正撤物語、去来抄 

風姿花伝 

 

文章：捕蛇者説 

漢詩：長恨歌 

 

近世随筆：玉勝間 

花月草紙 

 

センター演習 

 

 

 

近世小説 

日本永代蔵 

雨月物語 

 

日本漢文 

「梅花」他 

 

・筆者の美意識やもの

の見方を読み、当時の

宮廷生活も理解する。 

・話の内容を的確に読

み、登場人物の心情・人

間像を読み比べる。 

・本文を読み、人間、社

会、自然などに対する

思想や感情を正確に読

み取る。 

・作者の生活や心情を

読み取るとともに、当

時の社会制度を理解す

る。 

・作者のものの感じ方

や洞察力を読み取り、

その心情を理解する。 

・話の展開を整理し、日

本の近代文学と読み比

べる。 

・歴史物語の特徴と文

学史的意義の理解。 

・筆者の論旨を的確に

理解する。 

・語句や表現に注意し

て文脈を捉え、的確に

理解する。 

・古典を読んで、内容を

構成や展開に即して的

確にとらえる。 

・本居宣長、賀茂真淵の

思想について調べ、発

表する。 

・センター過去問の演

習を行う。 

・古典を読んで、人間、

社会、自然などに対す

る思想や感情を正確に

とらえ、ものの見方、感

じ方、考え方を豊かに

する。 

・古典に用いられてい

る語句の意味、用法及

び文の構造を理解す

る。 

９ 

 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

９ 

 

 

９ 

・内容を踏まえて筆者の考え方や当時の宮廷生活を理

解しようとしている。 

・筆者の美意識や機知を読み取っている。 

・それぞれの場面に描かれた人間像を読み比べようと

している。 

・登場人物の言動や心理を的確に読み取っている。 

・本文の内容を理解するとともに、作者の思想の基調

を理解する。 

・対句的表現や比喩などの修辞技巧を理解し、的確な

描写とその表現効果について考えている。 

・古体詩の構成上、音声上の規則を理解して、読み味

わっている。 

・漢詩に描かれた人物や情景・心情などを表現に即し

て味わおうとしている。 

・歴史物語を読み、登場人物がどのように描かれてい

るか史実と照らし合わせながら考察している。 

・文章中の和歌と漢詩に込められた道真の心情を理解

している。 

・敬語の用法を理解して現代語訳している。 

・基本的な句法･語法を理解している。 

・著名な逸話について興味を持ち、内容を深く知ろう

としている。 

・評論を読み、そこに現れた作者の考え方について、

文章中の表現を根拠にして、文章にまとめることがで

きている。 

・作品の読解を通して、人間の生き方について考えよ

うとしている。 

・文章を四つの場面に分け、それぞれの内容をまとめ

ている。 

・文章に現れた作者の執筆意図を理解している。 

・古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構

造を理解している。 

・作者の肯定及び否定していることを、整理する。 

・制限時間内に解答を仕上げる。 

・演習を繰り返し重ねることで、センター入試の傾向

をつかむ。 

・近世文学を読み、そこに現れた人物の考え方につい

て、文章中の表現を根拠に話し合う。 

・語句や表現に注意して、文脈を捉え、作者の意図を

正確に読み取っている。 

・作者が肯定しているものの見方と、否定しているも

のの見方をまとめている。 

・軍記物語や講談を通じて親しまれてきた「川中島」

のエピソードについて、史実との関係を調べ、まとめ

られている。 
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教科名 国語 科目名 古典Ｂ 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（普通科進学コ－ス） 履修形態 必    修 

 

科目の目標 

 

 古典としての古文・漢文を読解し，鑑賞する能力を養うとともに，ものの見方，

感じ方，考え方を広くし，人生を豊かにする態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 第２学年の学習を継続する。 

② 古文及び漢文を読解し鑑賞するため，読み，語句，文法，表現上の特色を理解

する。 

③ 古典に親しみ，思想，感情，有職故実を通して，ものの見方，感じ方を豊かに

し，日本文化や中国文化との関係を考える。 

④ 生徒の関心や学習意欲を喚起させる教材を選択し，場合によって副教材を用意

する。 

入学試験や就職試験などに向けて問題演習を行う 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

 

＊ 観点は以下の５点 

① 関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解度(テスト) 

 

＊ 評価方法（以下を考慮し総合的に行う。） 

① 小テスト・定期考査の成績 

② 出席，授業態度 

③ 課題提出 

④ ノート作成 

 

 

 

学習方法 

 

 

○予習 ・原文をノ－トに写し，難解語句を辞書で調べて現代語訳する。 

    ・音読を繰り返す。 

○授業 ・自分の現代語訳と対比し，重要箇所を理解する。 

    ・説明の要点をノ－トに書く。 

○復習 ・文法事項はまず理解し，次に暗記する。 

    ・興味関心のある点を調べてみる。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

『精選古典Ｂ 改訂版』 大修館 

『クリアカラー国語便覧』数研出版 

『古典文法ベーシックノート』文英堂 

古語辞典，漢和辞典 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

１ 

２ 

 

説話 

「古今著聞集・今

昔物語集」 

 

 

 

逸話と寓話「長安

何如日遠・不死之

薬・売油翁」 

随筆「枕草子」 

 

 

 

物語一「大和物

語・大鏡」 

 

史伝「『史記』列

伝」 

 

 

漢詩 

 

日記「蜻蛉日記・

和泉式部日記・紫

式部日記」 

文章「師説・春夜

宴桃李園序」 

物語二「源氏物

語」 

 

思想「無為自然・

法治の思想」 

 

評論「古今和歌集

仮名序・無名抄 

・風姿花伝・玉勝

間」 

長恨歌と日本の

文学「長恨歌・源

氏物語・更級日

記・枕草子」 

 

小説「人虎伝」 

 物語」 

・説話について理解す

る。和歌の修辞法につ

いて確認する。 

・話の内容を的確に読

み、登場人物の心情・人

間像を読み比べる。 

・漢文訓読に習熟する。 

・論理の展開や文章構

成を理解する。 

・会話や敬語に注意して

人物関係を把握する。 

・当時の社会制度を理

解する。 

・人間の価値観や真理

についての理解を深め

る。 

・表現や描写力の見事

さを観賞する。 

 

 

・漢詩の名文を深く読

み味わう 

・地の文・会話文・和歌

の繋がりを把握して読

み取る。 

 

 

贈答歌を通して男女の

心情を読み、表現上の

特徴を理解する。 

・作者のものの感じ方

や洞察力を読み取り、

その心情を理解する。 

・構成を把握し、論の展

開を整理しながら理解

している。 

 

・情景や描写の美しさ

を味わい、作者の人生

観を理解する。 

・両文化の関係につい

て考える。 

・話の展開を理解し、人

間の生き方について

考えを深める。 

９ 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 9 

 

 

 

 

9 

9 

・教材並びに説話文学に興味を持って取り組んでい

る。 

・文章構成や和歌の修辞などを把握し、現代語訳に取

り組んでいる。 

 

 

・教材の内容や漢文に興味を持って取り組んでいる。 

・論理の展開を正しく読み取っている。 

・訓読の決まり薬包について理解を深めている。 

・本文の構成を把握し内容や話の手展開を理解してい

る。 

・作者のものの見方や感じ方を理解している。 

 

・それぞれの場面に描かれた人間像を読み比べようと

している。 

・単語や文法に注意しながら現代語訳している。 

・長い文章に触れ、人物の行動や心情など正確に読み

取っている。 

・文章の展開に即して、登場人物の言動や心理を的確

に読み取っている。 

・漢詩に描かれた人物や情景・心情などを表現に即し

て味わおうとしている。 

・登場人物の心情を場面に応じて読み取っている。 

・作者の生活や心情を読み取るとともに、平安女流日

記文学の特徴を理解しようとしている。 

・論理の展開と作者の主張を的確に読み取っている。 

 

・贈答歌を通して男女の心情を読み取るとともに、表

現上の特徴を理解しようとしている。 

・比喩表現に気をつけ、作者の心情を理解している。 

・風景や人物に対する作者の感じ方や洞察力を理解し

ようとしている。 

 

・作者のものの感じ方を通して、論理を理解している。 

・それぞれの作者の和歌や芸事に対する価値観を理解

している。 

 

・日本文化の特質や中国文化との関わりについて考え

ようとしている。 

「長恨歌」の文学史的意義を理解している。 

 

 

・登場人物の境遇を読み取るとともに、物語の特徴を

理解しようとしている。 
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教科名 国 語 科目名 現代文発展 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（普通科総合コース） 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

 近代以降のさまざまな文章を読む能力を高めるとともに，ものの見方，感じ

方，考え方を深め,進んで表現し読書することによって人生を豊かにする態度を

育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 論理的な文章について，論理の展開や要旨を的確にとらえる。 

② 文学的な文章について，登場人物の心情，情景描写，物語の展開などを的確

にとらえ，表現を味わう。 

③ 学習を通して，人間，社会，自然などについて自己の考えを深め，表現する。 

④ 語句の意味，用法を的確に理解し，語彙を豊かにするとともに，文体や修辞

法など表現の技法について理解する。 

⑤ 様々な情報を収集，活用し，表現に役立てる。 

⑥ 就職試験・入学試験に対応した問題演習を行う。 

⑦ 漢字や語句の反復学習（小テストも含む）に取り組む。 

⑧ 校内読書感想文・体験記コンクールをひとつの契機とし，教科書以外の書物

に接する機会を提供するとともに，文章を書くことによって自分の考えを

的確に表現する姿勢を養う。 

 

 

 

 

 

評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

※観点は以下の５点 

①関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解（テスト） 

 

※評価方法（以下を考慮し総合的に行う） 

①小テスト・定期考査の成績 

②出席状況，授業態度 

③課題提出 

④ノート作成 

 

 

 

学習方法 

 

 

① 家庭学習では，教科書をしっかり読み，難解な語句については辞書で意味・

用法を確認し，ノートにまとめる。 

② 授業ではキーワードに着目し，本文の流れが分かるようにノートをまとめる。 

③ 単元の終わりには学習課題ノートを使って理解を深める。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

『標準現代文Ｂ』『標準現代文学習課題集』 第一学習社 

『新版チャレンジ常用漢字』第一学習社 

国語辞典 

 



 

16 

 

年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 
時

間 
学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

ワスレナグサ 

 

 

食と想像力 

 

 

話を聞かせて 

 

 

ひよこの眼 

 

記憶のゆがみ 

 

 

物語を発現す

る力 

 

食事 

こころ 

（萩原朔太郎） 

日本海  

鏡としての他

者 

 

僕らの時代の

メディアリテ

ラシー 

 

卒業 

 

 

バグダッドの

靴磨き 

折々のうた 

 

 

 

新しい博物学

を 

山椒魚 

 

 

山月記      

・随想の読解のしかたを習得

し、文章の構成の特徴につい

て理解する。 

・日本とタイ、猫と人間とい

う対比から筆者の考えを読

み取る。 

・現代の短編小説を読解し、

作品の構成の特徴、心情の変

化を理解する。 

・語り手の視点の意識、登場

人物の心理変化を読み取る。 

・論理的な文章を読解し、本

文で紹介される実験の手順

や結果を正確に理解する。 

・「五コマ漫画」や「八つのシ

ーン」を見て「物語」をつく

り、発表する。 

・現代詩の鑑賞のしかたを習

得し、各連の内容をつかみ、

連ごとの展開を理解する。 

 

・論理的な文章を読解し、「自

己とは他者である」とはどう

いう意味かを把握する。 

・メディアの「切り上げ」「切

り下げ」について理解し、メ

ディアとの関わり方につい

て考える。 

・まとまった分量のある小説

を読解し、場面ごとの登場人

物の心情の変化を読み取る。 

・少年の一人語り形式の効果

について考える。 

・評論の形をとった文章の読

解を通して、近代短歌・近代

俳句の鑑賞のしかたを習得

する。 

・随想的な要素を持つ評論の

読み方を習得する。 

・すぐれた短編小説の持つ緊

密な構成を理解し、鑑賞法を

習得する。 

・漢文脈を駆使した独特の表

現を理解する。 

9 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

9 

 

 

9 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

・文章の構成について理解している。 

・自然と人間とのかかわりについて書かれた他

の文章を読み、より深い作品理解に努めている。 

・具体例が本文の展開にどのようにかかわって

いるか理解している 

 

・小説の主題を自己に引きつけて考察し、働くこ

とや、人を思いやることなどについて考える。 

 

・回想形式で始まる構成の特徴を理解している。 

・語り手の視点、登場人物の心理変化をつかむ。 

・記憶のしくみを理解し、記憶がゆがむことでど

のような影響があるか、自身の生活に引きつけて

考える。 

・慣用表現の用法について正しく理解している。 

・筆者が考える「物語を発現する力」の意味につ

いて理解している。 

・詩の視点の特徴や発想のおもしろさについて

理解している。 

・作者の他の作品を読み、より深い作品理解に努

めている。 

・論の展開のしかたを理解し、論旨を的確に把握

している。 

 

・筆者の主張に迫り、思索を深めている。 

・評論に特徴的な語句の意味の理解を深める。 

 

 

・場面ごとの登場人物の心情を的確に読み取っ

ている。 

・比喩的な表現の意味を正しく理解している。 

・戦争に巻き込まれた子供の心情に迫り、自己の

問題として考えている。 

・作品と鑑賞文との対応関係を理解している。 

・短歌・俳句独特の表現方法や効果を理解してい

る。 

 

・筆者の主張に迫り、現代の科学の抱える問題に

ついて、思索を深めている。 

・場面ごとの山椒魚の心情の変化を理解し、作中

の物事がどのようなことを象徴しているかを理

解している。 

・主人公の変身にこめられた意味を考え、この小

説の主題をつかんでいる。 
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教科名 国語 科目名 国語基礎 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年（総合コース） 履修形態 必    修 

 

科目の目標 

 

将来の進路選択や自立に備えて自己を確立し、２年生までに磨いた自己を表現する能

力や読解力をさらに発展させていく。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①言語活動に必要な漢字・語彙を身につけ、文章の段落や場面について理解する。 

 

②文章中に表れた思想や感情を読み取り、人間、社会、自然などについて考察する。さら

に、読み取った内容を整理して、全体の趣旨を理解できる。 

 

③具体と抽象、対比や同義の文章の構造を見抜く力を身につけ、筆者の主張を的確にとら

えることができる。 

 

④問いのかたちを見抜き、問いの種類ごとに答え方を適宜使い分けることができる。 

 

⑤以上の点を踏まえながら問題演習に取り組む。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

 

＊ 観点は以下の５点 

① 関心・意欲・態度 ②読む力 ③書く力 ④話す力 ⑤知識・理解度(テスト) 

 

＊ 評価方法（以下を考慮し総合的に行う。） 

① 小テスト・定期考査の成績 

② 出席，授業態度 

③ 課題提出 

④ ノート作成 

 

 

 

学習方法 

 

 

① 家庭学習では，課題のプリントをしっかり読み，難解な語句については，辞書で意味

を調べておくなど、予習・復習共に取り組む。 

② 授業では，キーワードに注目し，本文の流れや解法のポイントが明確になるよう 

にまとめる。 

③ 教材の区切りには，ノートを使って内容を整理し理解を深める。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

読解・小論文など、様々な入試形態や形式に対応した問題プリント 

国語辞典 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

12 

１ 

２ 

 

演習問題① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習問題② 

 

 

 

 

 

 

演習問題③ 

 

・語彙力の強化を中心に、演 

習問題に取り組む。 

 

・現代文の文章読解、古典の 

基礎的な語彙、文章読解の 

問題に取り組む。 

 

・小論文模試を目標に、小論 

文や作文の演習に取り組 

む。 

 

・入試に向け、自己ＰＲ作文 

や志望動機作文に取り組 

む。 

 

 

 

 

・入試に向けて問題演習に取 

り組む。 

 

 

 

 

 

・入試に向けて問題演習に取 

り組む。 

 

・表現活用のまとめ、応用と 

して、発表の取り組みをす 

る。 

6 

 

 

 

8 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 8 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

6 

6 

6 

 

・できるだけ多くの種類の問題をこなし、様々な出

題形式に対応できるようにする。 

・小テストを数多く行い、実際の入試に備える。 

 

 

 

 

・書き慣れることを主眼とし、様々な教科の知識を 

有効に活用しながら、一つの文章を完成させる手 

順を身につけさせる。 

 

・進路指導との連携を図り、入試の小論文、作文、 

面接で使用するものを作成していく。特に、敬語 

や表記など、表現において確実に力を付けるよう 

にする。 

 

 

 

・入試問題に慣れ，時間内に正確に解答する。 

・敬語表現について理解する。 

・読解問題では登場人物の人物像と心情を理解する。 

 

 

 

 

・試験の形式に慣れ，時間内に正確に解答する。 

 

 

・卒業後の生活で役立つような表現を心がける。 
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教科名 地理歴史 科目名 世界史Ａ 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年生活教養科 履修形態 必 修 

 

 

 

科目の目標 

 

 

○世界史は決して「よその国の話」で終わるものではなく、日本とも密接に関わってい

ることを学ぶ。 

○世界史は、一つの地域や一つの国の歴史を追っているようにみえても、他の地域や国々

のできごとと密接に関連していたり、過去と現在が不可分につながっていることを知

る。 

○世界史を「点」で理解するのではなく、「線」や「面」でとらえ、地域や民族の有機的

なつながりを理解し、歴史を学ぶおもしろさを理解する。 

 

     

     

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

第１編 世界史へのいざない 

 自然環境と歴史  日本列島のなかの世界の歴史 

 

第２編 世界の一体化と日本 

 ユーラシアの諸文明  結びつく世界と近世の日本 

 ヨーロッパ･アメリカの工業化と国民形成 

 アジア諸国の変貌と近代の日本 

 

第３編 地球社会と日本 

 帝国主義の時代  急変する人類社会  世界戦争と平和 

 三つの世界と日本の動向  地球社会への歩みと課題 

 持続可能な社会への展望 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

①関心・意欲・態度 

②知識・理解 

③資料活用の能力など 

以上の項目について、定期テスト、出欠状況・学習態度、ノート点検・単元ごとのプ

リント・小テスト、長期休暇などを利用したレポート提出等を用い、総合的に評価す

る。 

 

 

 

学習方法 

 

 

 

○授業をしっかり聞き、教科書や授業時のノートを使って復習しよう。 

○基本的事項をおさえながら、歴史的な出来事にはどんな背景があるか考えてみよう。 

○歴史の見方はひとつではない。常に多角的にとらえるようにしよう。 

○ノートをとる時には、板書事項だけでなく、気づいたことや教師の話をメモするよう

にしよう。 

○毎日のニュースに触れ、社会や世界に関心を持とう。あなたも世界のひとりです。 

 

 

教科書・教材等 

 

○教科書『高等学校世界史Ａ』（第一学習社）   

プリント 

副教材『世界史Ａノート』（第一学習社） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

第１編 

世界史へのいざない 

 

 

 

第２編 

世界の一体化と日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３編 

地球社会と日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自然環境と歴史 

 

 

②日本列島のなかの世界の歴

史 

 

①ユーラシアの諸文明 

 

 

 

②結びつく世界と近世の日本 

 

 

 

 

③ヨーロッパ・アメリカの工業

化と国民形成 

 

 

 

 

④アジア諸国の変貌と近代の

日本 

 

 

①帝国主義の時代 

 

②急変する人類社会 

 

 

③世界戦争と平和 

 

 

④三つの世界と日本の動向 

 

 

⑤地球社会への歩みと課題 

 

 

 

⑥持続可能な社会への展望 

６ 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

８ 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

  

 

 

 

 

 

６ 

○地理との関連により歴史に対する関心を

高め、自然環境と人類の活動が相互に作用

し合っていることについて考察する。 

○日本の歴史と世界の歴史とのつながりを 

理解する。 

 

・東アジア ・南アジア ・東南アジア 

・西アジア ・ヨーロッパ ・アフリカ 

・アメリカ 

・ユーラシアの海の交流 

・ユーラシアの陸の交流 

○14世紀から 18世紀にかけての陸と海の動

向について関心を高め，アジア諸地域の特

質とその中での日本の位置づけを理解す

る。 

 

○イギリスの産業革命の背景を世界史的視

野からとらえ、産業革命の結果、資本主義

経済が確立したことを理解する。 

○ウィーン体制下での自由主義･国民主義の

運動について関心を高め、その歴史的意義

を考察する。 

○アジアでの国際分業体制の形成について，

近代世界システム論の観点から追究し、19

世紀の世界の一体化とその特質を考察す

る。 

○帝国主義列強の世界政策によって世界が

どのように変容したか追究する。 

○19世紀末から 20世紀初頭にかけての社会

の急激な変化について現代の社会と関連

付けながら考察する。 

○二つの世界大戦の原因や経過、さらにはそ

の結果について多角的に考察し、世界戦争

の性格や意味を理解する。 

○東西冷戦・第三世界の台頭など、1970年頃

までの世界の政治･経済の動向を考察する。 

○1970 年代以降の東欧諸国の民主化･ソ連の

社会主義体制崩壊など、その歴史的意義を

多角的に考察し、現代社会の問題点を把握

する。 

○現代社会の特質や課題について自ら課題

を設定し、主体的な探究を通して、歴史的視

野から持続可能な社会の実現について展望

する。 

＊時数の関係で，割愛する単元もある。 
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教科名 地理歴史 科目名 世界史Ｂ 単位数 ５単位 

対象学年 第３学年特別進学コース（文系） 履修形態 選 択 

 

 

科目の目標 

 

 

○世界の歴史の大きな枠組みと流れを、わが国の歴史と関連づけながら理解する。 

 

◯文化の多様性と現代世界の特質を広い視野から考察することによって、歴史的思考力

を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。 

 

     

     

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

世界史への扉  先史の世界 

第Ⅰ部  オリエントと地中海世界  アジア･アメリカの古代文明 

内陸アジア世界・東アジア世界の形成   

第Ⅱ部  イスラーム世界の形成と発展  ヨーロッパ世界の形成と発展 

内陸アジア世界・東アジア世界の展開 

第Ⅲ部  アジア諸地域の繁栄  近世ヨーロッパ世界の形成 

     近世ヨーロッパ世界の展開 近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立 

欧米における近代国民国家の発展  アジア諸地域の動揺 

 

第Ⅳ部  帝国主義とアジアの民族運動  二つの世界大戦   

冷戦と第三世界の独立  現在の世界 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

①関心・意欲・態度 

②知識・理解 

③資料活用の能力など 

以上の項目について、定期テスト、出欠状況・学習態度、ノート点検・単元ごとのプ

リント・小テスト、長期休暇などを利用したレポート提出等を用い、総合的に評価す

る。 

 

 

 

学習方法 

 

 

 

○授業をしっかり聞き、教科書や授業時のノートを使って復習しよう。 

○基本的事項をおさえながら、歴史的な出来事にはどんな背景があるか考えてみよう。 

○歴史の見方はひとつではない。常に多角的にとらえるようにしよう。 

○ノートをとる時には、板書事項だけでなく、気づいたことや教師の話をメモするよう

にしよう。 

○毎日のニュースに触れ、社会や世界に関心を持とう。あなたも世界のひとりです。 

 

 

教科書・教材等 

 

○教科書…「詳説世界史 改訂版 世界史Ｂ」（山川出版社）   

プリント 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

世界史への扉 

先史の世界 

第Ⅰ部 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅱ部 

 

 

 

 

 

第Ⅲ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅳ部 

 

 

①オリエントと地中海世界 

 

②アジア･アメリカの古代文明 

 

 

③内陸アジア世界・東アジア世

界の形成 

 

①イスラーム世界の形成と発

展 

②ヨーロッパ世界の形成と発

展 

③内陸アジア世界・東アジア世

界の展開 

①アジア諸地域の繁栄 

②近世ヨーロッパ世界の形成 

 

③近世ヨーロッパ世界の展開 

④近代ヨーロッパ・アメリカ世

界の成立 

⑤欧米における近代国民国家

の発展 

⑥アジア諸地域の動揺 

 

①帝国主義とアジアの民族運

動 

②二つの世界大戦 

 

③冷戦と第三世界の独立 

 

④現在の世界 

 

 

 

 

１５ 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

２０ 

２０ 

 

２０ 

 

 

 

２０ 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

１５ 

  

 

 

 

 

１５ 

○身近な日常生活の問題と世界史 

 

○オリエント文明、エーゲ文明、ギリシア･ロ

ーマ文明 

○インド文明の成立と発展 

 中国文明の起源～漢帝国 

 先住民による南北アメリカ文明の形成 

◯三国～南北朝～隋唐帝国、東アジア文化圏 

 遊牧諸勢力の台頭 

◯内陸アジアの風土、遊牧民と国家の動向 

◯イスラーム成立の背景とその特質 

 

◯地中海世界解体後のヨーロッパ世界 

 

◯アジアにおける諸地域世界の交流 

 

◯16～18世紀のアジア諸地域世界の特質 

◯大航海時代・ルネサンスと宗教改革 

 ヨーロッパ世界の拡大と変革 

◯17～18世紀のヨーロッパ諸国の動向 

◯イギリス産業革命、アメリカ独立革命とフ

ランス革命 

◯ウィーン体制の成立と自由主義･ナショナ

リズム 

◯19世紀のアジアとヨーロッパの関係 

 

◯世界の一体化と社会の変容 

 

◯第一次世界大戦～第二次世界大戦におけ

る世界の情勢と経済の関わり方 

◯米ソ東西両陣営への分裂と第三勢力の躍

進 

◯デタントによる冷戦解消、市場経済の世界

化 

 

＊時数の関係で，割愛する単元もある。 
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教科名 地理歴史 科目名 日本史Ｂ 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年総合コース 履修形態 必 修 

 

 

科目の目標 

 

 日本史Ｂという科目は、わが国の歴史の展開を政治・経済・社会など、歴史を構成する

要素を世界史的視野に立って把握させると同時に、わが国の文化がどのような特色を持

ち、どのような伝統が形成されてきたかの認識を深めることを目的としている。 

 また、諸事象の本質を、実証的にとらえる歴史的思考力を身につけることによって、個

人として良く生きることや、国際社会に生きる人間としての資質を養うことをめざして

いる。歴史を十分に理解し過去の過ちや問題の解決方法を認識することによって、自分

自身の未来を考える基礎とし、良識ある人間として必要な意識・能力を育ててもらいた

い。 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

①ヨーロッパ人がもたらした鉄砲とキリスト教によって、戦国の世の統一が促進され、

鎖国を外交の基本とする徳川政権が展開されたこと、その封建支配や庶民文化の進展

を学ぶ。 

②江戸幕府の財政難（内圧）に対する幕政改革や、列強の接近（外圧）に対する対応がい

ずれもうまくいかず、崩壊していく過程を学ぶ。 

③明治維新と立憲国家成立の過程を、西洋や東アジア諸国との関連の中で考え、西洋文

明・近代思想の影響を学ぶ。 

④日清・日露戦争と日本が帝国主義国家に成長する過程、近代産業の発展とそれに伴う

社会問題の発生などを考察する。 

⑤政党政治の発展と大衆の関係、恐慌の繰り返しと軍部の台頭を考察しながら、日中・太

平洋戦争への過程を学ぶ。 

⑥アメリカの占領と民主化政策による日本の復興、冷戦構造と日米関係の推移、高度経

済成長期の経済および社会の変遷と、冷戦終結後の内外情勢の問題点を考える。 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

出席状況や授業中の態度 

科目に対する主体的な姿勢 

提出物（ノート・授業配布プリント等） 

定期試験（学習理解度） 

などを活用し、総合的に判断する。 

 

 

学習方法 

 

 

 授業をしっかり聞き、教科書や授業時のノートを活用して復習する。 

 大学入試では、時代を超えたテーマ史が配置され、また、近・現代史の出題が増える傾

向にある。政治史を中心とした歴史の流を頭に置きながら、時代ごとの特徴を理解する

ようにしたい。 

 また入試では、答えを様々な角度から求められる。より多くの問題に取り組むことに

よって入試対応力を養いたい。 

 

教科書・教材等 

 

 

 教科書「高等学校 日本史B 改訂版」 （清水書院） 

 プリント 

 副教材 「日本史B 新訂版 ワークノート」（清水書院） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

１0 

 

 

１1 

 

 

 

１2 

 

 

１ 

 

 

 

2 

 

幕藩体制の確立 

 

 

 

 

 

幕藩体制の展開 

 

 

 

（近代・現代） 

近代国家の成立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近代日本とアジ

ア 

 

 

 

 

 

 

占領下の日本 

 

高度成長の時代 

 

 

激動する世界と

日本 

①織豊政権 

②桃山文化 

 

 

③幕藩体制の成立 

 

①幕政の安定 

②経済の発展 

③元禄文化 

 

 

①開国と幕末の動乱 

 

②明治維新と富国強兵 

 

③立憲国家の成立と日

清戦争 

④日露戦争と国際関係 

 

⑤近代産業の発展 

⑥近代文化の発達 

①第１次世界大戦と日

本 

②ワシントン体制 

③市民文化 

④恐慌の時代 

⑤軍部の台頭 

 

⑥第２次世界大戦 

①占領と改革 

②冷戦の開始と講話 

①５５年体制 

②経済復興から高度成

長へ 

①経済大国への道 

②冷戦の終結と日本社

会の動揺 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

８ 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

○織田信長や豊臣秀吉が天下を統一す

る過程やその政策、南蛮の影響を受けた

文化を学ぶ。 

（信長・秀吉の全国統一過程関係図） 

○徳川政権の機構やその封建政策、初期

の積極的外交から鎖国へ転換する過程

などを学ぶ。 

（初期の外交～鎖国に至る関係図） 

○ 元禄・正徳期を中心とする幕藩体制

安定期の政策を理解する。 

○農業をはじめとする諸産業の発展や

交通の発達、上方を中心とした元禄文

化や儒教の興隆を学ぶ。 

○明治維新と立憲国家の成立過程を、西

洋や東アジア諸国との関連で考える。

また、西洋文明・近代思想の影響を受け

た文明開化の風潮の広がりを学ぶ。 

○日清・日露戦争とわが国が帝国主義国

に成長する過程、近代産業の発展とそ

れに伴う社会問題の発生などを理解す

る。 

○第１次世界大戦を通じて強国に成長

した日本が、一歩で、台湾の領有、韓国

併合など東アジアへの進出を強めてい

く過程を理解する。 

○政党政治の発展と大衆との関係、恐慌

と軍部の台頭を考察しながら、アジア・

太平洋戦争の過程を学ぶ。 

 

○アメリカの占領と民主化政策による

日本の復興、冷戦構造を学ぶ。 

〇冷戦構造と日米関係の推移、高度経済

成長期の経済および社会の変遷を考察

する。 

〇冷戦終結後の内外情勢の問題点を考

える。 
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教科名 地理歴史 科目名 日本史基礎 単位数   ５単位 

対象学年  第３学年特別進学コース（文系） 履修形態 選択 

 

 

科目の目標 

 

 日本史という科目は、わが国の歴史の展開を政治・経済・社会など、歴史を構成する要

素を世界史的視野に立って把握させると同時に、わが国の文化がどのような特色を持ち、

どのような伝統が形成されてきたかの認識を深めることを目的としている。 

 また、諸事象の本質を、実証的にとらえる歴史的思考力を身につけることによって、個

人として良く生きることや、国際社会に生きる人間としての資質を養うことをめざして

いる。歴史を十分に理解し過去の過ちや問題の解決方法を認識することによって、自分

自身の未来を考える基礎とし、良識ある人間として必要な意識・能力を育ててもらいた

い。 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

①江戸幕府の財政難（内圧）に対する幕政改革や、列強の接近（外圧）に対する対応がい

ずれもうまくいかず、崩壊していく過程を学ぶ。 

②明治維新と立憲国家成立の過程を、西洋や東アジア諸国との関連の中で考え、西洋文

明・近代思想の影響を学ぶ。 

③日清・日露戦争と日本が帝国主義国家に成長する過程、近代産業の発展とそれに伴う

社会問題の発生などを考察する。 

④政党政治の発展と大衆の関係、恐慌の繰り返しと軍部の台頭を考察しながら、日中・太

平洋戦争への過程を学ぶ。 

⑤アメリカの占領と民主化政策による日本の復興、冷戦構造と日米関係の推移、高度経

済成長期の経済および社会の変遷と、冷戦終結後の内外情勢の問題点を考える。 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

出席状況や授業中の態度 

科目に対する主体的な姿勢 

提出物（ノート・授業配布プリント等） 

小テスト（適宜） 

定期試験（学習理解度） 

などを活用し、総合的に判断する。 

 

 

学習方法 

 

 

 授業をしっかり聞き、教科書や授業時のノートを活用して復習する。 

 大学入試では、時代を超えたテーマ史が配置され、また、近・現代史の出題が増える傾

向にある。政治史を中心とした歴史の流を頭に置きながら、時代ごとの特徴を理解する

ようにしたい。 

 また入試では、答えを様々な角度から求められる。より多くの問題に取り組むことに

よって入試対応力を養いたい。 

 

教科書・教材等 

 

 

 教科書「改訂版 詳説日本史B」 （山川出版社） 

 プリント 

 副教材 大学入学共通テスト対策 チェック＆演習 日本史B（数研出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

１0 

 

 

１1 

 

 

 

１2 

 

 

１ 

 

 

 

2 

 

幕藩体制の展開 

 

 

 

 

 

（近代・現代） 

近代国家の成立 

 

 

 

近代日本とアジ 

ア 

 

 

 

 

 

占領下の日本 

 

高度成長の時代 

 

 

激動する世界と

日本 

 

 

総復習 

①開国と幕末の動乱 

 

②明治維新と富国強兵 

 

③立憲国家の成立と日

清戦争 

④日露戦争と国際関係 

 

⑤近代産業の発展 

⑥近代文化の発達 

 

①第１次世界大戦と日

本 

②ワシントン体制 

③市民文化 

④恐慌の時代 

⑤軍部の台頭 

⑥第２次世界大 

①占領と改革 

②冷戦の開始と講話 

①55年体制 

②経済復興から高度成

長へ 

①経済大国への道 

②冷戦の終結と日本社

会の動揺 

 

１５ 

 

 

 

２０ 

 

 

２０ 

 

 

 

 

２０ 

２０ 

 

２０ 

 

 

 

 

２０ 

 

 

２０ 

 

 

 

１５ 

 

 

１５ 

 

 

 

１５ 

 

 

○明治維新と立憲国家の成立過程を、西

洋や東アジア諸国との関連で考える。

また、西洋文明・近代思想の影響を受け

た文明開化の風潮の広がりを学ぶ。 

○日清・日露戦争とわが国が帝国主義国

に成長する過程、近代産業の発展とそ

れに伴う社会問題の発生などを理解す

る。 

 

○江戸文化の継承と欧米文化導入によ

る近代文化の発展を考察する。 

○第１次世界大戦を通じて強国に成長

した日本が、一歩で、台湾の領有、韓国

併合など東アジアへの進出を強めてい

く過程を理解する。 

○政党政治の発展と大衆との関係、恐慌

と軍部の台頭を考察しながら、アジア・

太平洋戦争の過程を学ぶ。 

○アメリカの占領と民主化政策による

日本の復興、冷戦構造を学ぶ。 

〇冷戦構造と日米関係の推移、高度経済

成長期の経済および社会の変遷を考察

する。 

〇冷戦終結後の内外情勢の問題点を考

える。 

 

 

〇日本史におけるまとめ 
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教科名 地理歴史 科目名 日本史B 単位数   ４単位 

対象学年 第３学年（進学コース） 履修形態 必修 

 

 

科目の目標 

 

 日本史という科目は、わが国の歴史の展開を政治・経済・社会など、歴史を構成する要

素を世界史的視野に立って把握させると同時に、わが国の文化がどのような特色を持ち、

どのような伝統が形成されてきたかの認識を深めることを目的としている。 

 また、諸事象の本質を、実証的にとらえる歴史的思考力を身につけることによって、個

人として良く生きることや、国際社会に生きる人間としての資質を養うことをめざして

いる。歴史を十分に理解し過去の過ちや問題の解決方法を認識することによって、自分

自身の未来を考える基礎とし、良識ある人間として必要な意識・能力を育ててもらいた

い。 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

①江戸幕府の財政難（内圧）に対する幕政改革や、列強の接近（外圧）に対する対応がい

ずれもうまくいかず、崩壊していく過程を学ぶ。 

②明治維新と立憲国家成立の過程を、西洋や東アジア諸国との関連の中で考え、西洋文

明・近代思想の影響を学ぶ。 

③日清・日露戦争と日本が帝国主義国家に成長する過程、近代産業の発展とそれに伴う

社会問題の発生などを考察する。 

④政党政治の発展と大衆の関係、恐慌の繰り返しと軍部の台頭を考察しながら、日中・太

平洋戦争への過程を学ぶ。 

⑤アメリカの占領と民主化政策による日本の復興、冷戦構造と日米関係の推移、高度経

済成長期の経済および社会の変遷と、冷戦終結後の内外情勢の問題点を考える。 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

出席状況や授業中の態度 

科目に対する主体的な姿勢 

提出物（ノート・授業配布プリント等） 

小テスト（適宜） 

定期試験（学習理解度） 

などを活用し、総合的に判断する。 

 

 

学習方法 

 

 

 授業をしっかり聞き、教科書や授業時のノートを活用して復習する。 

 大学入試では、時代を超えたテーマ史が配置され、また、近・現代史の出題が増える傾

向にある。政治史を中心とした歴史の流を頭に置きながら、時代ごとの特徴を理解する

ようにしたい。 

 また入試では、答えを様々な角度から求められる。より多くの問題に取り組むことに

よって入試対応力を養いたい。 

 

教科書・教材等 

 

 

 教科書「高等学校 日本史B 新訂版」 （清水書院） 

 プリント 

 副教材 「日本史B 新訂版 ワークノート」（清水書院） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

１0 

 

 

１1 

 

 

 

１2 

 

 

１ 

 

 

2 

 

幕藩体制の展開 

 

 

 

 

 

（近代・現代） 

近代国家の成立 

 

 

 

近代日本とアジ 

ア 

 

 

 

 

 

占領下の日本 

 

高度成長の時代 

 

 

激動する世界と

日本 

 

 

総復習 

①開国と幕末の動乱 

 

②明治維新と富国強兵 

 

③立憲国家の成立と日

清戦争 

④日露戦争と国際関係 

 

⑤近代産業の発展 

⑥近代文化の発達 

 

①第１次世界大戦と日

本 

②ワシントン体制 

③市民文化 

④恐慌の時代 

⑤軍部の台頭 

⑥第２次世界大 

①占領と改革 

②冷戦の開始と講話 

①55年体制 

②経済復興から高度成

長へ 

①経済大国への道 

②冷戦の終結と日本社

会の動揺 

 

１２ 

 

 

 

１６ 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

１６ 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

１６ 

 

 

 

１２ 

 

 

１２ 

 

 

１２ 

 

 

○明治維新と立憲国家の成立過程を、西

洋や東アジア諸国との関連で考える。

また、西洋文明・近代思想の影響を受け

た文明開化の風潮の広がりを学ぶ。 

○日清・日露戦争とわが国が帝国主義国

に成長する過程、近代産業の発展とそ

れに伴う社会問題の発生などを理解す

る。 

 

○江戸文化の継承と欧米文化導入によ

る近代文化の発展を考察する。 

○第１次世界大戦を通じて強国に成長

した日本が、一歩で、台湾の領有、韓国

併合など東アジアへの進出を強めてい

く過程を理解する。 

○政党政治の発展と大衆との関係、恐慌

と軍部の台頭を考察しながら、アジア・

太平洋戦争の過程を学ぶ。 

○アメリカの占領と民主化政策による

日本の復興、冷戦構造を学ぶ。 

〇冷戦構造と日米関係の推移、高度経済

成長期の経済および社会の変遷を考察

する。 

〇冷戦終結後の内外情勢の問題点を考

える。 

 

 

〇日本史におけるまとめ 
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教科名 公民 科目名 政治・経済 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース理系） 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

 

 

 

 

１．基本的人権の尊重と、民主政治の基本原理・日本国憲法の基本理念について理解する。 

 

２．経済のしくみと企業・政府の役割について理解する。 

 

３．国際社会の動向と日本の役割を考える。 

  

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

◎「現代社会」で履修した内容を含め、センター試験の過去問演習を行うとともに、時事

問題とリンクさせながら、学習を進める。 

 

【現代の政治】 

①民主政治の基本原理  ②日本国憲法の基本原理  

③日本の政治機構    ④現代政治の特質と課題   ⑤現代の国際政治 

【現代の経済】 

①現代の資本主義経済        ②現代経済のしくみ  

③日本経済の発展と産業構造の変化  ④福祉社会と日本経済の課題 

⑤国民経済と国際経済  

 

 

評価観点・ 

評価の方法 

 

 

＜観点＞ 社会問題に対する関心・意欲・態度 

 

＜方法＞ 授業態度、提出物、課題研究 、定期考査などをふまえ、総合的に判断する 

 

 

学習方法 

   

 

 

＜家庭学習＞ 

＊予習は特に必要ありませんが、テレビ・新聞により国内外の政治・経済・社会の動向に

注目する習慣を身につけるようにしましょう。特に３年生は時事問題など、進学、小論

試験の際は重要になります。自分自身の進路に関する時事問題は、特に注意を払ってく

ださい。 

 

＜授 業＞ 

＊授業を大切にし、ノートは板書事項だけに終わらず、気づいた事・担当教員の話などメ

モすることも忘れず、習慣化しましょう。 

＊授業は常に課題・問題意識を持ち積極的に取り組み、質問に対しては真剣に考えるよう

に努めましょう。 

＊教科書をしっかり読み、ゴシックの箇所は十分に理解するよう努めましょう。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書『高校 政治・経済』（実教出版） 

問題集『大学入試共通テスト対策 チェック＆演習 現社／政経』（数研出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント ＊学習項目 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

現代の政治 

①民主政治の基本

原理 

 

 

 

②日本国憲法の基

本原理 

 

 

 

 

③日本の政治機構 

 

 

 

 

 

④現代政治の特質

と課題 

⑤現代の国際政治 

 

 

現代の経済 

①現代の資本主義 

経済 

②現代経済の仕組  

 み 

 

 

③日本経済の発展 

と産業構造の変 

化 

 

④福祉社会と日本

経済の課題 

 

 

 

 

⑤国民経済と国際 

経済 

 

１．国民と政治 

２．民主政治の展開 

３．人権保障の発達 

４．議会制民主主義 

 

１．日本国憲法の概要 

２．日本国憲法と平和主義 

３．日本国憲法と基本的人

権の保障 

４．新しい人権 

 

１．日本の政治機構の特色 

２．国会の組織と機能 

３．内閣の機構と権能 

４．裁判所の機能と人権 

５．地方自治 

 

１．民主政治と選挙 

２．現代政治の課題 

１．国際関係と国際法 

２．国際連合 

 

 

１．資本主義経済の発展 

２．現代経済の特質 

１．経済循環 

２．企業  ３．金融 

４．財政 

 

１．高度成長 

２．オイルショック後の日

本経済 

 

１．環境保全と公害防止 

２．消費者問題 

３．農業・食料問題 

４．雇用と労働 

５．社会保障と福祉 

 

１．貿易と国際収支 

２．発展途上国の経済国際

３．地域主義 

４．世界経済 

9 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

9 

 

 

 

9 

 

 

 

 

国家と政治・政治参加の意義 

民主主義思想の展開・社会契約説・法の支配 

基本的人権の成立・人権保障の広がり 

議員内閣制・大統領制 

 

明治憲法の特色・日本国憲法の成立 

国民主権・基本的人権の尊重・平和主義 

憲法と自衛隊・シビリアンコントロール 

法の下の平等・自由権・社会権 

基本的人権と公共の福祉 

 

議会制民主主義の原理 

国会の地位と権限・衆議院の優越 

内閣の権限・内閣と国会の関係 

司法権の独立・裁判制度・違憲審査権 

地方自治の本旨・選挙制度 

 

小選挙区制・比例代表制 

一票の格差 

条約・国際慣習法 

勢力均衡・集団安全保障 

 

 

アダム=スミス・ケインズ・マルクス 

新自由主義 

ストックとフロー 

銀行・日本銀行・金融政策・財政政策・租税 

景気の変動・国民福祉  

 

経済の民主化・神武景気・岩戸景気・ 

オリンピック景気・いざなぎ景気 

バブル経済 

 

公害・環境保全・資源、エネルギー問題 

消費者の４つの権利 

農業基本法 

労働三権・労働三法 

社会保険・社会福祉・公的扶助・公衆衛生 

 

国際収支・外国為替の仕組み 

南北問題 

ＦＴＡ・ＥＰＡ 

国際協調・国際経済における日本の役割 
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教科名 公民 科目名 政治・経済 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（進学・総合コース） 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

 

 

 

 

１．経済のしくみと企業・政府の役割について理解する。 

 

２．国際社会の動向と日本の役割を考える。 

  

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

◎「現代社会」で履修した内容を含め、経済分野を中心に、時事問題とリンクさせながら、

学習を進める。 

 

【現代の経済】 

①現代の資本主義経済        ②現代経済のしくみ  

③日本経済の発展と産業構造の変化  ④福祉社会と日本経済の課題 

⑤国民経済と国際経済  

 

 

評価観点・ 

評価の方法 

 

 

＜観点＞ 社会問題に対する関心・意欲・態度 

 

＜方法＞ 授業態度、提出物、課題研究 、定期考査などをふまえ、総合的に判断する 

 

 

学習方法 

   

 

 

＜家庭学習＞ 

＊予習は特に必要ありませんが、テレビ・新聞により国内外の政治・経済・社会の動向に

注目する習慣を身につけるようにしましょう。特に３年生は時事問題など、進学、小論

試験の際は重要になります。自分自身の進路に関する時事問題は、特に注意を払ってく

ださい。 

 

＜授 業＞ 

＊授業を大切にし、ノートは板書事項だけに終わらず、気づいた事・担当教員の話などメ

モすることも忘れず、習慣化しましょう。 

＊授業は常に課題・問題意識を持ち積極的に取り組み、質問に対しては真剣に考えるよう

に努めましょう。 

＊教科書をしっかり読み、ゴシックの箇所は十分に理解するよう努めましょう。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書『高校 政治・経済』（実教出版） 
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年 間 授 業 計 画  

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント ＊学習項目 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

 

 

 

現代の経済 

①現代の資本主義 

経済 

 

 

 

 

②現代経済の仕組  

 み 

 

 

 

 

 

 

③日本経済の発展 

と産業構造の変 

化 

 

 

 

 

 

 

④福祉社会と日本

経済の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤国民経済と国際 

経済 

 

 

１．資本主義経済の発展 

２．現代経済の特質 

 

 

 

 

１．経済循環 

２．企業 ３．金融 

４．財政 

 

 

 

 

 

１．高度成長 

２．オイルショック後の日

本経済 

 

 

 

 

 

 

１．環境保全と公害防止 

２．消費者問題 

３．農業・食料問題 

４．雇用と労働 

５．社会保障と福祉 

 

 

 

 

 

 

１．貿易と国際収支 

２．発展途上国の経済国際

３．地域主義 

４．世界経済 

9 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

9 

 

9 

 

 

 

アダム=スミス・ケインズ・マルクス 

新自由主義 

 

 

 

 

 

ストックとフロー 

銀行・日本銀行・金融政策・財政政策・租税 

景気の変動・国民福祉  

 

 

 

 

 

経済の民主化・神武景気・岩戸景気・ 

オリンピック景気・いざなぎ景気 

バブル経済 

 

 

 

 

 

 

公害・環境保全・資源、エネルギー問題 

消費者の４つの権利 

農業基本法 

労働三権・労働三法 

社会保険・社会福祉・公的扶助・公衆衛生 

 

 

 

 

 

 

国際収支・外国為替の仕組み 

南北問題 

ＦＴＡ・ＥＰＡ 

国際協調・国際経済における日本の役割 
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教科名 公民 科目名 政経発展（選択） 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース文系） 履修形態 選択 

 

科目の目標 

 

 

 

 

 

１．基本的人権の尊重と、民主政治の基本原理・日本国憲法の基本理念について理解する。 

 

２．経済のしくみと企業・政府の役割について理解する。 

 

３．国際社会の動向と日本の役割を考える。 

  

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

◎「現代社会」で履修した内容を含め、センター試験の過去問演習を行うとともに、時事

問題とリンクさせながら、学習を進める。 

 

【現代の政治】 

①民主政治の基本原理  ②日本国憲法の基本原理  

③日本の政治機構    ④現代政治の特質と課題   ⑤現代の国際政治 

【現代の経済】 

①現代の資本主義経済        ②現代経済のしくみ  

③日本経済の発展と産業構造の変化  ④福祉社会と日本経済の課題 

⑤国民経済と国際経済  

 

 

評価観点・ 

評価の方法 

 

 

＜観点＞ 社会問題に対する関心・意欲・態度 

 

＜方法＞ 授業態度、提出物、課題研究 、定期考査などをふまえ、総合的に判断する 

 

 

学習方法 

   

 

 

＜家庭学習＞ 

＊予習は特に必要ありませんが、テレビ・新聞により国内外の政治・経済・社会の動向に

注目する習慣を身につけるようにしましょう。特に３年生は時事問題など、進学、小論

試験の際は重要になります。自分自身の進路に関する時事問題は、特に注意を払ってく

ださい。 

 

＜授 業＞ 

＊授業を大切にし、ノートは板書事項だけに終わらず、気づいた事・担当教員の話などメ

モすることも忘れず、習慣化しましょう。 

＊授業は常に課題・問題意識を持ち積極的に取り組み、質問に対しては真剣に考えるよう

に努めましょう。 

＊教科書をしっかり読み、ゴシックの箇所は十分に理解するよう努めましょう。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書『高校 政治・経済』（実教出版） 

問題集『大学入試共通テスト対策 チェック＆演習 現社／政経』（数研出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント ＊学習項目 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

現代の政治 

①民主政治の基本

原理 

 

 

 

②日本国憲法の基

本原理 

 

 

 

 

③日本の政治機構 

 

 

 

 

 

④現代政治の特質

と課題 

⑤現代の国際政治 

 

 

現代の経済 

①現代の資本主義 

経済 

②現代経済の仕組  

 み 

 

 

③日本経済の発展 

と産業構造の変 

化 

 

④福祉社会と日本

経済の課題 

 

 

 

 

⑤国民経済と国際 

経済 

 

１．国民と政治 

２．民主政治の展開 

３．人権保障の発達 

４．議会制民主主義 

 

１．日本国憲法の概要 

２．日本国憲法と平和主義 

３．日本国憲法と基本的人

権の保障 

４．新しい人権 

 

１．日本の政治機構の特色 

２．国会の組織と機能 

３．内閣の機構と権能 

４．裁判所の機能と人権 

５．地方自治 

 

１．民主政治と選挙 

２．現代政治の課題 

１．国際関係と国際法 

２．国際連合 

 

 

１．資本主義経済の発展 

２．現代経済の特質 

１．経済循環 

２．企業  ３．金融 

４．財政 

 

１．高度成長 

２．オイルショック後の日

本経済 

 

１．環境保全と公害防止 

２．消費者問題 

３．農業・食料問題 

４．雇用と労働 

５．社会保障と福祉 

 

１．貿易と国際収支 

２．発展途上国の経済国際

３．地域主義 

４．世界経済 

9 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

9 

 

 

国家と政治・政治参加の意義 

民主主義思想の展開・社会契約説・法の支配 

基本的人権の成立・人権保障の広がり 

議員内閣制・大統領制 

 

明治憲法の特色・日本国憲法の成立 

国民主権・基本的人権の尊重・平和主義 

憲法と自衛隊・シビリアンコントロール 

法の下の平等・自由権・社会権 

基本的人権と公共の福祉 

 

議会制民主主義の原理 

国会の地位と権限・衆議院の優越 

内閣の権限・内閣と国会の関係 

司法権の独立・裁判制度・違憲審査権 

地方自治の本旨・選挙制度 

 

小選挙区制・比例代表制 

一票の格差 

条約・国際慣習法 

勢力均衡・集団安全保障 

 

 

アダム=スミス・ケインズ・マルクス 

新自由主義 

ストックとフロー 

銀行・日本銀行・金融政策・財政政策・租税 

景気の変動・国民福祉  

 

経済の民主化・神武景気・岩戸景気・ 

オリンピック景気・いざなぎ景気 

バブル経済 

 

公害・環境保全・資源、エネルギー問題 

消費者の４つの権利 

農業基本法 

労働三権・労働三法 

社会保険・社会福祉・公的扶助・公衆衛生 

 

国際収支・外国為替の仕組み 

南北問題 

ＦＴＡ・ＥＰＡ 

国際協調・国際経済における日本の役割 
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教科名 公民 科目名 現社発展 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年生活教養科 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

１現代の経済の仕組みを市場や国民経済の観点から理解するとともに，日本の経済の動き

を学び，政府による調整を必要とする消費者問題や雇用と労働，社会保障の現状と課題

などについて考察します。 

２国際社会の仕組みと動きを経済，政治の観点から理解するとともに，国際社会の諸課題

について考察し，国際社会に生きる日本の役割について考えます。 

 

 

学習内容の概要 

 

第２部では，現代経済と福祉，国際社会と人類の課題を取り上げ，現代社会に生きる人

間としての在り方生き方について考察します。 

 第３部では，第１部，第２部で学習した成果を活用し，持続可能な社会の形成に参画す

る観点から，課題を探究する学習を行います。 

  これらの学習を通じて，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断す

るとともに，人間としての在り方生き方について考察する力を身に付けることを目指しま

す。 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

① 関心・意欲・態度・・現代社会に生きる人間としてのあり方生き方について 

自覚を深めようとする 

② 知識・理解      ・・現代社会の基本的問題とその学び方を理解し、その知                

            識資料活用の態度識を身につけている。 

③ 技能・表現    ・・役立つ情報を主体的に選択し活用し、追求した考えた過程や結

果を様々な方法で適切に表現する。 

＊ 定期考査・小テスト（単元テスト等）・出席状況・授業中の態度(質問に対して真剣に

考える姿勢等も含む)・課題提出（レポート・ノート等）などを活用し、総合的に評価

する。 

 

 

 

学習方法 

 

（授 業） 

＊授業を大切にし、ノートは板書事項だけに終わらず、気づいた事・教師の話などメモす

ることも忘れず、習慣化しよう。 

＊授業は常に課題・問題意識を持ち積極的に取り組み、質問に対しては真剣に考えるよう

に心がけよう。 

＊プリントなどは単元のまとめとして、基本的な事項の認識・理解を深めるためにもノー

トとともに整理しておこう。 

（家庭学習） 

＊予習は特に必要ありませんが、テレビ・インターネット・新聞により国内外の政治・経

済・社会の動向に注目する習慣を身につけるようにしよう。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

教科書『最新現代社会』（実教出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・留意点・評価等 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

第４章 現代の経済

と国民福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 国際社会と

人類の課題 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第３部 ともにいき

る社会をめざして 

 

まとめ 

①経済のしくみ 

 

 

 

 

 

 

②変化する日本経済 

 

 

 

 

 

③豊かな生活の実現 

 

 

 

①国際経済のしくみと動向 

 

 

 

 

 

②国際政治のしくみと動向 

 

 

 

 

③国際社会の現状と課題 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

６ 

 

 

 

 

○資本主義経済の成立とその後の変容について理解

します。 

○市場おける買い手や売り手の立場に立って価格の

役割を考えます 

○金利などを調べ，金融について関心を深めます。 

○金融に関する報道記事などを探して，整理します。 

 

○高度経済成長の中で生活や社会がどのように変化

したのか考えます。 

○国際経済環境と国内の経済の動きとの関連につい

て整理します。 

○雇用や賃金格差などの課題や問題について，調べ

ます。 

○労働者の権利がなぜ必要なのか考えます。 

○労働や雇用の在り方の変化について調べます。 

○日本の社会保障制度を健康保険制度など身近な事

例から調べます。 

○日本の輸出入の変化について調べます。 

○毎日の為替レートの動きについて調べます。 

○世界経済の動きとＩＭＦ－ＧＡＴＴ体制の変化に

ついて整理します。 

○国境を超えた金融の動きについて報道を手がかり

に調べます。 

○国際法の種類と具体的な内容について調べます。 

○国際連盟と国際連合を比較します。 

○WHOやUNESCOなどの活動について調べます。 

○第二次世界大戦後の東西対立から冷戦終結までの

流れを整理します。 

○日本が関係する地域統合について調べます。 

○民族紛争について経緯や解決に向けた取り組みに

ついて調べます。 

○人権保護のための国際的な活動について調べま

す。 

○持続可能な社会の形成に向けて，課題を設定し，

様々な方法で調べ，分かったことをまとめる活動を

行います。また，課題を解決するためには何が必要

か，わたしたちに何かできるかなどの点について提

案したり話し合ったりする活動を行います。 
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教科名 数学 科目名 数学Ⅲ 単位数   ７単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース理系） 履修形態 選択 

 

科目の目標 

 

 極限、微分法及び積分法についての理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）複素数平面 

 座標平面上の点に複素数を対応させることで複素数平面を導入する。ベクトルの和・差

および実数倍との関連から複素数の和・差および実数倍を図示し，また，複素数の極形式

による表現から，複素数の積・商の幾何学的意味を理解する。また，ド・モアブルの定理

を使って方程式 z^n=αを解き，その解を図示することを通して，累乗根の図形的な意味を

理解する。 

（２）式と曲線 

 放物線，楕円，双曲線について，幾何学的な定義に基づいて曲線の方程式を導き，それ

ぞれの曲線の基本的な性質について理解する。また，２次曲線と直線の共有点の個数を調

べることと２次方程式の解の判別との関連や，接する，交わるなどの２次曲線と直線の位

置関係について認識する。さらに，２次曲線の平行移動ついて理解する 

 曲線の媒介変数表示について理解する。また，平面上の点や図形を表す他の方法として，

極座標，極方程式について学び，極座標の意味，直交座標との関係を理解する。 

（３）関数 

分数関数と無理関数の簡単な関数について，そのグラフをかいたり，グラフを利用して
方程式や不等式が解けるようにする。また，合成関数や逆関数の意味を理解する。 

（４）極限 

 数列の極限に関して，収束，発散，振動の意味や，極限値の性質，数列の極限と大小関

係などの基本事項を理解し，無限等比数列{r^n}の極限についてまとめ，数列の極限の理

解を深める。 

 無限級数の和について理解する。それを，無限等比級数に応用して，その収束条件や和

の公式を導く。さらに，循環小数を分数で表すことなどの具体的な問題の解決に活用でき

るようにすり。 

 ｘの値を限りなく aに近づけたとき，あるいは xの値を限りなく大きくしたときなどの

f(x)の極限について理解する。三角関数の極限では lim sinθ/θ=1 を扱い，それに関連

するいろいろな三角関数の極限が求められるようにする。また，関数の連続性を理解し，

それと関連して，中間値の定理などの重要な連続関数の性質を認識し，方程式の実数解の

存在する区間を調べる場合などに活用できるようにする。 

（５）微分法 

 微分可能性の概念を理解し，微分可能性と連続性との関係を把握する。また和・差・積・

商の導関数の公式，合成関数，逆関数，陰関数の微分法を示して，微分の演算の習得を目

指す。 

 三角関数の微分，対数関数の微分の技法を習得し，それと関連して自然対数の底 eを導

入して指数関数の微分ができるようにする。また，高次導関数の概念を理解し，簡単な関

数の第２次，第３次導関数が求められるようにする。 

（６）微分法の応用 

 導関数を用いて様々な問題への活用を図ります。接線や法線の方程式を求めること，平

均値の定理を用いて f’(x)と f(x)の増減を調べること，最大・最小や方程式・不等式の

証明問題などへの応用を図り，微分の有用性を認識する。 
 第２次導関数を用いてグラフの凹凸，変曲点を調べてグラフをかけるようにする。 

（７）積分法とその応用 

 微分法と同様に，扱う関数の範囲を広げ，積分の基本的な性質や置換積分法，部分積分

法について理解し，これらを用いた計算をできるようにする。 

 定積分と微分の関係，区分求積法について学び，定積分について理解を深め，不等式の
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証明を行う。 

 いろいろな曲線で囲まれた図形の面積を計算する。また，媒介変数で表された曲線によ

って囲まれた図形の面積も求められるようする。 

 積分による体積の求め方を扱う。角錐や円錐などの体積を求め，積分の有用性を理解し

ます。さらに，回転体の体積を求める技法を習得し，体積が求められるようにする。 

円弧やサイクロイドの曲線の長さを計算する。 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

（１） 関心・意欲・態度 

（２） 数学的な見方や考え方 

（３） 表現・処理   

（４） 知識・理解 

の4つの観点について、以下のものを材料として総合的に評価する。 

 出席状況、学習態度、授業の準備、提出物・ノート点検 

 確認テスト、四回の定期考査 

 

 

学習方法 

 

 

 基本的事項を理解し、それに従って考えを進める努力と、いろいろな考え方を工夫して

みることが大切である。 

 ノートは問題解法の筋道が分かるように書き、別解や重要事項も記入できるよう、余白

も十分に空けておくようにする。問題集用のノートは別冊にしておく。 

 まず、授業を大切にし、積極的に先生や友達に質問をして分からないところを放置しな

いようにすることが肝心である。 

 家庭では、理解不十分だったと思われる問題をひとりですらすら解けるまで再度復習を

すること。また、問題集などを通して理解度をはかり、その日学んだ内容をより確実なも

のにしておく。 

 

教科書・教材等 

 

教科書・・・新編数学Ⅲ （数研出版） 

副教材・・・改訂版 教科書傍用 ＴＲＩＡＬ 数学Ⅲ（数研出版）     

      改訂版 チャート式 解法と演習 数学Ⅲ（数研出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 複素数平面 

 

 

 

 

第２章 式と曲線 

第１節 ２次曲線 

 

 

 

 

第２節 媒介変数表

示 

    と極座標 

 

 

第３章 関数 

 

 

 

第４章 極限 

第１節 数列の極限 

 

 

第２節 関数の極限 

 

 

 

 

第５章 微分法 

第１節 導関数 

 

第２節 いろいろな

関 

    数の導関数 

 

 

 

第６章 微分法の応

用 

第１節 導関数の応

用 

 

 

 

 

１複素数平面 

２複素数の極形式 

３ド・モアブルの定理 

４複素数と図形 

 

 

１放物線 

２楕円 

３双曲線 

４２次曲線の平行移動 

５２次曲線と直線 

６曲線の媒介変数表示 

７極座標と極方程式 

８コンピュータの利用 

 

１分数関数 

２無理関数  

３逆関数と合成関数 

 

 

１数列の極限 

２無限等比数列 

３無限等比級数 

４関数の極限（１） 

５関数の極限（２） 

６三角関数と極限 

７関数の連続性 

 

 

１微分係数と導関数 

２導関数の計算 

３いろいろな関数の導関数 

４第ｎ次導関数 

５曲線の方程式と導関数 

 

 

１接線の方程式 

２平均値の定理 

３関数の値の変化 

４関数のグラフ 

５方程式、不等式への応

用 

６速度と加速度 

７近似式 

 

 

２１ 

 

 

２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座標平面上の点に複素数を対応させることで複素数平面を

導入する。複素数の極形式による表現から，複素数の積・商

の幾何学的意味を理解する。また，ド・モアブルの定理を使

って方程式ẑ n=αを解き，その解を図示することを通して，

累乗根の図形的な意味を理解する。 

 

幾何学的な定義に基づいて曲線の方程式を導き，それぞ

れの曲線の基本的な性質について理解する。また，２次

曲線と直線の共有点の個数を調べることと２次方程式の

解の判別との関連や，接する，交わるなどの２次曲線と

直線の位置関係について認識する。さらに，２次曲線の

平行移動ついて理解する。 

 曲線の媒介変数表示について理解する。また，極座標，

極方程式について学び，極座標の意味，直交座標との関

係を理解する。 

分数関数、無理関数のグラフをかき、そのグラフを利用して、方

程式や不等式を解く。具体的な関数について、逆関数・合

成関数を求める。 

 

 

数列の極限の概念を確認し、収束・発散の意味を理解す

る。無限等比級数の収束・発散の意味を理解し、極限の

計算を正確に行う。関数の極限の意味と極限値の性質に

ついて学び、指数・対数・三角関数の極限を求める。関

数の連続性の意味を確認し、連続関数の基本的な性質と

応用について学ぶ。 

 

 

 

関数の微分可能性と連続性との関連について学ぶ。積と

商の導関数、合成関数や逆関数の微分法の演算技法を理

解し、その応用について学ぶ。三角関数を含んだ関数、

や、対数・指数関数を含んだ関数を微分する計算を習得

する。第ｎ次導関数の概念と記号を学び、第２次、第３

次導関数を求める。微分する方法を習得する。 

 

 

 微分係数の幾何学的意味を再確認し、接線の方程式と

その応用について学ぶ。平均値の定理についてその意味

を理解するとともに、その活用について学ぶ。様々な関

数について増減・極値・極限を調べて、グラフをかく。

第２次導関数を用いて、グラフの凸凹、変曲点、調べる。 

 微分法を用いて、方程式の実数解の個数を調べたり、

不等式の証明を行ったりする。微分法により、運動の速

度・加速度を系統的に学ぶ。導関数を用いて、１次近似

式を導き、関数の近似式を求める。 
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９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

12 

１ 

第２節 いろいろな

応用 

 

 

 

 

第７章 積分法とそ

の 

    応用 

第１節 不定積分 

 

 

 

 

 

第２節 定積分 

 

 

 

 

 

第３節 積分の応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

１不定積分とその基本

性質 

２置換積分法と部分積

分法 

３いろいろな関数の不

定積分 

４定積分とその基本性

質 

５置換積分法と部分積

分法 

６定積分のいろいろな

問題 

７面積 

８体積  

９道のり 

10曲線の長さ 

  

個別学力試験対策 

 

２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 

 

 

 

 

２８ 

２１ 

２１ 

 

 

 

 

 

 微分法の逆演算としての不定積分を再確認し、積分定

数の意味について考える。置換積分法と部分積分法の原

理と具体的な方法について学び、それらの計算が適確に

行う。いろいろな関数について不定積分の公式を活用で

きるようにする。  

不定積分をもとにして、いろいろな関数の定積分の計

算ができるようにする。置換積分法と部分積分法の計算

技法について具体的な例を学ぶ。区分積分法と定積分の

関係について学び、これをもとにして数列の極限を求め

たり、不等式の証明を行ったりする。 

  

 

いろいろな関数で表される曲線で囲まれた部分の面積及

び立体の体積を、定積分を用いて求める。 

 既習内容の復習をしながら、演習形式で問題を解き、

実践的な力を身につける。 
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教科名 数学 科目名 数学Ａ 単位数 2単位 

対象学年 第３学年(生活教養科) 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

・問題集を解き、就職・進学試験に対応できる学力を身につける。 

・場合の数と確率，整数の性質又は図形の性質について理解させ，基礎的な知識の習得と

技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるように

するとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔１〕 問題演習 

中学数学・数学Ⅰの既習分野の復習をしながら、計算力、応用力を身につける。 

  数の計算 式の計算 因数分解 約数と倍数 無理数の計算 式の値 

  比例式 １次方程式 連立方程式 ２次方程式 １次不等式 ２次不等式 

  文章問題 １次関数とグラフ ２次関数とグラフ 三角比 図形 

  面積・体積  など 

〔２〕数学A 

（１） 場合の数と確率 

具体的な事象の考察などを通して、順列・組合せや確率について理解し、不確定な事

象を数量的にとらえることの有用性を認識するとともに、事象を数学的に考察し処理で

きるようにする。 

  ア 場合の数 

  イ 確率とその基本的な法則 

（２） 図形の性質 

  平面図形や空間図形の性質についての理解を深め、それらを事象の考察に活用できる

ようにする。 

  ア 平面図形 

  イ 空間図形 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

（１） 関心・意欲・態度 

（２） 数学的な見方や考え方 

（３） 表現・処理   

（４） 知識・理解 

の4つの観点について、以下のものを材料として総合的に評価する。 

 出欠状況、学習態度、授業の準備、提出物・ノート点検 

 確認テスト、3回の定期考査及び卒業試験 

 

 

学習方法 

 

 

 基本的事項を理解し、それに従って考えを進める努力と、いろいろな考え方を工夫して

みることが大切である。 

 ノートは問題解法の筋道が分かるように書き、別解や重要事項も記入できるよう、余白

も十分に空けておくようにする。問題集用のノートは別冊にしておく。 

 まず、授業を大切にし、積極的に先生や友達に質問をして分からないところを放置しな

いようにすることが肝心である。 

 家庭では、理解不十分だったと思われる問題をひとりですらすら解けるまで再度復習を

すること。また、問題集などを通して理解度をはかり、その日学んだ内容をより確実なも

のにしておく。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書・・・・新数学Ａ           （東京書籍） 

副教材・・・・改訂版ニューファースト 新数学A   (東京書籍) 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

7 

8 

9 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

1 

 

2 

 

 

第１章 場合の

数と確率 

第1節 場合の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2節 確率 

 

 

 

 

 

 

 

就職問題集・プ

リント等による

演習 

 

第 2 章 図形の

性質 

第1節 三角形の

性質 

 

 

 

 

第 2 節 円の性

質 

 

 

第3節 作図 

 

 

第4節 空間図形 

 

 

 

 

１. 集合 

２. 集合の要素の個数 

３. 和の法則と積の法則 

４. 順列 

５. 順列の利用 

６. 重複順列 

７. 円順列 

８. 組合せ 

９. 組合せの利用 

 

１. 確率の意味. 

２. 確率の計算 

３. 独立な試行の確率 

４. 反復試行の確率 

５. 条件つき確率 

 

章末問題 

 

復習を主とする。中学数

学・数Ⅰの問題を解く。 

 

 

 

１. 三角形と比 

２. 三角形の重心・外心・内心 

３. 角の二等分線と線分の比     

 

１. 円周角の定理   

２. 円に内接する四角形 

３. 円と直線    

４. 接線と弦のつくる角 

５. 方べきの定理  

６. 2つの円     

 

１. 基本の作図    

２. いろいろな作図  

 

１. 直線や平面の位置関

係          

２. 多面体 

 

章末問題 

6 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

8  

 

8 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

6 

 

 

6 

 

8 

 

 

 

 

集合の表し方，部分集合，共通部分と和集合，空集

合、全体集合、補集合について学び，有限集合の要素

の個数を正しく求められるようにさせる。 

和の法則・積の法則、順列、円順列、重複順列につ

いて学び，もれなく重なりなく要領よく数える方法を

身につけさせる。また，組合せや同じものを含む順列

ついて学び，論理的に考える力を養うとともに，記号

の有用性を理解させる。 

試行と事象，事象の確率について学び，確率の意味

を知り，不確定な事象を数量的にとらえることの有用

性を認識させる。和事象・積事象，排反事象，余事象，

確率の基本性質，確率の加法定理について，集合と関

連づけながら学び，事象を数学的に考察し処理できる

ようにさせる。 

 

 

 

 

既習内容の復習をしながら、演習形式で問題を解き、

実践的な力を身につけさせる。 
 
 
 
三角形の辺と角の大小関係、内分と外分、三角形の角

の二等分線、重心・外心・内心について学び、図形につ

いて理解を深めるとともに、直観力・洞察力を養い、論理

的に考察できるようにする。 

円周角、円周角の定理の逆、内接する四角形などに

ついて学ぶ。 

円と接線、接線と弦のつくる角、方べきの定理、２つの円に

ついて学び、活用していくことを通して、図形の性質の美し

さを味わいながら、論理的な思考力を養う。 
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教科名 数学 科目名 数学Ｂ 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（進学コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 ベクトル、数列について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数

学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ベクトル 

 ベクトルについての基本的な概念を理解し、基本的な図形の性質や関係をベクトルを用

いて表現し、いろいろな事象の考察に活用できるようにする。 

 ア 平面上のベクトル 

 イ 空間座標とベクトル 

 

（２）数列 

 簡単な数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について理解し、それらを用いて事象を

数学的に考察し処理できるようにする。 

 ア 数列とその和 

 イ 漸化式と数学的帰納法 

  

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

（１） 関心・意欲・態度 

（２） 数学的な見方や考え方 

（３） 表現・処理   

（４） 知識・理解 

の4つの観点について、以下のものを材料として総合的に評価する。 

 出席状況、学習態度、授業の準備、自己評価、提出物・ノート点検 

 確認テスト、四回の定期考査 

 

 

学習方法 

 

 

 基本的事項を理解し、それに従って考えを進める努力と、いろいろな考え方を工夫して

みることが大切である。 

 ノートは問題解法の筋道が分かるように書き、別解や重要事項も記入できるよう、余白

も十分に空けておくようにする。問題集用のノートは別冊にしておく。 

 まず、授業を大切にし、積極的に先生や友達に質問をして分からないところを放置しな

いようにすることが肝心である。 

 家庭では、理解不十分だったと思われる問題をひとりですらすら解けるまで再度復習を

すること。また、問題集などを通して理解度をはかり、その日学んだ内容をより確実なも

のにしておく。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書・・・改訂版 最新数学Ｂ （数研） 

副教材・・・3ROUND 数学Ⅱ＋Ｂ （東京書籍） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

１ 

    

２ 

 

第１章 平面上の

ベクトル 

第１節 ベクトル

とその演算 
 
 
 
 

第２節 ベクトル

と平面図形 
 
 
 
 
 
 

第２章 空間のベ

クトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 数列 

第１節 等差数列

と等比数列 
 
  
第２節 いろいろ

な数列 
 
 
第３節 数学的帰

納法 
 

１ ベクトル 
 
２ ベクトルの演算 
 

３ ベクトルの成分 
 
４ ベクトルの内積 
 

５ 位置ベクトル 
 

６ ベクトルの図形への応

用 
 
７ 直線のベクトルによる

表示 
 

１ 空間の点 
 
２ 空間のベクトル 
 

３ ベクトルの成分 
 
４ ベクトルの内積 
 

５ 位置ベクトル 
 
６ 座標空間における図形 
 

１ 数列と一般項 
２ 等差数列 
３ 等差数列の和 
４ 等比数列 
５ 等比数列の和 
６ いろいろな数列の

和 
７ 階差数列  
 
８ 漸化式 
 
９ 数学的帰納法 

 
 
問題演習 

６ 

 

 

 

 

 

 ８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 ６ 

 

 ６ 

 

６ 

 

ベクトルを有効線分の向きと大きさだけをだけに着目した量

として理解する。ベクトルの相等および、和、差、実数倍など

の演算を定義し、線形性に着目する。ベクトルの２方向への分

解を取り上げて、さらに基本ベクトル表示、成分表示の意味を

理解する。ベクトルの内積とその計算法則を理解する。また、

内積を利用して、２つのベクトルのなす角、線分の長さや垂直

関係を調べる。 

 

位置ベクトルを導入し、線分の内分点、外分点の位置ベクト

ル、三角形の重心の位置ベクトルを求める。また、位置ベクト

ルを用いて、ベクトルに関する等式が成り立つことを示す。位

置ベクトルが平面図形の性質を調べるのに有効であることを認

識する。直線のベクトルによる表示を考え、その成分表示とｘ、

ｙの１次方程式との関係を明らかにする。 

 

 

空間は３次元であることを実感させ、座標空間、空間ベクト

ルを導入する。平行六面体という立体図形を把握し、この図形

を用いて、空間ベクトルの表現をする。ベクトルの成分表示、

成分計算ができるようにする。空間ベクトルの内積の計算、図

形的な意味を理解する。位置ベクトルについても、平面上で求

めたベクトルの公式がそのまま成り立つことを理解する。また、

点Ｐが平面ＡＢＣにある条件の処理方法を学ぶ。座標空間にお

ける２点間の距離、分点の座標が求められるようにする。直線

や球などの空間図形へ、ベクトルを活用する。座標空間におけ

る２点間の距離、分点の座標が求められるようにする。直線や

球などの空間図形へ、ベクトルを活用する。 

 

 数列の第ｎ項をｎの式で表すことによって、数列が定まるこ

とを理解する。等差数列、等比数列の一般項や和の公式を導き、

公式の適用や身近な数列の問題への活用ができるようにする。

数列の和を示したり、和を求めたりするのに有用な∑を導入し、

その性質を知り、正しい理解の上で∑を活用できるようにする。

∑を用いて、等差数列、等比数列以外の数列について、和を求

めることができるようにする。階差数列から、一般項を求める

方法について理解する。 

 

 漸化式の考えを導入して、数列を帰納的に定義するというこ

との意味、必要性を理解する。隣接する二項間の関係が１次の

形で表された数列の一般項を、求められるようにする。数学的

帰納法の意味、およびそれによる証明の仕方を多くの例にあた

りながら理解する。 
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教科名 数学 科目名 数学活用 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年(総合コース) 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 数学と人間とのかかわりや数学の社会的有用性についての認識を深めるとともに，事象

を数学的に考察する能力を養い，数学を積極的に活用する態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 数学と人間の活動 

数学が人間の活動にかかわってつくられ発展してきたことやその方法を理解する

とともに，数学と文化とのかかわりについて認識を深める。 

  ア 数や図形と人間の活動 

    数量や図形に関する概念などと人間の活動や文化とのかかわりについて理解す

ること。 

  イ 遊びの中の数学 

    数理的なゲームやパズルなどを通して論理的に考えることのよさを認識し，数学

と文化とのかかわりについて理解すること。 

（２） 社会生活における数理的な考察 

    社会生活において数学が活用されている場面や身近な事象を数理的に考察する

とともに，それらの活動を通して数学の社会的有用性についての認識を深める。 

  ア 社会生活と数学 

    社会生活などの場面で，事象を数学化し考察すること。 

  イ 数学的な表現の工夫 

    図，表，行列及び離散グラフなどを用いて，事象を数学的に表現し考察すること。 

  ウ 目的に応じてデータを収集し，表計算用のソフトウェアなどを用いて処理しデー

タ間の傾向をとらえ予測や判断をすること。 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

（１） 関心・意欲・態度 

（２） 数学的な見方や考え方 

（３） 表現・処理   

（４） 知識・理解 

の4つの観点について、以下のものを材料として総合的に評価する。 

 出欠状況、学習態度、授業の準備、自己評価、提出物・ノート点検 

 確認テスト、定期考査 

 

 

学習方法 

 

 

 基本的事項を理解し、それに従って考えを進める努力と、いろいろな考え方を工夫して

みることが大切である。 

 ノートは問題解法の筋道が分かるように書き、別解や重要事項も記入できるよう、余白

も十分に空けておくようにする。問題集用のノートは別冊にしておく。 

 まず、授業を大切にし、積極的に先生や友達に質問をして分からないところを放置しな

いようにすることが肝心である。 

 家庭では、理解不十分だったと思われる問題をひとりですらすら解けるまで再度復習を

すること。また、問題集などを通して理解度をはかり、その日学んだ内容をより確実なも

のにしておく。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書・・・・ 数学活用（実教出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

１章 身の回りの 

数学 

１節 いろいろな

場合の数 

 

 

２節 身の回りの

図形 

 

３節 数学的な表

現のくふう 

 

 

 

就職問題集・プリン

ト等による演習 

 

 

 

２章 社会生活と 

数学 

１節 経済と数学 

 

 

２節 測定と数学 

 

 

 

３節 コンピュータ

と人間の活動 

 

 

３章 数学の発展と

人間の活動 

１節 数と人間 

 

 

２節 図形と人間 

 

 

４節 数学と文化 

 

 

 

 

試合数 

樹形図 

点字のしくみ 

最短距離の道順 

紋章 

平面のしきつめ 

多面体の性質 

正多面体の展開図 

道順とあみだくじ 

７つの橋 

行列と経路 

航路と行列の席 

 

 

 

 

 

 

賞金と期待値 

単利法 複利法 

ローンの返済 

 

本の大きさ 

地図を読む 

坂道の角度 

建物の高さ 

 

２進法 

GPS 

近似直線 

標本調査 

 

数字 ５進法 

０の発見 

四角数・三角数 

フィボナッチ数列 

古代の測量 

ピラミッドの高さ 

三平方の定理 

円周率 

黄金比 

カレンダー 

音階 

９ 

 

 

 

１２ 

 

 

 

１２ 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

１２ 

 

 

 

９ 

 

 

 

９ 

 

 

 

９ 

 

 

数学における概念の形成や原理・法則の認識の 過程 

と人間の活動や文化とのかかわりを中心として，数学 

史的な話題及びコンピュータを活用した数学的な問 

題の解決などを取り上げます。 

数学の起源にかかわる人間の活動には，数える，測 

る，位置を示す，設計する，遊ぶ，説明する などが

あると言われていて，これらの活動には，一方で文化

的，社会的，歴史的な背景が存在し，他方では社会や

文化を越えた共通性が見られます。 

数学がこのような人間の活動とのかかわりの中で

つくられ発展してきたことや，数学を文化との10 関

連からとらえることは，それ自身重要であるが，数学

をより身近なものとして感じとらせ，数学に対する興

味や関心が湧く内容となっています。 

人間を「遊ぶ人」を意味するホモ・ルーデンスとい 

う言葉で規定することがあるように，遊びは人間の活

動の本質的なものであり，文化を生み出す源である。

数学と遊びにも深い関係があり，ここでは遊びの中に

数学が顕在する例として，論理的な思考を必要とする

数理的なゲームやパズルなどを取り上げ，戦法などを

考えさせることを通して論理的に考えることのよさ

を認識させるとともに，数学と文化とのかかわりを理

解します。 

自分の見いだした方法や考えにつ いて，その根拠

が的確に伝わるよう，わかりやすく表現するようにす

ることが大切です。 
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教科名 数学 科目名 数学ⅠA発展 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース文系） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ分野の、大学入試センター試験レベルの問題への対応力を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習分野の復習をしながら、大学入試センター試験に対応する力、およびマーク式問

題に対応できる力を養成する。 

 

・単元の内容・枠にとらわれない複合的な学習を目指す。 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

（１） 関心・意欲・態度 

（２） 数学的な見方や考え方 

（３） 表現・処理   

（４） 知識・理解 

の4つの観点について、以下のものを材料として総合的に評価する。 

 出席状況、学習態度、授業の準備、自己評価、提出物・ノート点検 

 確認テスト、３回の定期考査 

 

 

学習方法 

 

 

問題集（解答編を事前に配布）で事前解答（予習）をして、良く理解できなかった問題

をもう一度解答（復習）してみよう。いざ自分で解いてみると、どこかでつまずいたりす

るものである。自分でスムーズに問題が解けるまで努力をしよう。予習・復習ともに重要

である。 

授業では問題の背景・関連事項などの理解に努める。解に到る過程を説明できるように。 

 なお、基本的事項を理解し、それに従って考えを進める努力と、いろいろな考え方を工

夫して見ることが必要である。 

また、積極的に先生や友達に質問をして、理解していない問題を放置しないよう心がけ

よう。 

  

 

 

教科書・教材等 

 

 

教材 … 大学入試センター試験対策・数学Ⅰ・A＋Ⅱ・B  

標準演習PLAN100数研出版編集部 編） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学入試センター 

試験対策 

 

復習を主とする 

分野別演習を主とする 

 

 

   

  方程式と不等式 

  ２次関数 

図形と計量 

場合の数と確率 

論理と集合 

平面図形 

式と証明 

複素数と方程式 

図形と方程式 

三角関数 

指数関数・対数関数 

微分法・積分法 

平面上のベクトル 

空間のベクトル 

数列 

 

 

 

本番同様のセットで演習を

主とする（マークテストを主

とする） 

 

 

 

 

 

個別学力試験対策 

 

 

 

9 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

9 

 

 

9 

 

 

 

3 

 

・ 苦手分野の克服。 

・ 他分野にわたる複合的な内容を理解

できる。 

・ 時間内に解答ができる。 

・ 解に到る過程を説明できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ マーク式問題に対応できる。 

・ 他分野にわたる複合的な内容を理解

できる。 

・ 時間内に解答ができる。 
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教科名 数学 科目名 数学ⅡB発展 単位数 ３単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース文系） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ分野の、大学入試センター試験レベルの問題への対応力を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習分野の復習をしながら、大学入試センター試験に対応する力、およびマーク式問

題に対応できる力を養成する。 

 

・単元の内容・枠にとらわれない複合的な学習を目指す。 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

（１） 関心・意欲・態度 

（２） 数学的な見方や考え方 

（３） 表現・処理   

（４） 知識・理解 

の4つの観点について、以下のものを材料として総合的に評価する。 

 出席状況、学習態度、授業の準備、自己評価、提出物・ノート点検 

 確認テスト、３回の定期考査 

 

 

学習方法 

 

 

問題集（解答編を事前に配布）で事前解答（予習）をして、良く理解できなかった問題

をもう一度解答（復習）してみよう。いざ自分で解いてみると、どこかでつまずいたりす

るものである。自分でスムーズに問題が解けるまで努力をしよう。予習・復習ともに重要

である。 

授業では問題の背景・関連事項などの理解に努める。解に到る過程を説明できるように。 

 なお、基本的事項を理解し、それに従って考えを進める努力と、いろいろな考え方を工

夫して見ることが必要である。 

また、積極的に先生や友達に質問をして、理解していない問題を放置しないよう心がけ

よう。 

  

 

 

教科書・教材等 

 

 

教材 … 大学入試センター試験対策・数学Ⅰ・A＋Ⅱ・B  

標準演習PLAN100数研出版編集部 編） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

1 

 

 

 

２ 

 

３ 

第２章 複素数と方

程式 

第１節 複素数と２

次方程式の解 

第２節 高次方程

式 

第３章 図形と方程

式 

第１節 点と直線 

第２節 円 

第３節 軌跡と方程

式 

 

 

 

第４章 三角関数 

第１節 三角関数 

第２節 加法定理 

 

 

 

 

 

第５章 指数関数と

対数関数 

第１節指数関数 

第２節対数関数 

 

第６章 微分法と積

分法 

第１節 微分係数と

導関数 

第２節 関数の値

の変化 

第３節 積分法 

１複素数とその計算 

２２次方程式の解 

３解と係数の関係 

４剰余の定理と因数定理 

５高次方程式 

 

１直線上の点 

２平面上の点 

３直線の方程式 

４２直線の関係 

５円の方程式 

６円と直線 

７2つの円 

８軌跡と方程式 

９不等式の表す領域 

１角の拡張 

２三角関数 

３三角関数のグラフ 

４三角関数の性質 

５三角関数を含む方程式・

不等式 

６三角関数の加法定理 

７加法定理の応用 

１指数の拡張 

２指数関数 

３対数とその性質 

４対数関数 

５常用対数 

１微分係数 

２導関数とその計算 

３接線の方程式 

４関数の増減と極大・極小 

５関数の増減・グラフの応

用 

６不定積分 

７定積分 

８図形の面積と定積分 

６ 

 

８ 

 

８ 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

６ 

２次方程式の解の範囲を，実数から複素数の範囲まで

拡張する意義を知り，解の判別式や方程式の係数の関係

を理解する．剰余の定理とその利用について理解する．

因数定理による多項式の因数分解，高次方程式の解法に

ついて理解する． 

 

数直線上や座標平面上の点について，２点間の距離や

内分点・外分点の座標を求められるようにする．直線や円

を方程式で表す方法について理解する．直線の傾きに着

目し，２直線の平行・垂直に条件について考える．円と直

線の位置関係を連立方程式の解や判別式を用いて判別

する．軌跡の概念を理解し，その方程式を求められるよう

にする．不等式の表す領域について理解を深め，線形計

画法の手法について知る． 

 

一般角および弧度法による表現を理解する．三角関数

の相互関係や成り立つ性質を理解するとともに，単位円を

用いてグラフがかけるようにする．三角関数を含む方程

式・不等式を，単位円やグラフを用いて解けるようにする．

三角関数の加法定理を導き，用いることが出来るよう習熟

をはかる．加法定理から２倍角の公式，半角の公式を導

く．さらに三角関数の合成の方法を理解し，活用できるよう

にする． 

指数を正の整数から有理数・実数まで拡張し，指数関数

を扱えるようにする．指数法則から対数の性質を導き，対

数関数を扱えるようにする．指数・対数関数のグラフとその

性質を理解し，方程式・不等式などへ応用する．常用対数

について学び，応用を図る． 

平均変化率や微分係数の意味・導関数の定義を理解す

る．導関数の和・差・実数倍が求められるようにする．接線

の方程式を導き，導関数についての考察を通して，関数

の増加・減少を調べる，極大値・極小値を求めることで，３

次関数・４次関数のグラフがかけるようにする．グラフをか

ら関数の最大・最小や方程式・不等式への応用について

取り組む．微分の逆演算として不定積分を導入し，関数の

和・差・定数倍の不定積分や定積分を求める．グラフで囲

まれる部分の面積を求めるなど応用に取り組む． 
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教科名 数学 科目名 応用数学Ⅱ 単位数 ２ 単位 

対象学年 第３学年（進学コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、

事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 指数関数と対数関数 

指数法則を０や負の数まで拡張し、その概念や計算方法を学ぶ。 

対数についてその定義を学習し、その計算方法を学ぶ。 

また、実社会で使用されている例もついても学習する。 

 

（２） 微分法と積分法 

  １ 微分係数と導関数，２ 関数の値の変化，３ 積分法 

導関数を用いてグラフの外形を描くことができるようにする。それを方程式の解や不等式の

証明に活用する。定積分を用いて関数のグラフで囲まれた図形の面積を求める。 

 

 

（３） 三角関数第 

２節 加法定理 

三角関数について２年次に学習できなかった部分について補充する。 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

（１） 関心・意欲・態度 

（２） 数学的な見方や考え方 

（３） 表現・処理   

（４） 知識・理解 

の３つの観点について、以下のものを材料として総合的に評価する。 

 出席状況、学習態度、授業の準備、自己評価、提出物・確認テスト、４回の定期考査。 

 

 

学習方法 

 

 

授業で毎回配布する課題プリントを授業内で必ず解き、提出する. 

まずは，授業を大切にし，積極的に担当教員に質問をするなど，理解が不十分な内容を放置

しないことが大切である．家庭では，理解が不十分だと思われる問題に取り組むなど復習を徹

底すること．また，問題集による演習を通して理解の定着を図り，学習内容に対する理解を確

実なものにすることが大切である． 

 

教科書・教材等 

 

教科書・・・最新数学Ⅱ （数研出版） 

副教材・・・３ＲＯＵＮＤ数学ⅡＢ （数研出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

10 

 

11 

 

12 

 

 

 

 

 

 

1 

 

２ 

 

第５章 指数関数

と対数関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 微分法と

積分法 

第１節 微分係数

と導関数 

 

 

第２節 関数の値

の変化 

 

 

第３節 積分法 

 

 

 

 

 

第 4 章 三角関数

第２節 加法定理 

 

１．指数法則 

２．指数関数とそのグラ

フ 

３．対数 

４．対数の性質 

５．対数関数とそのグラ

フ 

６．常用対数 

 

 

 

 

１微分係数 

２導関数とその計算 

３接線の方程式 

 

 

 

４関数の増減と極大・極

小 

５関数の増減・グラフの

応用 

 

６不定積分 

７定積分 

８図形の面積と定積分 

 

 

７．加法定理 

８．加法定理の応用 

９．三角関数の合成 

4 

3 

 

2 

2 

2 

 

5 

 

 

 

 

2 

3 

2 

 

 

 

2 

 

2 

 

 

2 

3 

2 

 

 

2 

2 

2 

 

指数法則を０や負の数まで拡張し、その概念や計算方

法を学ぶ。指数関数のグラフからその変化のしかたにつ

いて学ぶ。対数についてその定義を学習し、その計算方

法や性質について学ぶ。対数関数のグラフからその変化

のしかたについて学ぶ。常用対数の性質やその応用例に

ついて学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

平均変化率や微分係数の意味・導関数の定義を理解す

る．導関数の和・差・実数倍が求められるようにする．

接線の方程式を導き，導関数についての考察を通して，

関数の増加・減少を調べる，極大値・極小値を求めるこ

とで，３次関数・４次関数のグラフがかけるようにする．

グラフをから関数の最大・最小や方程式・不等式への応

用について取り組む．微分の逆演算として不定積分を導

入し，関数の和・差・定数倍の不定積分や定積分を求め

る．グラフで囲まれる部分の面積を求めるなど応用に取

り組む． 

 

 

 

 

 

 

三角関数について２年次に学習できなかった部分に

ついて補充する。 
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教科名 理科 科目名 物理 単位数 ４単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース理系） 履修形態 選択 

科目の目標 

 

物理基礎で学習した内容も含め、身近な物理的現象や事物をさらに詳しく探求し、新た

な原理や法則の理解を深めるとともに、科学的な自然観を育成する。 

学習内容の概要 

（1）波動 

水面波，音，光などの波動現象を観察，実験などを通して探究し，共通する基本的な

概念や法則を系統的に理解するとともに，それらを日常生活や社会と関連付けて考察

できるようにする。 

（2）電気と磁気 

電気や磁気に関する現象を観察・実験などを通して探求し、電気や磁気に関する基

本的な概念や原理・法則について系統的に理解を深め、それらを様々な電磁気現象に

応用して考察する。 

 

（3）原子 

物質と原子に関する現象について、物質の物理的性質が原子や分子などの現象によ

りもたらされることを理解し、固体の性質を電子の状態と関連付けて考察する。また、

光や電子の波動性と粒子性、原子や原子核、素粒子における現象について、量子的考

えなど基本的な概念や原理・法則を理解する。 

  

※教科書内容は前期で終え、後期は大学入試に向けた演習を行う。 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

評価の観点は、物理への関心・意欲・態度、思考・判断、観察・実験の技能・表現、知

識・理解の 4項目とする。 

評価の方法は定期考査、小テスト、出席状況、課題・プリント等の提出物、授業態度等

により総合的に評価する。 

学習方法 

教科書の解説と問題集を用いて大学入試問題・センター試験対応の問題演習等。 

運動、電気、熱等に関する演示実験。 

教科書・教材等 

教科書 「高等学校 改訂 物理」（第一学習社） 

問題集 「三訂版 リードLightノート物理」（数研出版） 

    「ビーライン物理 第一学習」（第一学習社） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

１

０ 

 

 

 

１

１ 

 

 

 

 

１

２ 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

波動 

 

 

 

電場と電位 

 

 

 

電流 

 

 

 

電流と磁場 

 

 

 

電磁誘導と交流 

 

 

 

 

電子と光 

 

 

 

原子と原子核 

 

 

 

問題演習 

 

 

 

  

波の性質 

音波 

光の性質 

 

電場 

電位 

コンデンサー 

 

電流と抵抗 

直流回路 

半導体 

 

磁場 

電流が磁場から受ける力 

ローレンツ力 

 

電磁誘導 

交流 

電磁波 

 

 

電子 

光の粒子性 

Ｘ線 

粒子の波動性 

原子の構造 

原子核と放射線 

核反応とエネルギー 

素粒子と宇宙 

15 

 

 

 

19 

 

 

 

19 

 

 

 

19 

 

 

 

19 

 

 

 

 

19 

 

 

 

19 

 

 

 

15 

正弦波、波の伝わり方、音の伝わり方、ドッ

プラー効果、光の性質、レンズと鏡、光の回

折と干渉 

 

クーロンの法則、電気量保存の法則、電場ベ

クトル、電気力線などを理解し、コンデンサ

ーの働きと電気容量を学ぶ。 

 

オーム・ジュールの各法則、直流回路、電流

計と電圧計の構造、キルヒホッフの法則を理

解する。 

 

磁石や磁気の性質を理解し、電気と磁気の関

係を理解する。 

 

 

磁場の中での導線の起電力、コンデンサーと

コイルの電気振動による電磁波の発生の現

象を考える。 

 

 

電子の比電苛、電気素量、電子の波動性 X

線回折、半導体の性質等を理解する。 

光電効果と光量子説との関連、Ｘ線発生の原

理、粒子と波動の二重性を理解し、ラザフォ

ードの原子模型とボーアの理論により原子

の構造と特徴を考える。 

原子核の構成、同位体、原子核の崩壊と放射

線との関係、核の分裂・融合とエネルギーの

変化について考える。 

素粒子と宇宙の始まりを理解する。 

 

＊進路に応じた問題演習を行い、入試に必要

な基礎力および応用力を養う。 
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教科名 理科 科目名 化学基礎 単位数 1単位 

対象学年 第３学年（生活教養科） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

１．日常生活の様々な場面に結びついている化学の「法則と定理」を理解することで、私

たちの生活に科学が深く関わっていることに気づくことができる。 

２．構成する粒子の構造や結合の仕組みの違いによる、物質の性質の違いを理解できる。 

３．化学反応の量的関係、酸・塩基の性質と中和反応、酸化還元反応と電子の授受につい

て理解できるとともに、身近な化学反応と紐づけて考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）物質の変化 

物質量を理解し、化学変化の量的関係を化学反応式の係数と関連付けて学習する。 

酸・塩基について、液性の理由や強弱の原因・中和・滴定曲線を、酸化・還元について、

利用例や電気分解の原理を学習し、身近な化学反応と紐づけて理解する。 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

評価の観点は、化学への関心・意欲・態度、思考・判断、観察・実験の技能・表現、知

識・理解の 4項目とする。 

 

評価の方法は定期考査、休み明けの小テスト、プリントや問題集等の提出物、授業態度

により総合的に評価する。 

 

 

学習方法 

 

 

教科書の解説と家庭学習教材を用い就職試験にむけた問題演習等。 

視聴覚教材を用いた学習。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書 「高校 化学基礎 新訂版」（実教出版） 

問題集 「ゼミナール化学基礎」（浜島書店） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

１

０ 

 

 

 

１

１ 

 

 

 

１

２ 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

物質の変化 

物質量と化学反応

式 

 

酸と塩基の反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸化還元反応 

 

 

 

 

３．化学反応式と物質量 

 

 

 

１． 酸と塩基 

２． 酸塩基のカス 

３． 水の電離と水溶液のｐＨ 

４． 中和反応と量的関係 

５． 中和滴反応と塩    

 

 

 

 

 

 

 

１．酸化と還元 

 

２．酸化数と酸化剤・還元剤 

 

３．酸化剤・還元剤の反応 

４．金属のイオン化傾向 

５．電池 

６．電気分解 

 

 

入試対策 

3 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

3 

 

 

 

３ 

 

 

３ 

 

 

 

化学反応式の作り方を学び、化学反応式が表

す量的な関係について理解する。 

 

 

 

 

 

 

酸・塩基の定義を理解する。 

酸・塩基の強さと水素イオン濃度との関係を

理解する。 

中和を理解し、塩の分類を学習する。中和滴

定の操作を習得し、量的関係を理解する。 

 

酸化・還元の定義を理解する。 

電子の授受と酸化数の変化について学ぶ。 

酸化剤、還元剤について学習し、それらの反

応を理解する。 

 

金属のイオン化傾向に基づいて、金属の反応

性を学ぶ。 

電気分解おける電解液と電極でおこる反応

および金属の精錬について理解する。 

 

 

 

共通テスト過去問などを活用し、知識・思考

力の向上を図る 
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教科名 理科 科目名 化学 単位数   ４単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

化学的な事物･現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化

学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理･法則の

理解を深め，科学的な自然観を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）物質の状態 

気体，液体，固体の性質を観察，実験などを通して探究し，物質の状態変化，状態

間の平衡，溶解平衡及び溶液の性質について理解するとともに，それらを日常生活や

社会と関連付けて考察する。 

（２）物質の変化 

化学反応に伴うエネルギーの出入り，反応速度及び化学平衡を観察，実験などを通

して探究し，化学反応に関する概念や法則を理解するとともに，それらを日常生活や

社会と関連付けて考察する。 

（３）無機物質： 無機物質の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，元素の

性質が周期表に基づいて整理できることを理解するとともに，それ

らを日常生活や社会と関連付けて考察する。 

（４）有機化合物： 有機化合物を構造の特徴により分類し、性質や反応がその構造

と密接に関係していることを個々の化合物を通して学ぶ。 

（５）天然有機化合物： 糖・アミノ酸・タンパク質・核酸・酵素について学ぶ。 

（６）合成高分子化合物：代表的な高分子化合物の構造・性質・特徴・分類を学ぶ。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

 

評価の観点は以下の４項目とする 

項目１：化学への関心・意欲・態度 

項目２：思考・判断・表現 

項目３：技能、 

項目４：知識・理解 

 

評価の方法は定期考査、小テスト、出席状況、課題・ノート等の提出物、授業態度等

により総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

 

教科書の解説と問題集を用いての問題演習等。 

身近な事象や視聴覚教材を用いた学習。 

個々の進学・進路に応じた演習。 

小テストや課題を活用した反復学習による基礎力の定着 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

教科書 「新編 化学」（数研出版） 

問題集 「六訂版リードLightノート化学・化学基礎」（数研出版） 

    「ビーライン化学」（第一学習社） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

８ 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

1 

 

2 

 

3 

 

化学反応の速さ

としくみ 

 

化学平衡 

 

 

非金属元素 

 

 

金属元素（I） 

 

金属元素（II） 

 

 

 

有機化合物の分

類と分析 

脂肪族炭化水素 

 

アルコールと関

連物質 

 

 

芳香族化合物 

 

 

天然有機化合物 

 

天然高分子化合

物高分子化合物

の性質合成高分

子化合物 

 

 

 

演習 

反応の速さと濃度，圧力 

・温度との関係を学ぶ。 

 

ルシャトリエの原理，平

衡定数について学ぶ。 

 

非金属元素の性質や用

途を学ぶ。 

 

金属元素の性質や用途

を学ぶ。 

遷移元素と化合物につ

いて，性質や用途を学

ぶ。 

 

有機化合物の特徴と分 

類、分析について学ぶ。 

飽和炭化水素、不飽和炭

化水素について学ぶ。 

アルコール・エーテル・ 

アルデヒド・ケトン。 

 

 

ベンゼンを出発点とす 

る関連芳香族化合物に 

ついて学ぶ。 

天然有機化合物の種類

について学ぶ。 

糖類とタンパク質につ

いて学ぶ。 

高分子化合物の構造と

性質を学ぶ 

合成繊維・合成樹脂 

について学ぶ。 

 

入試問題や演習問題に 

取り組む。 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

１２ 

 

 

１２ 

 

１２ 

反応速度について理解し，それを算出できるように

なる。触媒のはたらきについて理解する。 

 

可逆反応と不可逆反応，化学平衡を理解する。平衡

定数を理解し量的関係の算出を学ぶ。 

 

典型元素と化合物について，性質や用途を学ぶ。

元素を周期表にもとづいて分類し，単体や化合物の

性質を広く学ぶ。金属元素は元素全体の8割を占

め，非金属元素とは大きく性質が異なる点に着目し

て学習する。遷移元素はすべて金属で，たがいに性

質がある程度似ているので，族の分類とは関係なく

学ぶほうが現実的である。単体や化合物，イオンな

ど特徴的な性質をもつものが多く，身近な元素を主

体に学ぶ。 

有機化合物の成分元素、基本構造、有名分子の名称

と性質、用途を学ぶ。３つの分類〔Ｃ原子の結合(直

鎖と側鎖)・飽和と不飽和ベンゼン環の有無〕と構造

異性体立体異性体(幾何異性体・光学異性体)を理解

する。官能基・構造・製法と置換・付加・脱水と系

統理解。アルコールとエーテルの関係に代表される

異性体理解。縮合・エステル・加水分解・けん化な

ど反応の理解。代表的な芳香族化合物の製法と系統

理解。エステル化アセチル化・ジアゾ化・カップリ

ング反応の理解。定性反応による有機化合物の特定

と混合液の分離。 

糖とタンパク質について名称・構造・用途の理解。

糖類・タンパク質と分解酵素の関係を学ぶ。熱可塑

性樹脂(プラスチック)と熱硬化性樹脂を理解し機

能性ポリマーの活用例や可能性を学ぶ。 

 

 

 

 

 

進路実現をめざして大学入学共通テストや個別の大

学入試問題をはじめ医療系・看護系など理系入試問題

に取り組み学習内容の定着と応用力を養い、受験学力

を養成する。 

 

 

 



 

59 

教科名 理科 科目名 生物 単位数   ４単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース） 履修形態 選択 

 

科目の目標 

 

生物や生命現象についての観察、実験などを行い、生物学的に探究する態度と能力を育て

るとともに、２年生での内容を継続して学習し、重要な概念や原理・法則を理解させ、科

学的な自然観を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）生殖と発生 

動物の体節決定のしくみと植物の発生から器官形成までの流れを学習し、遺伝子や

調節たんぱく質の相互関係を学習する。 

 

 （２）生物の環境応答 

刺激の受容・伝達方法を学習し、動植物の動きの原理を理解する。 

 

 （３）生態と環境 

生物を集団のレベルでとらえて生物と環境との係わり合いについて理解し、環境問

題とからめて自然界における生物集団についての見方や考え方を身につける。 

 

 （４）生物の進化と系統 

   生物分類と系統及び進化の過程とその仕組みを通して探究し、生物界の多様性と歴

史的変遷を理解させ、分類と進化についての見方や考え方を身につける。 

 

  ※後期からは主に大学入試に向けた演習を行う。 

 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

 

評価の観点は生物への関心・意欲・態度、科学的な見方や考え方、科学的な表現・処理、

知識・理解の4項目とする。 

 

評価の方法は定期考査、小テスト、出席状況、課題・ノート等の提出物、授業態度等によ

り総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

 

教科書の解説と問題集を用いて大学入試問題・センター試験対応の問題演習等。 

視聴覚教材を用いた学習。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

教科書 「生物 新訂版」（実教出版） 

問題集 「ビーライン生物」（第一学習社） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

 ９ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

生殖と発生 

 

 

 

 

 

生物の環境応答 

 

 

 

 

生態と環境 

 

 

 

 

生物の進化と系

統 

 

 

 

 

 

 

問題演習 

   

軸に沿った形態形成の

しくみ 

 

植物の発生 

 

 

動物の反応と行動 

 

 

植物の環境応答 

 

個体群とその変動 

 

生態系とエネルギーの

流れ 

 

生物の進化 

 

 

進化のしくみ 

 

 

進化の系統 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

１６ 

 

 

１２ 

 

 

１２ 

 

 

１６ 

ショウジョウバエを例に、体節形成のしくみを学習す

る。 

 

植物の受精から胚形成までの流れと器官形成のしく

みについて学習する。 

 

刺激の種類とその受容方法そして受容後の行動につ

いて理解する。 

 

植物の環境に対する応答について理解する。 

 

個体群の性質とその内外の関係について学習する。 

 

生態系でのエネルギー・炭素・窒素などの流れと、地

球環境の保全を考える。 

 

生命の誕生から人類の出現までの流れについて学習

する。 

 

生物の内外両面から様々な進化のしくみについて学

習する。 

 

系統に基づく生物種の分類方法について学習する。 

 

大学入学共通テストに対応する基礎を固め、大学個別

試験などの応用問題に対する力を養う。 
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教科名 理科 科目名 応用化学基礎 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース文系） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

１．化学が物質を対象とする科学であり、人間生活に果たしている役割が理解できる。 

２．物質を構成する粒子の構造と結合のしくみや種類、その違いよる物質の種類や性質

の違いを理解できる。 

３．化学反応の量的関係、酸・塩基の性質と中和反応、酸化還元反応と電子の授受につ

い理解できるとともに、日常生活や社会と関連付けて考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２年次の内容を確認し、進路に応じた演習問題を実施する。 

 

物質の構成と化学結合 

 物質の構成・・物質を構成から分類し、粒子の熱運動と物質の状態を理解する。 

  

物質の構成粒子・・原子の構造を理解し電子配置やイオンの生成、周期律を学ぶ。 

  

粒子の結合・・構成粒子と化学結合の関係を理解し、結合からなる結晶を学ぶ。 

 

物質の変化 

 物質量と化学反応式・・物質量を理解し、化学変化の量的関係を化学反応式の係数と 

 関連付けて学習する。 

  

酸・塩基・・酸・塩基、酸性・塩基性について液性の理由や強弱の原因、電離式、中

和 

反応の量的関係、中和滴定、滴定曲線と指示薬、塩について学ぶ。 

 

酸化・還元・・酸化還元を電子の授受による酸化数の変化であると統一的に考え、酸 

化剤・還元剤のはたらきと、そのときにおこる化学変化を化学反応式表せるようにす 

るとともに、その利用例として金属の精錬や電池、電気分解の原理を学習する。 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

評価の観点は化学への関心・意欲・態度、科学的な見方、科学的な表現・処理、知識・

理解の4項目とする。 

 

評価の方法は定期考査、小テスト、出席状況、課題・ノート等の提出物、授業態度等

により総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

教科書の解説と家庭学習教材を用い上級学校の受験にむけた問題演習等。 

視聴覚教材を用いた学習。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書 「改訂版 新編 化学基礎」（数研出版） 

問題集 「大学入学共通テスト攻略問題集 ビーライン化学基礎」（第一学習社） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

物質の構成 

 

 

 

物質の構成粒子 

 

 

 

 

粒子の結合 

 

 

 

 

 

物質量と化学反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸と塩基の反応 

 

 

 

 

 

 

 

酸化還元反応 

 

 

 

 

混合物と純物質 

物質とその成分 

物質の三態と熱運動 

 

原子とその構造 

イオン 

周期表 

 

 

イオン結合 

分子と共有結合 

分子の極性 

共有結合の物質 

金属結合と金属 

 

原子量・分子量・式量 

物質量 

溶液の濃度 

化学反応式と物質量 

 

 

 

 

 

酸・塩基 

水の電離と水溶液のｐＨ 

中和反応 

塩 

 

 

 

 

酸化と還元 

酸化剤と還元剤 

金属の酸化還元反応 

酸化還元反応の利用 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

 

８ 

 

 

 

６ 

代表的な物質を、混合物と純物質に分類で

きるようになる。物質が元素という単位か

ら構成されること、またその種類を理解す

る。 

 

原子の構造を理解する。価電子が増減する

ことで、電荷を帯びてイオンになることを

理解する。価電子の数と化学的性質には関

係性があることを理解する。 

 

原子は電子を介して結合すること、またそ

の結合の種類と性質について理解する。 

 

 

 

 

元素の原子量を理解し、分子量、式量の求

め方を理解する。物質量とその応用を理解

する。化学反応式の作り方を学び、化学反

応式が表す量的な関係について理解する。 

 

 

 

 

 

酸・塩基の定義を理解する。 

酸・塩基の強さと水素イオン濃度との関係

を理解する。中和を理解し、塩の分類を学

習する。また、中和滴定の操作を習得し、

量的関係を理解する。 

 

 

 

酸化・還元の定義を理解する。電子の授受

と酸化数の変化について学ぶ。酸化剤、還

元剤について学習し、それらの反応を理解

する。 

金属のイオン化傾向に基づいて、金属の反

応性を学ぶ。電気分解について学習し、電

解液と電極でおこる反応および金属の精錬

について理解する。 
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教科名 理科 科目名 応用生物基礎 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（特別進学コース文系） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもっ

て観察、実験を行い、生物学的に探求する能力と態度を身につけるとともに、生物学の

基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２年次の学習内容を再確認し進路に応じた問題演習に取り組む。 

 

（１）生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ、生物の体を構成する共通の基本単位で

ある細胞の構造と働きについて学び、生命活動に必要なエネルギーと代謝について

理解する。 

 

（２）遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について探求し、細胞の働き及びＤＮＡの構造と機能の概要を理解

する。 

 

（３）生物の体内環境とその維持 

生物の体内環境の維持について探求し、生物には体内環境を維持する仕組みがあ

ることを理解させ、体内環境の維持と健康との関係について認識する。 

 

（４）生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について探求し、生態系の成り立ちを理解し、その保全の重要性

について認識する。 

 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

評価の観点は、生物への関心・意欲・態度、思考・判断、観察・実験の技能・表現、

知識・理解の4項目とする。 

 

評価の方法は定期考査、休み明けの小テスト、課題やノート等の提出物、授業態度に

より総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

教科書の解説と問題集を用いての問題演習等。 

身近な事象や視聴覚教材を用いた学習。 

個々の進学・進路に応じた演習。 

小テストや課題を活用した反復学習による基礎力の定着 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

教科書 改訂版 新編 化学基礎(数研出版) 

問題集 大学入学共通テスト対策 チェック＆演習化学基礎(数研出版) 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

体内環境と恒常

性 

 

 

体内環境の維持

の仕組み 

 

 

免疫 

 

 

 

 

 

植生の多様性と

分布 

 

 

 

 

 

 

生態系とその保

全 

 

 

進路対策 

体内環境の維持に自律

神経とホルモンがかか

わっていることを理解

する。 

 

 

 

 

免疫とそれにかかわる

物質や細胞の働きにつ

いて理解する。 

 

 

 

陸上には様々な植生が

見られ、植生には長期的

に移り変わっていくこ

とを理解し、様々なバイ

オームが成立している

ことを学ぶ。 

 

 

生態系は、物質の循環 

とともにエネルギー 

が移動することを学び 

生態系のバランスに 

ついての理解と、生態 

系保全の重要性を認 

識する。 

 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 ８ 

 

 

  

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

  

６  

 

 

６ 

 

 

 

６ 

循環系とその働き、血液成分とその働きなどで、生物 

の体内環境が保たれていることを理解する。 

 

 

自律神経とホルモンの共同作用で体内環境の恒常性 

が調節されていることを理解する。 

 

 

細胞性免疫と体液性免疫を理解し、病原菌などの異物 

を認識、排除して体内環境を保つ仕組みを理解する。 

 

 

 

 

さまざまな植生とその違いを理解し、遷移のメカニ 

ズム、気温と降水量の違いにより、地球上にはさまざ 

まなバイオームが成立していることを理解する。 

 

 

 

 

 

生態系では、物質が循環するとともにエネルギーが移 

動することを理解し、生態系のバランスと保全の重要 

性を理解する。 

 

進路に応じた演習に取り組み、進路実現に必要な基礎

力および応用力を養う。 

 



 

65 

教科名 理科 科目名 応用生物基礎（学校設定） 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（進学コース） 履修形態 選択 

 

科目の目標 

 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもっ

て観察、実験を行い、生物学的に探求する能力と態度を身につけるとともに、生物学の

基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２年次の学習内容を再確認し進路に応じた問題演習に取り組む。 

 

（１）生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ、生物の体を構成する共通の基本単位で

ある細胞の構造と働きについて学び、生命活動に必要なエネルギーと代謝について

理解する。 

 

（２）遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について探求し、細胞の働き及びＤＮＡの構造と機能の概要を理解

する。 

 

（３）生物の体内環境とその維持 

生物の体内環境の維持について探求し、生物には体内環境を維持する仕組みがあ

ることを理解させ、体内環境の維持と健康との関係について認識する。 

 

（４）生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について探求し、生態系の成り立ちを理解し、その保全の重要性

について認識する。 

 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

評価の観点は、生物への関心・意欲・態度、思考・判断、観察・実験の技能・表現、

知識・理解の4項目とする。 

 

評価の方法は定期考査、休み明けの小テスト、課題やノート等の提出物、授業態度に

より総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

教科書の解説と問題集を用いての問題演習等。 

身近な事象や視聴覚教材を用いた学習。 

個々の進学・進路に応じた演習。 

小テストや課題を活用した反復学習による基礎力の定着 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

教科書 「生物基礎 新訂版」（実教出版） 

問題集 「基本ステップノート生物基礎」（浜島書店） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

１年次の復習 

 

生物の共通性と

多様性 

 

 

 

生物とエネルギ

ー 

 

 

遺伝情報とDNA 

 

 

 

遺伝情報の分配 

 

 

 

遺伝情報とタン

パク質の合成 

 

 

体内環境と恒常

性 

 

神経系と内分泌

による調節 

 

 

免疫 

 

 

植生の多様性と

分布 

 

 

 

 

生態系とその保

全 

 

１年次の復習 

 

生物は多様であるが共

通性をもっていること

を理解し、細胞および生

物の構造について学ぶ。 

 

生命活動に必要なエネ

ルギーの出入りと、生物

に必要な物質の合成や

分解について学ぶ。 

遺伝情報を担う物質と

してのDNAの特徴につ

いて理解する。 

 

DNA が複製され分配さ

れることにより、遺伝情

報が伝えられることを

理解する。 

DNA の情報に基づいて

タンパク質が合成され

ることを理解する。 

 

ヒトの体の調節の仕組

みを理解する。 

 

体内環境の維持に自律

神経とホルモンがかか

わっていることを理解

する。 

免疫とそれにかかわる

物質や細胞の働きにつ

いて理解する。 

陸上には様々な植生が

見られ、植生には長期的

に移り変わっていくこ

とを理解し、様々なバイ

オームが成立している

ことを学ぶ。 

生態系は、物質の循環と

ともにエネルギーが移

動することを学び、生態

系のバランスについて

の理解と生態系保全の

重要性を認識する。 

８ 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

  

４ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

  

６  

 

 

６ 

 

 

 

 

 

６ 

１年次の復習 

 

現存する多様な生物には共通性と多様性

があり、真核生物と原核生物、単細胞生物

と多細胞生物の共通点と相違点を細胞の

構造などから理解する。 

 

生命活動に必要なエネルギーは呼吸によ

り有機物から取り出され、有機物は光合成

により光エネルギーを用いてつくられる

ことを理解する。 

遺伝子の本体がDNAであること、DNAが

二重らせん構造であること、さらに個々の

遺伝子はゲノムを構成するDNAの一部で

あることを理解する。 

体細胞分裂前のDNAの複製と細胞周期に

おけるDNA量の変化を理解する。 

 

 

遺伝情報とRNAの関係を理解し、遺伝情

報の発現とタンパク質合成の関係を理解

する。また、タンパク質が酵素として生命

現象を支えていることを理解する。 

循環系とその働き、腎臓や肝臓の働きなど

で、ヒトの体内環境が保たれていることを

理解する。 

自律神経とホルモンの共同作用で体内環

境の恒常性が調節されていることを理解

する。 

 

細胞性免疫と体液性免疫を理解し、病原菌

などの異物を認識、排除して体内環境を保

つ仕組みを理解する。 

さまざまな植生とその違いを理解し、遷移

のメカニズム、気温と降水量の違いによ

り、地球上にはさまざまなバイオームが成

立していることを理解する。 

 

 

生態系では、物質が循環するとともにエネ

ルギーが移 

動することを理解し、生態系のバランスと

保全の重要 

性を理解する。 
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教科名 理科 科目名 応用生物基礎（学校設定） 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（総合コース） 履修形態 選択 

 

科目の目標 

 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもっ

て観察、実験を行い、生物学的に探求する能力と態度を身につけるとともに、生物学の

基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２年次の学習内容を再確認し進路に応じた問題演習に取り組む。 

 

（１）生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ、生物の体を構成する共通の基本単位で

ある細胞の構造と働きについて学び、生命活動に必要なエネルギーと代謝について

理解する。 

 

（２）遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について探求し、細胞の働き及びＤＮＡの構造と機能の概要を理解

する。 

 

（３）生物の体内環境とその維持 

生物の体内環境の維持について探求し、生物には体内環境を維持する仕組みがあ

ることを理解させ、体内環境の維持と健康との関係について認識する。 

 

（４）生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について探求し、生態系の成り立ちを理解し、その保全の重要性

について認識する。 

 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

評価の観点は、生物への関心・意欲・態度、思考・判断、観察・実験の技能・表現、

知識・理解の4項目とする。 

 

評価の方法は定期考査、休み明けの小テスト、課題やノート等の提出物、授業態度に

より総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

教科書の解説と問題集を用いての問題演習等。 

身近な事象や視聴覚教材を用いた学習。 

個々の進学・進路に応じた演習。 

小テストや課題を活用した反復学習による基礎力の定着 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

教科書 「生物基礎 新訂版」（実教出版） 

問題集 「基本ステップノート生物基礎」（浜島書店） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

１年次の復習 

 

生物の共通性と

多様性 

 

 

 

生物とエネルギ

ー 

 

 

遺伝情報とDNA 

 

 

 

遺伝情報の分配 

 

 

 

遺伝情報とタン

パク質の合成 

 

 

体内環境と恒常

性 

 

神経系と内分泌

による調節 

 

 

免疫 

 

 

植生の多様性と

分布 

 

 

 

 

生態系とその保

全 

 

１年次の復習 

 

生物は多様であるが共

通性をもっていること

を理解し、細胞および生

物の構造について学ぶ。 

 

生命活動に必要なエネ

ルギーの出入りと、生物

に必要な物質の合成や

分解について学ぶ。 

遺伝情報を担う物質と

してのDNAの特徴につ

いて理解する。 

 

DNA が複製され分配さ

れることにより、遺伝情

報が伝えられることを

理解する。 

DNA の情報に基づいて

タンパク質が合成され

ることを理解する。 

 

ヒトの体の調節の仕組

みを理解する。 

 

体内環境の維持に自律

神経とホルモンがかか

わっていることを理解

する。 

免疫とそれにかかわる

物質や細胞の働きにつ

いて理解する。 

陸上には様々な植生が

見られ、植生には長期的

に移り変わっていくこ

とを理解し、様々なバイ

オームが成立している

ことを学ぶ。 

生態系は、物質の循環と

ともにエネルギーが移

動することを学び、生態

系のバランスについて

の理解と生態系保全の

重要性を認識する。 

８ 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

  

４ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

  

６  

 

 

６ 

 

 

 

 

 

６ 

１年次の復習 

 

現存する多様な生物には共通性と多様性

があり、真核生物と原核生物、単細胞生物

と多細胞生物の共通点と相違点を細胞の

構造などから理解する。 

 

生命活動に必要なエネルギーは呼吸によ

り有機物から取り出され、有機物は光合成

により光エネルギーを用いてつくられる

ことを理解する。 

遺伝子の本体がDNAであること、DNAが

二重らせん構造であること、さらに個々の

遺伝子はゲノムを構成するDNAの一部で

あることを理解する。 

体細胞分裂前のDNAの複製と細胞周期に

おけるDNA量の変化を理解する。 

 

 

遺伝情報とRNAの関係を理解し、遺伝情

報の発現とタンパク質合成の関係を理解

する。また、タンパク質が酵素として生命

現象を支えていることを理解する。 

循環系とその働き、腎臓や肝臓の働きなど

で、ヒトの体内環境が保たれていることを

理解する。 

自律神経とホルモンの共同作用で体内環

境の恒常性が調節されていることを理解

する。 

 

細胞性免疫と体液性免疫を理解し、病原菌

などの異物を認識、排除して体内環境を保

つ仕組みを理解する。 

さまざまな植生とその違いを理解し、遷移

のメカニズム、気温と降水量の違いによ

り、地球上にはさまざまなバイオームが成

立していることを理解する。 

 

 

生態系では、物質が循環するとともにエネ

ルギーが移 

動することを理解し、生態系のバランスと

保全の重要 

性を理解する。 
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教科名 理科 科目名 応用生物基礎（学校設定） 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（生活教養科） 履修形態 選択 

 

科目の目標 

 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもっ

て観察、実験を行い、生物学的に探求する能力と態度を身につけるとともに、生物学の

基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２年次の学習内容を再確認し進路に応じた問題演習に取り組む。 

 

（１）生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ、生物の体を構成する共通の基本単位で

ある細胞の構造と働きについて学び、生命活動に必要なエネルギーと代謝について

理解する。 

 

（２）遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について探求し、細胞の働き及びＤＮＡの構造と機能の概要を理解

する。 

 

（３）生物の体内環境とその維持 

生物の体内環境の維持について探求し、生物には体内環境を維持する仕組みがあ

ることを理解させ、体内環境の維持と健康との関係について認識する。 

 

（４）生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について探求し、生態系の成り立ちを理解し、その保全の重要性

について認識する。 

 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

評価の観点は、生物への関心・意欲・態度、思考・判断、観察・実験の技能・表現、

知識・理解の4項目とする。 

 

評価の方法は定期考査、休み明けの小テスト、課題やノート等の提出物、授業態度に

より総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

教科書の解説と問題集を用いての問題演習等。 

身近な事象や視聴覚教材を用いた学習。 

個々の進学・進路に応じた演習。 

小テストや課題を活用した反復学習による基礎力の定着 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

教科書 「生物基礎 新訂版」（実教出版） 

問題集 「基本ステップノート生物基礎」（浜島書店） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

１年次の復習 

 

生物の共通性と

多様性 

 

 

 

生物とエネルギ

ー 

 

 

遺伝情報とDNA 

 

 

 

遺伝情報の分配 

 

 

 

遺伝情報とタン

パク質の合成 

 

 

体内環境と恒常

性 

 

神経系と内分泌

による調節 

 

 

免疫 

 

 

植生の多様性と

分布 

 

 

 

 

生態系とその保

全 

 

１年次の復習 

 

生物は多様であるが共

通性をもっていること

を理解し、細胞および生

物の構造について学ぶ。 

 

生命活動に必要なエネ

ルギーの出入りと、生物

に必要な物質の合成や

分解について学ぶ。 

遺伝情報を担う物質と

してのDNAの特徴につ

いて理解する。 

 

DNA が複製され分配さ

れることにより、遺伝情

報が伝えられることを

理解する。 

DNA の情報に基づいて

タンパク質が合成され

ることを理解する。 

 

ヒトの体の調節の仕組

みを理解する。 

 

体内環境の維持に自律

神経とホルモンがかか

わっていることを理解

する。 

免疫とそれにかかわる

物質や細胞の働きにつ

いて理解する。 

陸上には様々な植生が

見られ、植生には長期的

に移り変わっていくこ

とを理解し、様々なバイ

オームが成立している

ことを学ぶ。 

生態系は、物質の循環と

ともにエネルギーが移

動することを学び、生態

系のバランスについて

の理解と生態系保全の

重要性を認識する。 

８ 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

  

４ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

  

６  

 

 

６ 

 

 

 

 

 

６ 

１年次の復習 

 

現存する多様な生物には共通性と多様性

があり、真核生物と原核生物、単細胞生物

と多細胞生物の共通点と相違点を細胞の

構造などから理解する。 

 

生命活動に必要なエネルギーは呼吸によ

り有機物から取り出され、有機物は光合成

により光エネルギーを用いてつくられる

ことを理解する。 

遺伝子の本体がDNAであること、DNAが

二重らせん構造であること、さらに個々の

遺伝子はゲノムを構成するDNAの一部で

あることを理解する。 

体細胞分裂前のDNAの複製と細胞周期に

おけるDNA量の変化を理解する。 

 

 

遺伝情報とRNAの関係を理解し、遺伝情

報の発現とタンパク質合成の関係を理解

する。また、タンパク質が酵素として生命

現象を支えていることを理解する。 

循環系とその働き、腎臓や肝臓の働きなど

で、ヒトの体内環境が保たれていることを

理解する。 

自律神経とホルモンの共同作用で体内環

境の恒常性が調節されていることを理解

する。 

 

細胞性免疫と体液性免疫を理解し、病原菌

などの異物を認識、排除して体内環境を保

つ仕組みを理解する。 

さまざまな植生とその違いを理解し、遷移

のメカニズム、気温と降水量の違いによ

り、地球上にはさまざまなバイオームが成

立していることを理解する。 

 

 

生態系では、物質が循環するとともにエネ

ルギーが移 

動することを理解し、生態系のバランスと

保全の重要 

性を理解する。 
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教科名 保健体育 科目名 体育 単位数 ２ 単位 

対象学年 第３学年 全クラス 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的

な実践を通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てると

ともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある

生活を営む態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運動」 

① 集団行動 

② 体つくり運動 

③ 球技 

 運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽し

さや喜びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力

を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯

にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

 

「体育理論」 

① スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴 

② 運動やスポーツの効果的な学習の仕方 

③ 豊かなスポーツライフの設計の仕方 

 理論と実践の一体化を図ることによって生涯にわたって計画的に運動に親しむことが

できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

① 関心・意欲・態度・・・・・・・出欠見学状況・服装・提出物 

② 思考・判断（表現・創造）・・・安全への配慮・健康管理・集団への協力 

③ 運動の技能・知識・理解・・・・各単元の実技テスト・自己評価 

 

評価は、各内容の目標に対する絶対評価を主として、個人の能力に応じた各運動・理

論における個人内容評価を加味し、総合的に評価する。 

  

 

 

学習方法 

 

 

教師主導による一斉授業とし、実技を中心とした学習。 

グループ学習。（場合によっては習熟度別学習を行う） 

教科書・教材等 
『現代保健改訂版ノート』（大修館書店） 

 マイ・スポーツ２０１０（大修館書店） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

９ 

 

 

10 

11 

12 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

オリエンテーション 

 

 

集団行動 

 

 

体つくり運動 

 

 

新体力テスト 

 

 

 

長距離 

 

 

球技 

 

 

 

 

 

 

校内体育大会種

目練習 

 

 

体育種目説明、授業時の注意

事項 

 

集合・整頓・列の増減 

 

 

トレーニング・ストレッチ体

操・徒手体操 

 

全９種目 

 

 

 

ペース走・駅伝 

 

 

バドミントン 

 

 

 

バレーボール 

 

 

（バレー、ドッジボール、大

繩） 

 

 

 

卓球 

 

 

 

バスケットボール 

1 

 

 

2 

 

 

4 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

10 

 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

学校の教育活動全体や授業において、集団とし

て必要な行動の仕方が実践できるようにする。 

 

集団が一定の行動の仕方にしたがって、安全

に、しかも能率的に行動することが重要である

ことを知る。 

 

体を動かす楽しさや心地よさを味わい、自己の

体力や生活に応じた継続的な運動の計画を立

てて実生活に役立てる。 

正しい測定の仕方を理解し、安全に留意してで

きるようにする。自己の体に関心を持ち、体力に

応じた課題を持ち実践できるようにする。 

 

記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解

決するなどの多様な楽しさや喜びを味わう。 

 

状況に応じたシャトルの操作や安定したラケ

ットの操作と連携した動きによって空間を作

り出すなどの攻防をすること。 

 

状況に応じて安定したボールの操作を行い、作

戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲーム

を展開する。 

 

自己の役割を良く理解し、責任を果たし、互い

に協力できるようにする。 

体力増進とともに、安全に気を配りながら運動

を行うことができる。 

 

ゲームの特性を活かし、学習段階に応じた作戦

を立て、防御から攻撃への連携を活かしたゲー

ムができるようにする。 
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科名 保健体育 科目名 保健 単位数   １単位 

対象学年 第３学年（全） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自

らの健康を適切に管理し、改善していくための資質や能力を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯を通じる健康 

① 思春期の健康 

② 性への関心・欲求と性行動 

③ 妊娠・出産と健康 

④ 避妊法と人工妊娠中絶 

⑤ 結婚生活と健康 

⑥ 中高年期と健康 

⑦ 医薬品とその活用 

⑧ 医療サービスとその活用 

⑨ 保健サービスとその活用 

⑩ さまざまな保健活動や対策 

 

社会生活と健康 

①大気汚染と健康 

②水質汚濁、土壌汚染と健康 

③環境汚染を防ぐ取り組み 

④ごみの処理と上下水道の整備 

⑤食品の安全を守る活動 

⑥働くことと健康 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

 

定期考査 

① 関心・意欲・態度・・・出欠状況・提出物・学習態度 

② 思考・判断   ・・・発表 

③ 知識・理解   ・・・自己評価 

 

 

学習方法 

 

 

 

教科書の解説とノートの演習 

 グループ学習・・・テーマについて考え、意見交換。 

 ビデオ学習 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

教科書『現代保健体育』（大修館書店） 

副読本『図説 現代高等保健』（大修館書店） 

ビデオ 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 
時

間 
学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１思春期と健

康 

 

 

２性への関心・

欲求と性行動 

 

 

３妊娠・出産と

健康    

 

 

４避妊法と人

工妊娠中絶 

 ビデオ学習 

 

５結婚生活と

健康 

 

 

 

６中高年期と

健康 

 

 

７医療品とそ

の活用 

 

８医療サービ

スとその活用 

 

 

９保健サービ

スとその活用  

 

 

 

１０さまざま

な保健活動や

対策 

 

 

大気汚染と健

康 

 

思春期の体と健康 

思春期の心と健康 

 

 

性意識の男女差と性的

欲求 

性に関する情報と性行

動 

心身の発達と健康な結

婚生活 

結婚生活と家族の健康    

 

 受精・妊娠・出産 

 妊娠・出産期の健康の 

ために 

 

 家族計画の意義 

 避妊法とその選択 

 人工妊娠中絶 

 

 

加齢にともなう心身の 

変化 

中高年期を健やかに過 

ごすために 

医療品の正しい使い方 

 

 

医療機関とその役割  

 医療サービスの活用 

 

 

保健行政の役割としく

み 

保健サービスの活用 

 

 

医療費の供給と医療保

険 

保健・医療・福祉の連帯 

 

 

大気汚染が健康に及ぼ

す影響 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

１ 

 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

 

 

思春期における体の発達の特徴を理解し、行動面・心

理面の特徴も理解できる。 

 

 

性意識の男女差を性的欲求の違いを例に説明できる。 

性に関する情報が性行動の選択におよぼす影響につ

いて、説明できる。 

健康な結婚生活を営むための留意点を、心身の発達の

観点から理解でき、家族の健康づくりにどうかかわっ

ているかを、説明できる。 

 

 

受精・妊娠・出産の過程が説明でき、妊娠・出産期に、

本人および周囲の人びとが留意すべき点を挙げられ

る。ビデオ学習 

 

健康上からみた家族計画の意義を理解する。避妊法を

選択する際の留意点を男女それぞれの立場から挙げ

られる。人工妊娠中絶の条件、および女性の心身にお

よぼす影響について説明できる。 

 

加齢にともなう心身の変化について、形態、機能の両

面から説明できる。中高年期を健やかに過ごすための

留意点を説明できる。 

 

医療品の正しい使い方を知り、医療品の効果を説明で

きる。 

 

医療機関の選び方について具体的に説明でき、受診場

面を想定し、医療機関や医師から必要な情報を引き出

すための質問事項を挙げられる。 

 

保健行政の役割としくみについて説明でき、保健サー

ビスの内容と活用法について説明できる。 

わが国における医療保険のしくみを説明でき、医療費

が支払われるしくみを、例をあげて説明できる。 

 

医療機関の選び方について具体的に説明でき、受診場

面を想定し、医療機関や医師から必要な情報を引き出

すための質問事項を挙げられる。 

 

 

大気汚染の原因とその健康影響を説明できる。地球規

模の環境問題について、例をあげて説明できる。 
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１１ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

水質汚濁、土壌

汚染と健康 

 

環境汚染を防

ぐ取り組み 

 

 

ごみの処理と

上下水道の整

備 

 

 

食品の安全を

守る活動 

 

 

働くことと健

康 

水質汚濁や土壌汚染が

健康に及ぼす影響 

 

環境汚染の特徴と環境

汚染を防ぐさまざまな

取り組み 

 

ごみの適切な処理 

安全で質のよい水の確

保 

 

食品安全は健康を左右

する 

行政、生産、製造者のそ

れぞれの役割 

 

働き方と健康問題の変

化 

労働災害を防ぐ 

２ 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

水質汚濁、土壌汚染の原因と健康影響を説明できる。 

 

 

環境汚染の特徴について説明できる。環境汚染を防ぐ

さまざまな取り組みについて例をあげて説明できる。 

 

 

ごみの処理の現状や、その課題について説明できる。 

安全で質のよい水を確保するためのしくみと、課題を

説明できる。 

 

行政や生産・製造者による食品の安全のための対策に

ついて、例をあげて説明できる。食品の安全のため、

私たち消費者がおこなうべきことを例にあげて説明

できる。 

 

職場がおこなう健康増進対策について例をあげて説

明できる。 

余暇の大切さと活用の仕方について説明できる。 
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教科名 英語 科目名 コミュニケーション英語Ⅲ 単位数 ４単位 

対象学年 第３学年（選抜特進・特別進学コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，

事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える

能力を養う。 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

１．事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，

概要や要点を捉えたりする。 

２．説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応じた

読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

３．聞いたり読んだりしたことを，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなど

について，話し合うなどして結論をまとめる。 

４．聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどに

ついて，まとまりのある文章を書く。 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

定期考査             ７０点 

関心・意欲・態度         １０点 

表現力              １０点 

知識・理解            １０点 

 

関心・意欲・態度の判断基準 

・出欠状況 

・学習の取り組み 

・提出物 

表現力の判断基準 

・本文を元にしたリテリング 

・既習の言語材料を使ってのライティング 

知識・理解の判断基準 

・単元テスト 

 

 

学習方法 

 

 

１．１～２年次の既習事項を確認しながら，重要な語句および文法事項を理解する。 

２．内容の展開に注意しながら音読をすることでで，速読力を高める。 

３．ペアワークによるＱＡなどの活動を通じて，相手に伝える力と聞き取る力を養う。ま

た，各課ごとに本文を元にしたリテリングを行い，スピーキング力を高める。 

４．各課ごとに単元テストを行い，既習事項の定着度を確認する。 

５．大学入学共通テストに対応できるよう，実戦的な問題演習に取り組む。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

Power On Communication Ⅲ（東京書籍） 

DUAL SCOPE総合英語（数研出版） 

DUALSCOPE英語総合演習（数研出版） 

共通テストドリル 英語 リーディング（Ｚ会） 

夢をかなえる英単語 新ユメタン１（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

２ 

 

 

Lesson 1 

 

 

Lesson 2 

 

 

Lesson 3 

 

 

Lesson 4 

 

 

Lesson 5 

 

 

Lesson 6 

 

 

Lesson 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Emoji as a Universal 

“Language” 

絵文字 

How Was the Olympic 

Symbol Created? 

オリンピックのシンボル 

Zoo Dentists 

動物の歯医者 

 

The First Four Minutes of 

an Encounter 

出会いの最初の４分 

A Professional Surfer 

from Japan 

プロサーファー大原洋人選手 

Where Does Halloween 

Come from? 

ハロウィーンの起源と歴史 

A Science Award That Makes 

You Laugh, and Then Think 

イグ・ノーベル賞 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

私大・二次試験対策 

 

 

私大・二次試験対策 

 

 

12 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

16 

 

 

 

16 

 

 

 

16 

 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

絵文字がどのように使われるようになっているかに

ついて学ぶ 

主語と述語 

オリンピックの旗の意味について学ぶ 

パラグラフと話題文 

 

動物の歯を治療する仕事はどのようなものであるか

について学ぶ 

文章の構成 

初対面の人と会話をする際に「最初の４分」が重要で

あることについて学ぶ 

ディスコースマーカー①列挙 

プロサーファーである大原洋人選手について学ぶ 

ディスコースマーカー②因果関係 

 

ハロウィーンの起源と歴史について知る 

付帯状況を表すwith 

 

イグ・ノーベル賞を受賞した研究の内容を知り，賞の

意義について考える 

対比を表す接続詞while 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

大学入試過去問を用いた問題演習 

 

 

大学入試過去問を用いた問題演習 

 

 



 

78 

教科名 英語 科目名 英語表現Ⅰ 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年（生活教養科） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，

事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える

能力を養う。 

 

学習内容の概要 

 

 

１．与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応じて，簡潔に話す。 

２．読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 

３．聞いたり読んだりしたこと，学んだり経験したことをもとに，情報や考えなどをまと

め，発表する。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

定期考査             ７０点 

関心・意欲・態度         １０点 

表現力              １０点 

知識・理解            １０点 

 

関心・意欲・態度の判断基準 

・出欠状況 

・学習の取り組み 

・提出物 

表現力の判断基準 

・音読 

・既習の言語材料を使ってのライティング 

知識・理解の判断基準 

・単元テスト 

 

 

学習方法 

 

 

１．各課で取り上げられる基本表現を習得する。 

２．場面や目的に応じて，習得した基本表現を使って会話する。 

３．場面や目的に応じて，習得した基本表現を使って英文を書く。 

４．ペアワーク、グループワークを用いて，アクティブ・ラーニングの要素を取り入れた

授業を展開する。 

 

 

教科書・教材等 

 

SELECT English Expression I New Edition（三省堂） 

SELECT English Expression I New Edition WORKBOOK（三省堂） 

夢をかなえる英単語 新ユメタンJr.（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

8 

 

 

9 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

Lesson1 

 

Lesson2 

 

Lesson3 

 

Lesson4 

 

Lesson5 

 

Lesson6 

 

Lesson7 

 

Lesson8 

 

Lesson9 

 

Lesson10 

 

Lesson11 

 

Lesson 12 

 

Lesson13 

 

Lesson14 

 

Lesson15 

 

Lesson16 

 

Lesson17 

 

Lesson 18 

 

１年のまとめ 

自己紹介 

 

宇宙で食事 

 

世界へ羽ばたけ！ 

 

エーゲ海の島へ 

 

アイドル 

 

祭りだ！祭りだ！ 

 

未来のエネルギー 

 

世界平和のために 

 

沖縄美ら海水族館 

 

未来を切り拓く 

 

はやぶさ２の挑戦 

 

どこが違う？ 

 

ヒエログラフ 

 

私たちの街にガォー 

 

書道甲子園 

 

どれが一番？ 

 

日本文化をＰＲ！ 

 

限りある水 

 

 

 

 6 

 

 

 

8 

 

 

 

8 

 

 

 

8 

 

 

 

8 

 

 

 

8 

 

 

 

8 

 

 

 

6 

 

 

 

6 

 

 

 

6 

 

・現在形：be動詞／一般動詞 

 

・過去形：be動詞／一般動詞 

 

・進行形：現在進行形／過去進行形 

 

・未来表現：will / be going to 

 

・現在完了形①：継続／経験 

 

・現在完了形②：完了／現在完了進行形 

 

・助動詞①：can / may 

 

・助動詞②： must / have to / should 

 

・不定詞①：副詞的用法／名詞的用法 

 

・不定詞②：形容詞的用法／It ～ to … 

 

・動名詞 

 

・受動態 

 

・分詞：現在分詞／過去分詞 

 

・関係代名詞①：that / who / which 

 

・関係代名詞②：what 関係副詞：where / 

when / why 

・比較：比較級／最上級／as … as ~ 

 

・知覚動詞／使役動詞 

 

・仮定法過去：If ～ ／ I wish ～ 

 

・既習事項の振り返り 
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教科名 英語 科目名 英語表現Ⅱ 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年（選抜特進・特別進学コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，

事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える

能力を養う。 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

１．事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，

概要や要点を捉えたりする。 

２．説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応じた

読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

３．聞いたり読んだりしたことを，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなど

について，話し合うなどして結論をまとめる。 

４．聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどに

ついて，まとまりのある文章を書く。 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

定期考査             ７０点 

関心・意欲・態度         １０点 

表現力              １０点 

知識・理解            １０点 

 

関心・意欲・態度の判断基準 

・出欠状況 

・学習の取り組み 

・提出物 

表現力の判断基準 

・本文を元にしたリテリング 

・既習の言語材料を使ってのライティング 

知識・理解の判断基準 

・単元テスト 

 

 

学習方法 

 

 

１．１～２年次の既習事項を確認しながら，重要な語句および文法事項を理解する。 

２．内容の展開に注意しながら音読をすることでで，速読力を高める。 

３．ペアワークによるＱＡなどの活動を通じて，相手に伝える力と聞き取る力を養う。ま

た，各課ごとに本文を元にしたリテリングを行い，スピーキング力を高める。 

４．各課ごとに単元テストを行い，既習事項の定着度を確認する。 

５．大学入学共通テストに対応できるよう，実戦的な問題演習に取り組む。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

MY WAY English Expression Ⅱ（三省堂） 

MY WAY English Expression Ⅱ WORKBOOK（三省堂） 

DUAL SCOPE総合英語（数研出版） 

DUALSCOPE英語総合演習（数研出版） 

共通テストドリル 英語 リスニング（Ｚ会） 

夢をかなえる英単語 新ユメタン１（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

２ 

 

 

Get Ready! 

 

Paragraph 

Writing 1 

 

Paragraph 

Writing 2 

 

Paragraph 

Writing 3 

 

Paragraph 

Writing 4 

 

Paragraph 

Writing 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語のパラグラフを書

いてみよう 

異文化の紹介 

 

 

動物の休息パターン 

 

 

世界の住居の比較 

 

 

地球温暖化の原因・結果 

 

 

海外旅行者数の推移 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

 

共通テスト対策 

 

 

私大・二次試験対策 

 

 

６ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

 

パラグラフの定義を知り，筋の通ったパラグラフを書

く 

「例示・列挙」によるパラグラフ 

 

 

「分類」によるパラグラフ 

 

 

「比較・対照」によるパラグラフ 

 

 

「原因・結果」によるパラグラフ 

 

 

「分析」によるパラグラフ 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

 

予想問題を用いた問題演習 

 

 

大学入試過去問を用いた問題演習 
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教科名 英語 科目名 英語表現Ⅱ 単位数   ４単位 

対象学年 第3学年（進学コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、

事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える

能力を伸ばす。 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

１ 英語表現Ⅰの学習を踏まえ、英語による表現力を伸ばす。 

２ 主題を決め、様々な種類の文章を書く。 

３ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどを 

まとめ、発表する。また、発表されたものを聞いて、質問したり意見を述べたりする。 

４ 多様な考え方ができる話題について、立場を決めて意見をまとめ、相手を説得するた 

めに意見を述べ合う。 

５ 発表の仕方や討論のルール、それらの活動に必要な表現などを学習し、実際に活用す 

  る。 

６ 韓国の高校生との文通を複数回行い、実践的な表現能力を養う。 

 

 

 

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

 

 

 

 

定期考査          ６０点                                                                

関心・意欲・態度     １０点  

表現力          ２０点 

知識・理解        １０点 

 

関心・意欲・態度の判断基準 

 ・発問評価 

 ・学習の取り組み 

 ・提出物 

表現力の判断基準 

 ・コミュニケーション・テスト 

 ・レポート 

知識・理解の判断基準 

 ・各課の評価問題の成績 

 ・各種小テスト 

 

 

学習方法 

 

 

 

１１年次に学習した基本的な文法事項や構文を復習し、演習問題で発展学習をする。 

２ワークシート・補充プリントを通して、重要な学習事項の確認と定着を図る。 

３コーパスを使用して語彙力の強化を図る。 

４英会話表現を用いて、自然にコミュニケーションが取れるようにする。 

５小テスト・各種テストの見直しを丁寧に行ない、次の学習につなげる。 

６リスニング力向上を目指し、ナチュラルスピードで音読できるようにする。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

Vision Quest English ExpressionⅡ  Hope 

ワークブック 

ユメタンJr（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

Lesson６ 

This is a photo taken 

in Vancouver, Canada 

 

 

Lesson７ 

Are Cell phones an 

essential part of our 

lives? 

Lesson8 

Which do you like 

better, cats or dogs? 

 

Part2 Lesson1 

ロボットの有用性 

 

 

Lesson2 

英語を学ぶ意義 

 

 

Lesson3 

都会と田舎 

 

 

 

Lesson4 

若者の本離れ 

 

 

Lesson5 

ベジタリアン 

 

 

 

 

総復習 

 

 

 

 

修飾語を加える 

 

 

 

 

修飾語を加える 

 

 

 

比較を表す 

 

 

 

パラグラフを書く 

 

 

 

パラグラフを書く 

 

 

 

パラグラフを書く 

 

 

 

 

パラグラフを書く 

 

 

 

パラグラフを書く 

12 

 

 

 

 

16 

 

 

 

16 

 

 

 

16 

 

 

 

16 

 

 

 

16 

 

 

 

 

16 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

12 

 

 

 

 

名刺を前から修飾する語句／名刺を後ろから修飾す

る 

関係代名詞／関係副詞 

 

 

副詞、副詞句、不定詞や分詞を使った副詞句 

副詞節 

 

 

原級、比較級、最上級、最上級の意味を表す表現 

 

 

 

パラグラフの構成／列挙・順序 

 

 

 

例示・追加 

 

 

 

比較・対照 

 

 

 

 

原因・理由・結果 

 

 

 

要点・要約 
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教科名 英語 科目名 英語会話 単位数 １単位 

対象学年 第３学年（総合コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 

 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、

身近な話題について会話する能力を養う。 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 学校生活などの日常的な場面や海外生活における場面を設定して、次のような言語活動

を英語で行う。 

 １ 相手の話を聞いて理解するとともに、場面や目的に応じて適切に応答する。 

 ２ 関心のあることについて相手に質問したり、相手の質問に答えたりする。 

 ３ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなど

を場面や目的に応じて適切に伝える。 

 ４ 海外での生活に必要な基本的な表現を使って会話する。 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

 

 定期考査      ７０点 

 関心・意欲・態度  １０点 

 表現力       １０点 

 知識・理解     １０点 

 

 関心・意欲・態度の判断基準 

 ・出席状況 

 ・学習への取り組み 

 ・提出物 

 表現力の判断基準 

 ・既習の言語材料を使ってのスピーキングテスト・インタビューテスト 

 知識・理解の判断基準 

 ・単元テスト 

 ・単語テスト 

 

 

 

学習方法 

 

 

 

 １ 各課で取り上げられる基本表現を習得する。 

 ２ 音読を充実させ、リスニング力を強化する。 

３ リスニングにより必要な情報を聞き取る活動を行う。 

 ４ 場面や目的に応じて、習得した基本表現を使って会話する。 

 ５ ペアワーク、グループワークを用いて、アクティブ・ラーニングの要素を取り入れ

た授業を展開する。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

 SELECT English Conversation（三省堂） 

 SELECT English Conversation WORKBOOK（三省堂） 

 夢をかなえる英単語 新ユメタンJr.（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

 

4 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

7 

8 

 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

2 

 

 

 

 

Lesson 8 

 

 

亜紀と拓の留学

日記３ 

 

 

Lesson 9 

 

 

 

Lesson 10 

 

 

 

Lesson 11 

 

 

 

 

亜紀と拓の留学

日記４ 

 

 

Lesson 12 

 

 

 

 

Lesson 13 

 

 

 

3年間のまとめ 

 

 

3年間のまとめ 

 

Telling the Way 

道案内 

 

海外生活・学校での会話

を学ぶ 

 

 

Kyoto 

観光案内 

 

 

Shopping 

買い物 

 

 

Restaurant 

食事 

 

 

 

海外生活・観光に必要な

会話を学ぶ 

 

 

Making a plan 

約束 

 

 

 

Future Jobs 

将来やりたいこと 

 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

・道を尋ねる  ・SVOO構文 

 

 

 

 

 

 

・乗り物での行きかたを尋ねる ・How long～？ 

 

 

 

・欲しいものを買う ・現在進行形／SVCの文型 

 

 

 

・食事を注文する  ・不定詞（形容詞的用法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・待ち合わせの約束をする 

 Let’s ~.／Shall we ~? 

Why-Because／不定詞（副詞的用法） 

 

 

・なりたい職業とその理由を英語で表現する 

 Why-  Because／不定詞 

 

 

・スピーチテスト 
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教科名 英語 科目名 英語会話 単位数 １単位 

対象学年 第３学年（生活教養科） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

 

 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、

身近な話題について会話する能力を養う。 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 学校生活などの日常的な場面や海外生活における場面を設定して、次のような言語活動

を英語で行う。 

 １ 相手の話を聞いて理解するとともに、場面や目的に応じて適切に応答する。 

 ２ 関心のあることについて相手に質問したり、相手の質問に答えたりする。 

 ３ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなど

を場面や目的に応じて適切に伝える。 

 ４ 海外での生活に必要な基本的な表現を使って会話する。 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

 

 定期考査      ７０点 

 関心・意欲・態度  １０点 

 表現力       １０点 

 知識・理解     １０点 

 

 関心・意欲・態度の判断基準 

 ・出席状況 

 ・学習への取り組み 

 ・提出物 

 表現力の判断基準 

 ・既習の言語材料を使ってのスピーキングテスト・インタビューテスト 

 知識・理解の判断基準 

 ・単元テスト 

 ・単語テスト 

 

 

 

学習方法 

 

 

 

 １ 各課で取り上げられる基本表現を習得する。 

 ２ 音読を充実させ、リスニング力を強化する。 

３ リスニングにより必要な情報を聞き取る活動を行う。 

 ４ 場面や目的に応じて、習得した基本表現を使って会話する。 

 ５ ペアワーク、グループワークを用いて、アクティブ・ラーニングの要素を取り入れ

た授業を展開する。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

 SELECT English Conversation（三省堂） 

 SELECT English Conversation WORKBOOK（三省堂） 

 夢をかなえる英単語 新ユメタンJr.（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

 

4 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

7 

8 

 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

2 

 

 

 

 

Lesson 8 

 

 

亜紀と拓の留学

日記３ 

 

 

Lesson 9 

 

 

 

Lesson 10 

 

 

 

Lesson 11 

 

 

 

 

亜紀と拓の留学

日記４ 

 

 

Lesson 12 

 

 

 

 

Lesson 13 

 

 

 

3年間のまとめ 

 

 

3年間のまとめ 

 

Telling the Way 

道案内 

 

海外生活・学校での会話

を学ぶ 

 

 

Kyoto 

観光案内 

 

 

Shopping 

買い物 

 

 

Restaurant 

食事 

 

 

 

海外生活・観光に必要な

会話を学ぶ 

 

 

Making a plan 

約束 

 

 

 

Future Jobs 

将来やりたいこと 

 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

・道を尋ねる  ・SVOO構文 

 

 

 

 

 

 

・乗り物での行きかたを尋ねる ・How long～？ 

 

 

 

・欲しいものを買う ・現在進行形／SVCの文型 

 

 

 

・食事を注文する  ・不定詞（形容詞的用法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・待ち合わせの約束をする 

 Let’s ~.／Shall we ~? 

Why-Because／不定詞（副詞的用法） 

 

 

・なりたい職業とその理由を英語で表現する 

 Why-  Because／不定詞 

 

 

・スピーチテスト 
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教科名 英語 科目名 コミュニケーション英語Ⅱ基礎 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年（進学コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

１．積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとすることができる。 

２．聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解することができる。 

３．話したり書いたりして，情報や考えなどを適切に伝えることができる。 

４．言語や運用についての知識を身につけ，背景にある文化を理解することができる。 

 

 

学習内容の概要 

 

 

１．〔聞くこと〕音声教材を用いて，情報の概要や要点を聞き取る。 

２．〔読むこと〕本文の内容について，中心情報や中心話題を読み取る。 

３．〔話すこと〕ペアワークを多用した音読練習を行う。課の最後には，本文の内容に基

づいた簡単な発表を行う。 

４．〔書くこと〕本文の内容について，穴埋め形式などを使って英文を書く練習をする。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

定期考査             ７０点 

関心・意欲・態度         １０点 

表現力              １０点 

知識・理解            １０点 

 

関心・意欲・態度の判断基準   

・出欠状況 

・授業への取り組み 

・提出物 

表現力の判断基準 

・音読 

・本文の内容に基づいた発表 

知識・理解の判断基準 

・単元テスト 

 

 

学習方法 

 

 

１．各課で取り扱う題材について，背景資料などを用いて興味・関心を深める。 

２．本文の概要，要点などを的確に捉えながら，正しく読みとっていく力を養う。 

３．音声教材を用い，ネイティブスピーカーの発音，イントネーション，スピードに慣れ，

リスニング力を高める。 

４．発音やイントネーションを意識しながら音読練習を行う。また，ペアワークによる音

読を通して，相手に伝える力と聞き取る力を養う。 

５．各課ごとに本文の内容をリテリングする簡単な発表を行う。 

６．各課ごとに単元テストを行ない，既習事項の定着度を確認する。 

７．ワークブックを活用し，予習・復習の習慣化を図る。 

８．各課ごとにノートおよびワークブックを確認する。 

９．ＡＬＴの授業を通して，英語に慣れるとともに英語の運用能力を高める。 

 

教科書・教材等 

 

All Aboard! English CommunicationⅡ（東京書籍） 

All Aboard! English CommunicationⅡ WORKBOOK（東京書籍） 

夢をかなえる英単語 新ユメタンJr.（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

Lesson 8 

 

 

 

文法のまとめ 

 

 

Getting the 

Necessary 

Information 2 

 

 

Lesson 9 

 

 

 

 

Let’s Listen 3 

 

 

Extra Target 2 

 

 

 

Lesson 10 

 

 

 

 

文法のまとめ４ 

 

 

Reading 2 

 

 

 

 

 

 

 

Word Box 5 

The Magic of the 

Cotswolds 

魔法にかけられて 

 

 

 

 

ロンドンの地下鉄 

 

 

 

 

The Bitter Truth about 

Chocolate 

甘いチョコレートの苦

い現実 

 

フェアトレードチョコ

レート 

 

○○ならいいのに… 

 

 

 

Designing for Peace 

デザインで世界を変え

る 

 

 

 

 

 

Olivia 

 

 

 

 

 

 

 

A Day in English Part 

2 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

関係副詞：where，when 

自分の好きな場所について英語で述べる。 

 

 

動詞の目的語になる if 節／知覚動詞／関係副詞：

where，when 

 

ロンドンの地下鉄路線図を見て，必要な情報を素早く

的確に読み取る。 

 

 

 

使役動詞 

食料事情について根拠を示しながら英語で説明する。 

 

 

 

フェアトレードチョコレートについての討論を聞き、

意見の要点をとらえる。 

 

願望を表す文（仮定法過去）：〈I wish＋過去形の文〉 

自分の実現できそうにない願望について述べる。 

 

 

分詞構文 

身のまわりの社会や世界に起こっている問題につい

て，英語で述べる。 

 

 

使役動詞／仮定法過去／分詞構文 

 

 

まとまった文章を登場人物の経験や心情を考えなが

ら精読する。 

 

 

 

 

 

 

１日の生活の中でよく使われる語句や表現を学ぶ。 
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教科名 英語 科目名 コミュニケーション英語Ⅱ基礎 単位数 ２単位 

対象学年 第３学年（総合コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

１．積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとすることができる。 

２．聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解することができる。 

３．話したり書いたりして，情報や考えなどを適切に伝えることができる。 

４．言語や運用についての知識を身につけ，背景にある文化を理解することができる。 

 

 

学習内容の概要 

 

 

１．〔聞くこと〕音声教材を用いて，情報の概要や要点を聞き取る。 

２．〔読むこと〕本文の内容について，中心情報や中心話題を読み取る。 

３．〔話すこと〕ペアワークを多用した音読練習を行う。課の最後には，本文の内容に基

づいた簡単な発表を行う。 

４．〔書くこと〕本文の内容について，穴埋め形式などを使って英文を書く練習をする。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

定期考査             ７０点 

関心・意欲・態度         １０点 

表現力              １０点 

知識・理解            １０点 

 

関心・意欲・態度の判断基準   

・出欠状況 

・授業への取り組み 

・提出物 

表現力の判断基準 

・音読 

・本文の内容に基づいた発表 

知識・理解の判断基準 

・単元テスト 

 

 

学習方法 

 

 

１．各課で取り扱う題材について，背景資料などを用いて興味・関心を深める。 

２．本文の概要，要点などを的確に捉えながら，正しく読みとっていく力を養う。 

３．音声教材を用い，ネイティブスピーカーの発音，イントネーション，スピードに慣れ，

リスニング力を高める。 

４．発音やイントネーションを意識しながら音読練習を行う。また，ペアワークによる音

読を通して，相手に伝える力と聞き取る力を養う。 

５．各課ごとに本文の内容をリテリングする簡単な発表を行う。 

６．各課ごとに単元テストを行ない，既習事項の定着度を確認する。 

７．ワークブックを活用し，予習・復習の習慣化を図る。 

８．各課ごとにノートおよびワークブックを確認する。 

９．ＡＬＴの授業を通して，英語に慣れるとともに英語の運用能力を高める。 

 

教科書・教材等 

 

All Aboard! English CommunicationⅡ（東京書籍） 

All Aboard! English CommunicationⅡ WORKBOOK（東京書籍） 

夢をかなえる英単語 新ユメタンJr.（アルク） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

Lesson 8 

 

 

 

文法のまとめ 

 

 

Getting the 

Necessary 

Information 2 

 

 

Lesson 9 

 

 

 

 

Let’s Listen 3 

 

 

Extra Target 2 

 

 

 

Lesson 10 

 

 

 

 

文法のまとめ４ 

 

 

Reading 2 

 

 

 

 

 

 

 

Word Box 5 

The Magic of the 

Cotswolds 

魔法にかけられて 

 

 

 

 

ロンドンの地下鉄 

 

 

 

 

The Bitter Truth about 

Chocolate 

甘いチョコレートの苦

い現実 

 

フェアトレードチョコ

レート 

 

○○ならいいのに… 

 

 

 

Designing for Peace 

デザインで世界を変え

る 

 

 

 

 

 

Olivia 

 

 

 

 

 

 

 

A Day in English Part 

2 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

関係副詞：where，when 

自分の好きな場所について英語で述べる。 

 

 

動詞の目的語になる if 節／知覚動詞／関係副詞：

where，when 

 

ロンドンの地下鉄路線図を見て，必要な情報を素早く

的確に読み取る。 

 

 

 

使役動詞 

食料事情について根拠を示しながら英語で説明する。 

 

 

 

フェアトレードチョコレートについての討論を聞き、

意見の要点をとらえる。 

 

願望を表す文（仮定法過去）：〈I wish＋過去形の文〉 

自分の実現できそうにない願望について述べる。 

 

 

分詞構文 

身のまわりの社会や世界に起こっている問題につい

て，英語で述べる。 

 

 

使役動詞／仮定法過去／分詞構文 

 

 

まとまった文章を登場人物の経験や心情を考えなが

ら精読する。 

 

 

 

 

 

 

１日の生活の中でよく使われる語句や表現を学ぶ。 
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教科名 商業 科目名 ビジネス基礎 単位数   １単位 

対象学年 第３学年（総合コース） 履修形態 必修 

科目の目標 

ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させ，経済社会の一員としての望ましい

心構えを身に付けさせるとともに，ビジネスの諸活動に適切に対応する能力と態度を

育てる。 

学習内容の概要 

（１）商業の学習ガイダンス 

商業の学習について関心を持ち、ビジネスに関する専門知識を学ぶ上で基礎的・基

本的な学習の重要性について理解を深める。 

（２）ビジネスとコミュニケーション 

ビジネスにおける基本的なマナー、良好な人間関係を構築することの意義や必要性

及びビジネスに対する望ましい心構えや態度を身に付ける。 

ロールプレイングでの実習を通して実践的なビジネスマナーを身に付ける。 

（３）経済と流通の基礎 

経済の仕組みに関する基礎的・基本的な知識を身に付ける。 

経済主体の役割や経済を支えるビジネスについて具体的に学び、その重要性につい

て理解を深める。 

我が国における経済の歴史について学ぶとともに現代のビジネスに関する現状につ

いて理解を深める。 

流通に関する仕組みを理解し、現代市場における情報技術を活用した流通やマーケ

ティングの意義について学ぶ。 

（４）企業活動の基礎 

企業の目的について学び、企業形態や経営組織の種類、特徴について理解を深める。 

資金調達の方法や企業が納める税の種類、雇用形態の特徴、企業に求められる倫理

に関する基礎的、基本的な知識を身に付ける。 

（５）ビジネスと売買取引 

売買取引の手順について学び、売買契約の意義や実践的な態度を身に付ける。代金

決済の手段と特徴について理解を深め、適切な代金決済を行うための判断力を身に

付ける。 

   

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

（１） 評価は，①関心・意欲・態度，②思考・判断，③技能・表現，④知識・理解の 

４項目とする。 

（２） 他には，定期考査・出欠状況・提出物・態度などで総合的に評価する。 

学習方法 教室で講義形式の授業を基本とするが、ロールプレイング形式での学習も行う。 

教科書・教材等 
ビジネス基礎 東京法令出版 

ビジネスコミュニケーション検定テキスト 実教出版 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

８ 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

商業の学習ガイ

ダンス 

 

 

ビジネスとコミ

ュニケーション 

 

 

 

 

経済と流通の基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

企業活動の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスと売買

取引 

 

 

 

ガイダンス 

 

 

 

ビジネスに対する心構

え 

 

人間関係とコミュニケ

ーション 

 

経済の基礎 

 

ビジネスの発展 

 

 

流通活動とマーケティ

ング 

 

 

企業の形態と経営組織 

 

 

 

資金調達 

 

 

 

雇用 

 

 

 

売買取引の方法 

 

 

電子商取引と代金決済 

 １ 

 

 

 

 ５ 

 

 

 ５ 

  

 

 ２ 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

２ 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

・商業の学習について関心を持ち、ビジネスに関する

専門知識を学ぶ上で基礎的・基本的な学習の重要性

について理解を深める。 

 

・ビジネスに対する望ましい心構えやビジネスにおけ

る基本的なマナーを身に付ける。 

 

・場面に応じたコミュニケーションの取り方やその意

義を理解する。 

 

・経済の基本的なしくみや考え方について学ぶ 

 

・経済活動のなかでのビジネスの意義や役割について

学ぶ。経済環境の変化に対応する能力を養う。 

 

・流通にかかわるビジネスの種類を学び、その役割や

仕事の内容について理解する。 

 

 

・企業の種類、経営組織、起業家精神などの企業経営

の基礎知識を学ぶ。 

 

 

・企業はどのように資金調達するのか。その方法と特

徴について理解する。 

 

 

・雇用の形態について学ぶとともに、雇用に関して企

業が負う責任について考える。 

 

 

・売買契約や売買取引の流れなど、売買取引を行うた

めの必要な知識を学ぶ。 

 

・代金決済はどのようになされるかを理解する。 
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教科名 商業 科目名 情報処理 単位数   １単位 

対象学年 第３学年（総合コース） 履修形態 必修 

科目の目標 

・ビジネスの諸活動における情報の意義や役割を理解し，情報をビジネスに積極的に活

用する態度を身につける。 

・コンピュータの基本的な仕組みやソフトウェアなどに関する基礎的な知識を習得し，

目的に応じた機器の利用ができる。 

・表計算ソフトやデータベースソフトウェア，情報通信ネットワークなどを活用したビ

ジネス情報の処理ができる。 

学習内容の概要 

 

（１） データベースソフトウェア 

  ① データベースの特徴とこれをビジネスに活用することの意義を理解する。 

  ② データベースソフトウェアの構造や整列，検索，抽出などの表の基本操作を学

習する。 

  ③ クエリを用いた抽出，結合，集計，計算などの操作により，データベースから

必要な形で取り出して活用する方法を学習する。 

  ④ 簡単なデータベースのデータを作成する方法を学習する。 

  ⑤ データベースのデータを報告書形式で印刷して活用する方法を学習する。 

（２） ネットワーク 

  ① 情報通信ネットワークの概要と，ビジネスにおけるインターネットの様々な利 

用方法やその効果について学習する。 

  ② 情報通信ネットワークを利用したビジネス情報の検索と活用方法について学習

する。 

  ③ 電子メールの利用方法について学習する。 

  ④ ネットワークを利用して収集した情報を編集して報告書を作成する方法を学 

習する。 

（３） モラルとセキュリティ 

  ① 情報化社会に参画するために個人が身につけるべき情報モラルや，セキュリテ

ィー管理の方法について学習する。 

（４） 検定試験への対応 

    ７月 全商ビジネス文書実務検定試験２級合格を目指します。 

    ９月 全商情報処理検定試験２級合格を目指します。 

１１月 全商ビジネス文書実務検定試験１級合格を目指します。 

    １月 全商情報処理検定試験１級合格を目指します。 

  随時実施 P検協会P検タイピング試験合格を目指します。 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

（１） 評価は，①関心・意欲・態度，②思考・判断，③技能・表現，④知識・理解の 

４項目とする。 

（２） 他には，定期考査・出欠状況・提出物・態度・実技テストなどで総合的に評価 

する。 

学習方法 情報処理教室でパーソナルコンピュータを使い，実習を中心に学習します。 

教科書・教材等 

最新情報処理２１ 新訂版 Business Computing 実教出版 

ビジネス文書実務検定模擬試験問題集 １級 実教出版 

情報処理検定模擬試験問題集 １級 実教出版 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースと

ソフトウェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モラルとセキュ

リティ 

 

 

・ビジネス情報とデータ

ベース 

 

 

 

 

 

 

・データベースの利用 

 

 

 

 

・報告書の作成 

 

 

 

 

 

・情報通信ネットワーク 

 

 

 

・情報通信ネットワーク

の利用 

 

 

・ネットワークを利用し

た報告書の作成 

 

 

 

 

 

・情報化社会の問題点と

その対応 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

  

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

３ 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

・データベースの特徴やその種類と仕組みを理解でき

るようにする。 

・リレーショナルデータベースの構造や機能を説明で

きる。 

・データベースの特徴を基に，どのような場面でデー

タベースを活用すればよいかを具体的に考察でき

るようにする。 

 

・データベースソフトウェアを構成するオブジェクト

の名称と役割を説明できる。 

・表を用いた整列，検索，抽出などの基本的な操作が

できる。 

 

・データベースから検索したデータを利用しやすい形

に編集して伝達することの必要性を理解している。 

・レポート機能を利用して報告書の作成，編集ができ

る。 

・レポートウィザードを利用して集計を含んだ報告書

が作成できる。 

・情報通信ネットワークの概要を理解し，その利点を

活用したさまざまな活用方法があることに気付く

とともに，自ら積極的に活用する方法を学ぶ。 

 

・検索の方法，手順やキーワードなどを工夫して効 

率的な情報検索をすることができる。 

・検索したデータをダウンロードして活用することが

できる。 

・電子メールを送受信する際の注意点や危険性を理解

している。 

・収集した情報の価値や正確性について正しく判断で

きる。 

・適切なアプリケーションソフトウェアを選択して，

収集した情報を見やすい形に加工できる。 

 

・コンピュータウイルスやコンピュータ犯罪，著作権

の侵害，システム事故などの情報化社会の危険性や

問題点について具体的に説明することができる。 
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教科名 家庭 科目名 課題研究 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（生活教養科） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

家庭の各分野に関する課題を設定し、その問題の解決を図る学習を通して、専門的な知

識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度

を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）調査、研究、実験  

（２）作品製作  

（３）学校家庭クラブ活動 

の３項目で構成する。 

 

興味・関心、進路希望に応じて、内容の（１）から（３）までの中から個人又はグルー

プで適切な課題を設定する。なお、課題は内容の（１）から（３）までの２項目以上に

またがる課題を設定することができる。その際、例えば、「（２）作品製作」に取り組む

前に、用いる材料についての「（１）調査、研究、実験」を行うなど、２項目以上にまた

がる課題を設定することにより一層効果的な学習にすることができる。 

 

＊ 学習の成果として、文化祭、オープンキャンパスなどで作品を展示する。 

＊ 調査・研究・製作作品等のプレゼンテーションを行う。 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

・評価の観点は、（関心・意欲・態度）、（思考・判断）、（技能・知識）とする。 

 

・テーマ設定・・・自分の生活を振り返り問題を見出し、課題を設定する。 

計画・取り組み・・・直接体験や情報収集をし、実践した結果を自己評価する。 

工夫した箇所・創造した箇所を発表する。 

 

出席状況、授業態度、準備・観察の記録。 

実施状況やレポート・作品、検定の合否、自己評価などで総合的に評価する。 

 

 

学習方法 

 

 

・家庭科の各科目の学習の中で、各自が課題を発見するとともに、特定の科目にとらわ

れず、広く自由な発想で課題を設定する。 

・課題解決の方策や、計画、実践にあたっては指導を受けながら主体的に取り組む。 

・ネットや雑誌・ニュース等を活用して、自分で調べたり、考えたりする。 

 

 

教科書・教材等 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７

８ 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

オリエンテーシ

ョン 

 

 

計画・立案 

 

準備・予備調査 

 

研究活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンテーシ

ョン 

 

 

評価・反省 

 

・課題研究とは 

・課題研究の取り組み方 

・テーマの設定について 

 

・各自のテーマにそって

計画を立てる。 

 

・資料や材料を整え、予

備調査、研究を行う。 

 

・各自のテーマ・計画に

そって研究活動をす

すめる。 

 

・指導助言を受けなが

ら、自発的、創造的に

取り組む。 

各コンクールに応募

する 

（応募規定にしたがっ

て個人またはグループ

ごとに応募する。） 

 

 

 

個人・またはグループに

よるプレゼンテーショ

ン準備・発表 

 

 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

６ 

(1) 調査、研究、実験 

自分の生活の中で生活を見つめ、問題

があるかどうかを考え、課題を設定す

る。直接体験や情報収集などを行う。 

SDGｓの取り組みを視野に入れて課題

に取り組む。 

 

・食生活に関する分野では、食文化と

郷土料理、食品の多様化と表示、食事

調査と栄養の改善、国際化と世界の料

理などの内容。 

・福祉（高齢者・乳幼児）に関する分

野では、乳幼児の生活と遊び、高齢者

の心身の特徴、福祉施設、今後の課題

等について調査研究する。 

・衣生活・住生活・消費・環境分野 

 

 

(2)作品製作 

  被服製作や手芸などの作品製作、テー

マに基づいた料理づくり、パンやケー

キづくり、絵本や遊具づくりなどが考

えられる。 

  

  ・被服検定 

    昨年度からの継続である文部科学省

後援全国高等学校家庭科技術検定被

服製作2級じんべいの製作を行う。 

 

 

 

 

(3)学校家庭クラブ活動 
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教科名 家庭 科目名 子どもの発達と保育 単位数  ２単位 

対象学年 
第３学年 

（生活教養科 保育コース） 
履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

乳幼児の発達と特徴、乳幼児の生活と保育などに関する知識と技術を習得し、子ども

の健全な成長を図る能力と態度を育てる。 

保育検定に挑戦し、資格取得を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 子どもの生活 

１節 生活と養護 

２節 子どもの遊び 

３節 生活習慣の形成 

４節 健康管理と事故防止 

 

４章 子どもの保育 

 １節 子どもの意義と重要性 

 ２節 家庭保育と集団保育 

 ３節 保育の方法 

 

５章 子どもの福祉 

１節 子どもの福祉  

２節 子育て支援  

 

＊全国高等学校家庭科保育技術検定 家庭看護技術 ２級・１級 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

・評価の観点は、（関心・意欲・態度）（思考・判断）（技能・表現）（知識・理解）とす

る。 

・具体的な評価は、出席状況、授業態度、課題・作品・学習プリント・ノートの提出状

況、保育実習への取り組み状況、観察の記録や実習の記録、自己評価、定期考査の素

点で総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

・乳幼児期が人間の発達の基礎を培う重要な時期であることを理解し、生活の特徴や養

護の在り方、生活習慣の形成などを乳幼児との触れ合いなどを通して、実践的・体験

的に学習する。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書 「子どもの発達と保育」（実教出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

第3章 

子どもの生活 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

こどもの保育 

 

 

 

 

 

 

第５章 

子どもの福祉 

 

 

 

 

 

 

保育検定 

 

 

１．生活と養護 

２．子どもの遊び 

 

３．生活習慣の意義 

 

４．健康管理と事故防止 

 

 

 

１．保育の意義と重要性 

 

２．家庭保育と集団保育 

 

３．保育の方法 

 

 

 

１節 子どもの福祉 

１ 児童福祉の理念 

２ 児童福祉に関する

法律 

３ 児童福祉のための

機関・施設 

 

 

保育検定２級・１級 

・家庭看護技術 

 

 

 

２節 子育て支援 

１ 社会的支援の必要

性 

２ 児童虐待とその予

防 

３ これからの子育て

支援 

４ 子育て支援の課題 

 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

・栄養の意義・特に母乳栄養・人工栄養の

違いや特徴をしっかりと理解する。 

 

・遊びの種類を具体例をもとに理解する。 

 

・生活習慣を身につけるための家族や保育

者の役割を理解し、子どもの事故防止に

努められるようにする。 

 

・保育所・幼稚園・認定子ども園の役割を

理解する。 

 

・児童福祉法の理念は、単に保護を必要と

する児童のみならず、広く次代を担うす

べての児童の健全育成が目的とされて

いることを理解する。 

 

・生活習慣の形成は、個人差に配慮し、乳

幼児の心身の発達的準備状態に合わせ

て最適の時期を選び、反復練習を行い、

自らやる気にさせる働かけが大切であ

ることを理解する。 

 

 

 

・赤ちゃんのお世話（おむつ交換やけがの

手当て）が必要に応じてできる。 

保育検定２級・１級の筆記試験対策 

 

 

・育児不安や孤立感を持つ親や家族を支援

する体制づくりなどについて認識する。 

 

・乳幼児に対する親の育児態度、家族関係、

地域環境などの影響などについて具体

的に考える。 
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教科名   家庭 科目名 生活と福祉 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（総合コース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 高齢者の健康と生活、介護などに関する知識と技術を修得させ、高齢者の生活の質を高

めると共に、自立生活支援と福祉の充実に寄与する能力と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１章 人の一生と生活・健康 

１節 健康の概念 

２節 ライフステージと健康管理 

２章 高齢化の現状と高齢者の特徴 

１節 高齢化の現状 

２節 高齢者の心身の特徴と病気 

３節 高齢者の生活課題と施策 

５章 介護・看護の実習と生活支援 

１節 介護の実習 

２節 看護の実習 

 ３節 生活支援 

４章 高齢者支援の法律と制度 

１節 社会保障制度と高齢者福祉のあゆみ 

２節 介護保険制度 

３節 高齢者支援と地域包括システム 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

・評価の観点は、（関心・意欲・態度）（技能・表現）（知識・理解）とする。 

＊出席状況（出席4/5以上を原則とする） 

＊授業態度・実技（指導に乗らないなど） 

＊課題提出・学習プリントの提出状況提出物 

 

 

学習方法 

 

 

・教科書の内容理解とともに、実習を通して実践的な態度を身に着ける。 

・日々の生活から課題を見つけ出し、解決方法を模索する。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書「生活と福祉」（実教出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

６ 

 

 

 

７ 

８

９ 

 

 

 

10 

11 

12 

 

 

１ 

 

２ 

１章  

人の一生と生

活・健康 

 

 

 

２章  

高齢化の現況と

高齢者の特徴 

 

 

５章 

介護・看護の実習

と生活支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

４章 

高齢者支援の法

律と制度 

・健康の概念 

・高齢社会における健康

とQOL 

・ライフステージと健康

管理 

 

・高齢化の現状 

・高齢者の心身の特徴と

病気 

・高齢者の生活課題と施

策 

・介護実習 

 体位変換 

 歩行介助 

 車いすの移乗・移動の

介護 

 食事の介護 

 ベッドメーキング 

 衣服の着脱 

 身体の清潔の介護 

 排泄の介護 

 

 

・社会保障制度と高齢者 

福祉のあゆみ 

・介護保険制度 

3 

 

 

 

 

 

4 

4 

 

 

 

4 

 

4 

 

 

 

4 

4 

3 

 

 

3 

3 

 

 

 

・QOL やノーマライゼーションという語

句の意味を理解し、自立生活支援の意義

と目的を考える。 

・多職種連携によるチ―ムアプローチの必

要性を考慮しながら生活支援を必要とす

る方の理解を深める。 

・高齢者の心身の特徴を理解し、具体的事

例を通して生活支援の必要性を考える。 

 

 

 

・バリアフリーとユニバーサルデザインに

ついて理解する。 

・安心して快適な生活の場の意味を実生活

を通して考える。 

・体位変換等の実習でボディメカニクスを

活用し、重心のかかり方や姿勢を学ぶ。 

・車いすの基本操作を理解し、安全に走行

させることができる。 

・安全安楽な食事介護の仕方 

・排泄介護の用具の正しい選択 

・残存能力の活用と自立支援 

 

・各種法律や様々なサービスの理解 

・高齢者の起こりやすい事故等を把握し、

予防対策、家庭看護の要点を理解する。 

・街中のバリアフリーを意識する。 
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教科名 家庭 科目名 フードデザイン 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（生活教養科保育コース） 履修形態 必須 

 

科目の目標 

 

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディネートなどに関する知識と技術を習得し、食

事を総合的にデザインする能力と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） フードデザインの構成要素 

ア 栄養 

 ・栄養素の種類及び栄養素の機能と代謝の概要を理解させ、各種の栄養素を過不足な

く摂取することの必要性について考える。 

 ・各年齢、年代における身体的、生理的特徴に基づく栄養と、それを満たす食事構成

の概要を理解する。 

イ 調理 

 ・安心、安全でおいしく調理するために必要な知識・技術を養う。 

（２） フードデザインの実習（調理実習） 

ア 食事テーマの設定と献立作成 

 ・季節の食品や食品群別摂取量を用いた献立を作成し、実習する。 

イ テーブルコーディネートとサービスの実習 

 ・料理に合った配膳、盛り付け、テーブルセッティング、マナーを習得する。 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

・評価の観点は、（関心・意欲・態度）（思考・判断）（技能・表現）（知識・理解）とする。 

・出席状況、授業態度、課題・学習プリント・ノートの提出状況、定期考査、自己評価な

ど総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

・食事の意義と役割について理解するとともに、豊かな食事を構成するための知識や技術

を身に着ける。 

・食に関するニュースから、さまざまな問題に興味・関心を持つ。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書「フードデザイン」（教育図書） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

4 

5 

 

 

6 

 

 

7 

8 

 

 

9 

 

10 

 

 

11 

12 

 

1 

2 

 

 

第１章 

健康と食生活 

 

 

第２章 

栄養素・食品の特

徴 

第３章 

調理と献立 

 

 

第５章 

豊かな食生活を

つくる 

 

・食事の意義と役割 

・ 

 

 

食を取り巻く現状 

・栄養素の働き 

 

 

・健康に必要な栄養素 

 

 

 

 

 

 

 

・献立作成 

 

 

 

・テーブルコーディネー

ト 

３

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

4 

3 

 

3 

3 

 

 

・食事の意義と役割及び現状を理解する。 

 

 

 

・食物の摂取には、食欲・空腹感など心身

の状態が大きく影響していること、摂取

した食物が消化吸収され、排泄されるま

での仕組みを理解する。 

・エネルギー所要量と各栄養素の所要量に

ついて理解し、献立作成に活用する。 

 

 

 

 

 

 

・ライフステージごとの栄養の特徴、留意

事項、調理法の工夫について理解する。 

 

 

・食事のテーマにあったテーブルコーディ

ネートと、サービス方法を習得する。 
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教科名 家庭 科目名 調理 単位数  ５ 単位 

対象学年 第３学年（生活教養科フードコース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

様式別調理、大量調理などに関する知識と技術を習得させ、健康の維持・増進に寄与す

る。 

食生活の充実向上を図るとともに、創造的に調理する能力と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 調理と献立 

 ４節 様式別の献立と調理・食卓作法 

  ①日本料理 

  ②西洋料理 

  ③中国料理 

  ④各料理のマナーと基本的なサービスの方法 

 

 ５節 食文化を見つめる 

 

 ６節 テーブルコーディネート 

  ①たのしい食卓をつくろう 

  ②日本料理のテーブルコーディネート 

  ③西洋料理のテーブルコーディネート 

 

第４節 調理実習 

 

家庭科技術検定 

 食物調理１級：供応食・行事食等の献立と調理 

 食物調理２級：日常食の献立と調理 

 

（年間２回：７月・２月の検定で１級・２級取得を目標とする） 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

評価の観点は、（関心・意欲・態度）、（思考・判断）、（技能）、(知識・理解）とする。 

出席状況、授業態度、課題・学習プリント・ノートの提出状況、定期考査、実習に取り

組む姿勢、態度、観察の記録、自己評価で総合的に評価する。 

実習時にはエプロン・三角巾を着用し、爪を短く切る。 

 

 

学習方法 

 

 

食事の意義と役割について理解するとともに、豊かな食事を構成するための知識や技術

を身に着ける。 

実習、検定を通して、衛生・献立作成・準備・基本的調理操作・片付けまで、実践に生

かせる能力・技術を身につける。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

「フードデザイン」  （教育図書） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

８ 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

献立作成 

 

１、２級検定問題 

 

 

 

 

食物調理検定１、

２級試験 

 

 

 

 

 

 

 

様式別の献立と

調理・食卓作法 

 

 

 

 

 

 

テーブルコーデ

ィネート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理実習 

（通年） 

 

物検定１、２級 

 

食物検定１、２級過去問

学習 

 

 

 

 

食物検定１、２級実習 

 

 

 

 

検定 

 

 

①日本料理 

②西洋料理 

③中国料理 

④各料理のマナーと基

本的なサービスの方法 

 

 

 

 

15 

 

 

 

20 

 

 

 

20 

 

 

 

 

20 

 

 

20 

 

 

 20 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

15 

 

 

15 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

食物検定１、２級献立作成 

洋風献立 中華献立 和式献立 

作成した献立に適した食品を選択し、食品

の調理性を踏まえた適切な調理ができる

ようにする。 

食品の栄養的特徴等を理解して、課題に応

じた供応食の献立作成および調理ができ

る。 

個人個人が作成した献立をもとに、１級の

調理実習（検定時間１時間半）を行う。 

日常食、行事食、供用食などの調理に必要

な知識と技術を習得する。 

季節、行事、料理様式、対象などから具体

的な食事テーマを設定し、目的に応じた献

立作成ができるようにする。 

 

食事のテーマにふさわしい食卓の整え方

や周囲の環境づくりができるようにし、食

空間を演出する感性や表現力を養う。       

  

 

 

 

 

食事を心豊かにおいしく食べるには、どの

ようにすればよいか知る。 
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教科名 家庭 科目名 栄養 単位数   ３単位 

対象学年 第３学年（生活教養科フードデザインコース） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

栄養とは何かを理解し、機能と代謝、消化吸収のしくみを理解する。 

ライフステージにあわせた献立作成の修得 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 栄養とは 

１節 私たちと栄養 ２節 人体の構成成分と栄養素 

第２章 栄養素の機能と代謝 

１節 炭水化物 ２節 脂質 ３節 たんぱく質 ４節 ビタミン ５節 ミネラル 

６節 その他の成分 

第３章 消化と吸収  １節 食欲 ２節 消化と吸収のしくみ 

第４章 エネルギー代謝と食事摂取基準 １節 エネルギー代謝 ２節 食事摂取基準 

第５章 栄養状態の評価 １節 栄養状態の評価と方法 ２節 集団の栄養状態の評価 

第６章 ライフステージ・ライフスタイルと栄養 

１節 乳幼児の栄養 ２節 青少年期の栄養 ３節 成人期の栄養 

４節 高齢期の栄養 ５節 妊娠・授乳期の栄養 ６節 労働・スポーツと栄養 

第７章 病態と栄養 １節 栄養障害 ２節 病態時の栄養 ３節 食事療法 

第８章 栄養と調理 １節 調理による栄養成分の変化 ２節 調理と消化吸収率 

３節 栄誉面からみた望ましい献立 

第９章 食生活の展望と健康増進 １節 日本人の栄養摂取 ２節 食生活と健康増進 

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

・評価の観点は（関心・意欲・態度）（思考・判断・）（技能・表現）（知識・理解）とす

る。 

・具体的には、出席状況、授業態度、課題・学習プリント・ノートの提出状況、定期考査、 

自己評価などで総合的に評価する。 

 

 

学習方法 

 

 

・栄養素を理解し、代謝・吸収の過程を理解する。 

・ライフステージにあわせた献立を作成することができる。 

 

 

教科書・教材等 

 

 

教科書「栄養」（実教出版） 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

4 

 

5 

 

 

6 

 

7 

8 

 

 

 

9 

10 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

1 

 

2 

 

第１章 栄養と

は 

第２章 栄養の

機能と

代謝 

第３章 消化と

吸収 

第４章 エネル

ギー代

謝と食

事摂取

基準 

第５章 栄養状

態の評

価 

第６章 ライフ

ステー

ジ・ラ

イフス

タイル

と栄養 

第７章 病態と

栄養 

第８章 栄養と

調理 

第９章 食生活

の展望

と健康

増進 

１節 栄養とは 

２節 人体の構成成分

と栄養素 

１節 炭水化物 

２節 脂質 

３節 たんぱく質 

４節 ビタミン 

５節 ミネラル 

６節 その他の成分 

 

１節 食欲 

２節 消化と吸収のし

くみ 

１節 エネルギー代謝 

２節 食事摂取基準 

 

１節 栄養状態の評価

と方法 

２節 集団の栄養状態

の評価 

１節 乳幼児期の栄養 

２節 青少年期の栄養 

３節 成人期の栄養 

４節 高齢期の栄養 

５節 妊娠・授乳期の栄

養 

６節 労働・スポーツと

栄養 

１節 栄養障害 

２節 病態時の栄養 

３節 食事療法 

１節 調理による栄養

成分の変化 

２節 調理と消化吸収

率 

３節 栄養面から見た

望ましい献立 

１節 日本人の栄養摂

取 

２節 食生活と健康増

進 

3 

 

4 

 

 

4 

 

4 

 

 

 

 

4 

4 

 

 

4 

 

 

 

 

3 

 

3 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３大栄養素・５大栄養素を理解する。 

・人体と構成成分を理解する。 

 

・各種栄養素の種類を理解する。 

・栄養素の特徴と体内での働きを理解す

る。 

 

 

 

 

 

・栄養素の体内での消化・吸収の過程を理

解する。 

・人間が食品を摂取することにより栄養を

どのように取り入れていくかを理解す

る。 

・栄養バランスのよい食事とは何か。 

・栄養に偏りのある食事について改善計画

を考える。 

 

・各ライフステージの年齢別・性別の栄養

摂取量の把握。 

・栄養バランス、年齢、性、目的を考慮し

た食事の献立について、要点が理解でき、

用途に適した献立が作成できる。 

 

 

 

・栄養障害とは何かを理解し、偏りのある

食事について改善計画を立てる。 
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教科名 家庭 科目名 保育技術 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（生活教養科・保育コース） 履修形態 必 修 

 

科目の目標 

 

子どもにとって音楽とは、感情や感覚に訴えてくるものであることを理解し、身体を

通して表現できる能力と態度を育てる。 

保育検定２級・１級に挑戦し、資格取得を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊音楽・身体表現活動 

（１）身体を使った表現 

ア 手拍子によるリズム表現   

イ ボディ・パーカッション 

（２）子どものために作られた歌 

ア わらべうた  イ 唱歌 

ウ 童謡     エ あそび歌 

（３）楽器演奏や伴奏 

ア 器楽   

イ ピアノによる伴奏 

（４）大人と一緒に楽しむ音楽 

ア ＣＤやＤＶＤ    

イ ミュージカル 

（５）楽典基礎 

第45回全国高等学校家庭科保育技術検定２級  〇音楽・リズム表現技術 

第46回全国高等学校家庭科保育技術検定１級  〇音楽・リズム表現技術   

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

・評価の観点は、（関心・意欲・態度）（思考・判断）（技能・表現）（知識・理解）とす

る。 

・具体的な評価は、出席状況、授業態度、課題・作品・学習プリント・ノートの提出状

況、保育実習への取り組み状況、観察の記録や実習の記録、自己評価、定期考査の素

点で総合的に評価する。 

 

 

 

学習方法 

 

 

・乳幼児期が人間の発達の基礎を培う重要な時期であることを理解し、生活の特徴や生

活習慣の形成などを乳幼児との触れ合いなどを通して、実践的・体験的に学習する。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

バイエル 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

1.楽典基礎 

 

 

2.歌唱 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.楽器演奏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.大人と一緒に

楽しむ音楽 

 

・基礎的な音楽通論 

 

 

・童謡歌唱 

 

 

 

 

 

・童謡弾き歌い 

 

 

 

 

 

・保育検定２級 

 音楽・リズム表現技術 

・ピアノ実技 

 

 

 

 

 

 

・保育検定１級 

 音楽・リズム表現技術 

 

 

 

 

 

・ミュージカルの鑑賞 

 

 

６ 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

６ 

 

 

８ 

 

 

６ 

・音楽、リズムに関する基礎的知識、技術 

 

 

・発音、発声が適切である。 

 音程が確かである。 

 歌詞、リズムが正確である。 

 ブレスが正確で、抑揚、フレーズ感があ

る。歌詞に即してうたっている。 

 

・音程が確かで歌唱力がある。 

 歌詞を大切にし表情豊かにうたってい

る、 

 曲想にあったテンポ、リズムである。 

 フレーズ感がある。 

 歌と伴奏のバランスが適切である。  

 

・音楽、リズムに関する基礎的知識及びバ

イエル No、48～78 程度のピアノ演奏の

基礎的技術と童謡歌唱による表現技術

を検定する。 

 

・指先、手の形など打鍵がよい。 

 それぞれの指が動き独立して適切であ

る。 

 速さや流れが適切である。 

 楽譜を正確に読み取り正しく演奏でき

る。 

 左右のバランスがよく旋律と伴奏の音

量が適切である。 

 

・音楽、リズムに関する専門的知識及びバ

イエルNo79～104程度のピアノ演奏技術

と童謡の弾き歌いによる総合的な表現

技術を検定する。 

 

・ミュージカルの鑑賞を通して、CDやDVD

機器の扱い方と適切な活用について考

える。  
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教科名 家庭 科目名 コミュニケーション技術 単位数   ２単位 

対象学年 第３学年（生活教養科） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

保育技術検定１，２級合格を目標とし、言語活動、造形表現活動に取り組むことで、乳

幼児の発達段階を理解し、コミュニケーション技術の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 第４５回全国高等学校家庭科保育技術検定２級 

【実技】 

造形表現活動：貼り絵（切り絵）による平面構成 

    言語表現技術：絵本の読み聞かせ 

    【筆記】 

    各種目の基礎的知識 

 

（２） 第４６回全国高等学校家庭科保育技術検定１級 

【実技】 

造形表現活動：壁面構成 

言語表現技術：素話の創作と実演 

【筆記】 

 各種目の専門的知識 

     

 

 

 

 

 

 評価の観点・ 

評価の方法 

 

 

 

 

・評価の観点は（関心・意欲・態度）（思考・判断）（技能・表現）（知識・理解）とする。 

・具体的には、出席状況、授業態度、課題の提出状況、定期考査、実習に取り組む姿勢・

態度、観察の記録、作品点で、総合的に評価する。 

・実習時には必要な道具を自分で揃え、片付けも最後まで行う。 

 

 

学習方法 

 

 

・造形表現活動：素材、用具を適切に用いて、各自がテーマに沿って工夫しながら作品

作りを行う。 

・言語表現技術：紙芝居、絵本の中から提示された年齢にふさわしい作品を選び、正し

い言葉や発音で表情豊かに読む。読み聞かせの正しい方法を知る。 

 

 

 

教科書・教材等 

 

 

 

 

全国高等学校家庭科保育技術検定 実施要項 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 実施状況 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

8 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

保育検定２級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育検定１級 

２級（未取得者） 

・保育検定２級 

〇造形表現技術 

 貼り絵 

〇言語表現技術 

 絵本の読み聞かせ 

 

 

 

 

 

 

 

・保育検定２級実技本番 

・保育検定２級筆記本番 

 

 

・保育検定１級 

〇造形表現技術 

 壁面構成 

〇言語表現技術 

 素話の創作と実演 

・保育検定２級 

   （未取得者） 

〇造形表現技術 

 貼り絵 

〇言語表現技術 

 絵本の読み聞かせ 

 

・保育検定１級実技本番 

・保育検定１級筆記本番 

・保育検定２級実技本番 

・保育検定２級筆記本番 

 

 

６ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

   

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

６ 

 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

・保育検定２級 

〇造形表現技術 

 テーマに沿った表現方法、自然観察、は

さみの技術や丁寧な貼り付け 

〇言語表現技術 

 年齢にふさわしい絵本の選び方や、持ち

方、話し方、間の取り方ができるかどう

か。 

 

 

 

 

〇筆記：基礎的知識 

 

 

 

・保育検定１級 

〇造形表現技術 

 身近にある素材を用いて季節や自然を

表現し、心身の安定や意欲をはぐくむた

めの環境づくりとしての壁面づくり 

〇言語表現技術 

 テーマに沿った内容で、各自が選択した

年齢対象児にふさわしい話を創作し、表

情豊かに語る 

〇筆記：専門的知識 

 

・保育検定２級 

〇造形表現技術 

 テーマに沿った表現方法、自然観察、は

さみの技術や丁寧な貼り付け 

〇言語表現技術 

 年齢にふさわしい絵本の選び方や、持ち

方、話し方 

 間の取り方 

〇筆記：基礎的知識 
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教科名 キャリア教育 科目名 ＢＵプラン(学校設定) 単位数 ２単位 

対象学年     第３学年（総合） 履修形態 必修 

 

科目の目標 

 

将来、地域社会を担っていく上で必要となる一般教養、論理的思考力、探求心、問題

分析能力、問題解決能力などを身に付けるとともに、自分自身の生き方を考え、主体的

に学習する態度を育成する。 

 

 

 

 

学習内容の概要 

 

 

 

 

 

 

○一般教養 

１．人文科学（言語分野が中心） 

   同意語、反意語、二語の関係、語句の意味、語句の用法、文章理解など 

２．社会科学 

   歴史、地理、政治、経済、時事問題 

 ３．自然科学（数的分野が中心） 

   小数・分数、四則演算、割合と比、金銭計算、推論、確率など 

 

〇郷土理解 

 鳥取県の地理、歴史、産業などについて理解を深める。 

 

○表現力 

 エッセイ（自らがテーマを設定し、小論文を作成し、発表をおこなう） 

                                       

 

 評価の観点 ・ 

評価の方法  

 

①関心・意欲・態度 ・・自立した社会人として生きていくために必要な能力を身に付

け 

るために主体的に学び、理解しようとしているか 

②知識・理解       ・・一般教養や論理的思考力が身に付いたか 

③技能・表現     ・・習得した知識をもとに自分の考え方を適切に表現できるか。 

 

定期考査・小テスト（単元テスト等）・出席状況・授業中の態度(質問に対して真剣

に考える姿勢等も含む)・課題提出（レポート・ノート等）などを活用し、総合的に

評価する。 

学習方法 

①興味・関心を持って授業に取り組む。 

②日々のできごとに関心を持ち，自分で考える習慣をつける。 

教科書・教材等 

○自主作成プリント 

○ワークシート ほか 
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年 間 授 業 計 画 

月 項  目 学 習 内 容 時間 学習のポイント・評価等 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

３ 

 

一般教養（人文科学） 

 ※特に言語分野 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

一般教養（社会科学） 

 

 

 

 

 

 

 

一般教養（自然科学） 

 ※特に数的分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土理解 

 

 

 

 

 

 

 

エッセイおよびプレゼン

テーション 

同意語 

反意語 

二語の関係 

語句の意味 

語句の用法 

文章整序 

文章理解 

漢字の読み 

漢字の書き 

思想・文化・歴史 

 

 

 

歴史 

地理 

政治 

経済 

時事問題 

 

 

 

四則演算 

小数・分数 

割合と比 

損益計算 

推論 

図形 

 

 

 

 

鳥取の地理 

鳥取の歴史 

鳥取の文化 

鳥取の産業 

鳥取の自然 

 

 

 

1年の学びを振り返り、 

自分でテーマを決定 

６ 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

８ 

 

６ 

○日常生活の中で目にしたり、会話や

文章の中で使用したりするような言

葉の意味や用法などを正確に理解す

る。 

 

○評論文や小説の文章を正確に読み、

味わう。 

〇漢字の読み書きに関して、高校卒業

レベルまでの理解を目指す。 

 

 

 

 

◯時事問題にも気を配りながら、社会

のしくみや社会参加の在り方につい

て考える。 

 

 

 

 

 

◯基本的な計算力や論理的思考力を

身に付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯郷土である鳥取の特色を多様な角

度から眺め、分析し、深く理解するこ

とで、郷土愛を深め、自らの生き方を

見直すきっかけをつかむ 

 

 

 

 

◯学習のまとめとして，研究発表を行

う。 

 

 


